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　王おう道どう楽らく土どという言葉はあるが、覇は道どうに楽土は成り立たないものらしい。

「椿つばき姫ひめさまは愉ゆ快かいなことをおっしゃるのう。そもそも王道にのっとって立った王の足あし下もとにすら、この世に楽土があったところを見たことがない」

　人に憑つくのを生なり業わいとした笑い女と泣き女という二人巫み女こが真顔でつぶやく。

　愉快なことを、と言葉を舌の先で丸めながらも、二人巫女のその美しく端正な顔には笑みの欠片かけらものぼらない。

　はんなりとした触り心地ごこちの絹きぬを縫ぬう作業の手を止めて、椿姫は顔を上げ、巫女たちに問いかける。

「だったら二人巫女の暮らしていたという孤こ独どく園おんには楽土があったの？」

　椿姫は、水と緑の美しさを誇ほこる真しん雍よう国こくの十六歳の姫である。

　真雍を離れ──隣国である火か劉りゆう国こくの城の一室で、どういうわけか、いま繕つくろい物をしている最中。

　縫い物は好きじゃない。なので自然と頭のなかは目の前の手仕事から乖かい離りしていく。縫い物に飽あきないためにと話題を探す。

「楽土とは安あん穏のんと人が気楽に暮らせる土地のこと。天てん道どう山ざんで暮らす天人たちは、まあ、たしかに気楽に暮らしてはおりましたがのう」

　細こまやかに手先を動かしながら泣き女──雪せつ花かが言う。雪花は、左の目尻に黒子ほくろがある。

　笑い女の六りつ花かも、椿姫の着物に針を打ちながら、小首を傾かしげる。こちらには黒子がないが、それ以外は雪花と同じ顔。

　怖いくらいの美び貌ぼうを持つこの二人は、人ではない。天人だ。

　もとは天人だった女が、どういうわけか椿姫の乳う母ばとなるために天道山を下おりてきた。

　泣き女と笑い女は人に憑く。彼女たちがその美しい顔に表情を加えるのは、椿姫の運命を予言するときだけ。泣き女は慟どう哭こくと共に椿姫に凶きよう事じを告げ、笑い女は微び笑しようとともに椿姫の吉きつ兆ちようを報じる。

　椿姫が物心ついたときには、この二人の巫女はすでに乳母として侍はべっていた。

「王道は礼節を重んじる正しき道。天人ならばわかるが、ただの人に、正しいだけの道にのっとった施し政せいは難しいだろう」

　巫女の雪花がなにかを言うより先に、低い男の声が部屋の戸口から響ひびき、椿姫の頰ほおが自然に赤らむ。

「ちょっ……冬とう威いさま。盗ぬすみ聞きは王子のすることじゃないと思うけど？」

「盗み聞きは貴族の嗜たしなみだと、真雍の宰さい相しようが断言していた。ならば私も貴族のはしくれとしてたまには盗み聞きもしなければならないかと……」

　笑いながら、男が近づく。赤く燃えるような髪。ときに応じて優しくもなれば、虎のような殺気をはらむこともある茶色の眸ひとみ。均整の取れた身体からだに長い手足。綺き麗れいで強いしなやかな獣けもののような男だ。

　彼は火劉国の第二王子である。そして──椿姫の婚約者。

　婚約が無事に成立した今こ宵よい、祝いわわれる立場の椿姫と冬威王子は火劉の城での宴うたげの席を途中で抜け出した。二人ともに堅かた苦くるしい場所や社交が不ふ得え手てなのだ。

　真雍と火劉というふたつの国の寿ことほぎの杯さかずきを飲み明かす場を脱出した冬威は、明みよう朝ちょうからまた旅に出ようと椿姫に告げた。

　もちろん椿姫は「はい」と答えた。着飾って、火劉の王や他の王子たちに笑顔でうなずいて過ごすより、冬威王子と共に旅に出たほうが心躍おどるに決まっている。

「それが我が妻の、生まれ育った国のしきたりならば、そのしきたりに従わなくては」

　続ける冬威の台詞せりふに、雪花がきっぱりと答える。

「なるほど。冬威王子どのは椿姫さまのためにわざわざ真雍のしきたりどおりに盗み聞きをしてくださったのですね。それでこそ、我らも戸口を開け放して語りあった甲か斐いがあろうというもの。よくぞ盗み聞きしてくださった」

「……雪花、六花。オルガと一緒になって、真雍の間違ったしきたりを冬威さまに教えこまないでちょうだい」

　しかもわざわざ盗み聞きを誘さそうために戸口を開け放しておいたとは──。

　真雍国の宰相であるオルガは賢かしこくてやり手で変わり者だ。オルガは冬威王子と知り合って以降、真雍での嗜みと心得というものを、あることないこと冬威の耳に吹きこんでいる。そんないっぷう変わったオルガを気に入っている二人巫女たちも、オルガの味方。

　オルガは「盗み聞きは貴族の嗜み」なのだと言い張り、盗み聞きしたり、覗のぞき見したりを率そつ先せんして行う。冬威に、真雍の宰相に倣ならったのだと言い張られると──なんと答えていいのか悩む椿姫である。

　椿姫が吐と息いきをついて運うん針しんを止めると、冬威が笑顔で椿姫の肩に手を置く。

「婚約した途と端たん、縫い物をはじめるのも真雍のしきたりなのか？」

「いいえ。これは巫女たちの趣味ね」

　もう一度、ため息を押しだして椿姫は応じる。

　椿姫が冬威の結婚の申しこみを受けてから、婚約したのだから新しい衣装をしつらえねばと、俄が然ぜん張り切って縫い物をはじめた巫女たちである。

　六花と雪花は、椿姫を飾るのが好きなのだ。毎朝、椿姫の長い黒髪を結ゆい、簪かんざしや花を飾るのも二人巫女の仕事だ。

　椿姫は漆しつ黒こくの髪を高く結い上げ、花の簪を飾っている。目め尻じりがくるりと上がった輝く眸は猫のようだとたまに言われる。黙だまってじっとしていられない性質もまた、躾しつけのなっていないやんちゃな子猫にたとえられる。

　贅ぜいを尽くした綺麗な着物に角かくの帯。結んだ紐ひもに、呪まじないを施ほどこされた赤い玉。着物の下には金属の胸当てと臑すね当て。真雍国の職人が腕によりをかけた白銀の胸当ては、薄くて軽いが、とても強い。

　ちいさな頃から椿姫はそうやって、着物の下に武具を身につけていた。そして当たり前のように刀を持ち、武芸の鍛たん錬れんに励はげんだ。

「なるほど──真雍の絹物の襟えりを、我が国の形に近づけたのか」

　しげしげと椿姫の手元を凝ぎよう視しして冬威がつぶやく。指摘のとおりに、巫女たちが手を加えた衣装は、真雍と火劉のそれぞれの特徴を融ゆう合ごうした着物になっている。それまでは言われるがままに縫い物の手伝いをしていた椿姫だったが、冬威に言われて、はじめて「自分が婚約したのだ」ということがぐっと胸に迫せまってきた。

　いままでと違う衣服を身に纏まとう意味も考えず、時間つぶしのように縫っていたが──突然、妙みように気恥ずかしく、耳まで熱くなる。

　自分は冬威王子と結婚するのだ。

　真雍に生まれた自分が、火劉国の王子と結婚するのだ。

　冬威が椿姫の手の甲に、そっと触れる。全身がびくんと震ふるえる。大きな手のひらに覆おおわれて隠かくれた自身の手。冬威の指は硬かたく節ふしが目立ち、腕うでのあちこちに傷きず跡あとが残っている。刀を持って戦う男の手だ。

　ただ手と手が重なっただけなのに、全身が包みこまれたかのように胸が苦しくなる。

「きっと似合う。着ているところを見るのが楽しみだ。でも明日の朝は早いから、もう寝るといい。星せい華かはもう眠りについているじゃないか」

　そう言って視線を下へと向ける。座って縫い物をする椿姫の足下には籠かごがあり、その籠のなかで幼おさな子ごがすやすやと寝息を立てて眠っていた。

　星華という名を持つその幼子は──椿姫が真雍の湖のほとりで拾った魔物の子である。

「我らは眠らずとも不都合はないが──」

　雪花が、六花と顔を見合わせる。

「椿姫さまは身体を休めておいたほうがようございましょうな」

　二人ともに立ち上がり、椿姫の手から縫い物を取り上げる。

「盗み聞きはもうご存分に嗜まれたと思いますので、そろそろ王子もお休みになられるがよろしいかと存じます。結婚の儀もまだ正式には執とり行われていないまま、男女がひとつの部屋で眠りにつくのはやはり乳母としては許可しがたいものがある」

　雪花が平坦な顔と声で冬威に告げる。感情の表れない二人巫女の話しぶりに、冬威もすっかり慣れてきた。怒るでも、戸と惑まどうでもなく、神しん妙みような顔で聞いていた。

「それでもどうしてもとおっしゃるのなら咎とがめはしないが、我らは常に見るのが役目の巫女なので、それだけは承知しておいていただかねばなりません」

　六花も淡たん々たんと冬威に告げる。

　止めないが、見み届とどけますよとの宣言に、

「いや、今夜はさすがに居い座すわろうとは思っていないさ」

　からりと笑って冬威が応じる。

　椿姫はほっとすると同時に、少しだけ気落ちした。もう少し冬威と話していたい。婚約は成立したというのに──冬威は近いようでいて、ずっと遠いところにいる。

　冬威のことを、椿姫はまだなにも知らないのだ。冬威が強いということと、無む鉄てつ砲ぽうで掟おきて破りで短気な自由人であるということと、自分が冬威に惹ひかれているということ以外──なにもわからない。

「それでは椿姫──また明朝に」

　冬威が椿姫の頰に指先を滑すべらせる。ほんのわずかな接触のたびに、胸の鼓こ動どうが速くなる。

　婚約を了りよう承しようしたのはまだ今日の昼のこと。冬威が婚約者であるという事実が心や身体に刻きざまれるのはきっとまだ先のことだ。いまはなにをされても──たとえば視線が交差するだけで、狼狽うろたえ、いちいち頰が火ほ照てる。

「明朝に」

　答えると、冬威が一礼して部屋を出た。開けたきりだった戸をきちんと閉めていく。戸の向こうに姿が隠れ、見えなくなったところで、椿姫はいま一度、吐息を漏もらす。

　ひとつひとつの動作に気持ちが揺ゆれ、緊張している。婚約というのはずいぶんと厄やつ介かいなものだ。ちいさいわりに妙に重たい、中身の知れない小箱を心のなかに抱かかえこんだかのような、不ふ可か思し議ぎさを感じる。

「婚約したばかりだというのに、城をこっそりと抜けて、お忍びの旅に出るとは、まったく変わった王子で、困った姫じゃ。我らは椿姫さまを見るのが役目ならば、どこに向かうときでもお側に侍るわけだが……」

　黙って見ていた巫女たちが、口を開く。

　冬威の信頼している呪じゆ術じゆつ師しのもとに向かうのだという。真雍にある大きな湖──孔く雀じやく湖この湖水を調べてくれと言われたのだそうだ。頼まれごとを聞いて、呪術師のところから今度は真雍へ向かう。

　その旅に同行を決めた椿姫である。

　婚約成立の宴うたげなどすべて放って旅に出よう。冬威にそう言われ、一も二もなくその提案に飛びついた。

　呪術師がどこに住む、どのような人物なのかも知らぬまま──それでも椿姫は、冬威王子と旅に出たい。

　椿姫の行くところ、常に同行するのが定めの六花と雪花は、その行動を咎め立てしたり、制止したりはしない。面倒くさがりの巫女たちは、椿姫が『おしとやかで愛らしい姫君』になるように尽じん力りよくしたりなどしない。好きなようにすればよかろうと放り投げ、その結果を受け止める椿姫をただ『側で見て』いる。

「……オルガさまはきっと悲しむでしょうなあ。椿姫さまと星華が自分に内緒で火劉の城を出しゆつ立たつしたなどと、あとで知らされたなら……」

「雷らい牙がさまはお怒りになるでしょうなあ。椿姫さまが冬威王子と結婚前に二人で旅に出たなどと知ったなら。婚約中にそのような所業、王子許すまじと烈れつ火かのごとく」

　そこで二人は顔を見合わせ、うなずいた。

「ああ、おもしろうございますなあ。悲しむオルガさまに怒る雷牙さま」

　なにかを期待しているかのような言い方に、椿姫は「本当にこの二人は」と肩を落とした。椿姫の人生すべてが巫女たちにとっては娯ご楽らくなのである。







　朝になる。朝焼けが空の端を焦こがしはじめる前ぜん兆ちようの、蒼あおく澄すんだ色を見上げる。

　火劉の城を抜け、街かい道どうをはずれた道ばたで冬威と落ち合うことになっている。椿姫は背中に星華を入れた籠を背負い、ゆっくりと馬を走らせる。巫女たちが椿姫の前と後ろを守る。

「人が──増えておりますな」

　言われた待ち合わせ場所をめがけてみれば、そこには冬威以外の人間が二人いた。六花のつぶやきに、椿姫は馬の足を止める。馬に乗った男。それぞれに仮面で顔を隠しているが、金色の長い髪は隠せない。

　真雍でも火劉でも、金の髪を持つ人間は少ない。

「オルガよね」

　オルガは外とつ国の出身なので金の髪と青い眸ひとみを持っている。真雍の黒い髪の人たちのなかでも目立ったが、茶色や赤の髪がほとんどの火劉国のなかでもやはり目立つ。

　昇のぼりはじめた陽光がオルガの髪に光を添そえた。

「そうなると、あの真雍の者らしい男は──雷牙よね」

　横に並ぶ黒い髪の男の衣装は真雍の警備隊のものだ。

　そして二人とも、謎なぞの仮面を被かぶっている。変装のつもりなのだろうか。かえって目立っているが。

「ふむ、愉快。では姫さま参まいりましょう。きっとオルガさまは悲しみ雷牙さまは怒っている。それは見たい。とても見たい」

　ピシリと馬の腹を蹴けり上げて、六花が走る。そのついでのように椿姫の馬の尻も「進め」と軽く叩たたいていく。合図に、椿姫を乗せた馬も早はや駆がけになった。

「ちょ……」

　無茶だ。けれどどんどん前を駆かける六花を、椿姫は素直に追いかけた。ここで回れ右をして城に戻っても、いいことなんてないのはわかっていたから。それに冬威も、いてくれる。

　たとえオルガたちが「行くな」と止めたとしても、きっと冬威なら、どういうやり方であろうと椿姫を連れて旅へと走り抜けてくれるはず。冬威は椿姫の期待を裏切らない。

　辿たどりつくと件くだんの二人は案の定、オルガと雷牙であった。仮面をつけていても二人の体格や衣装でわかる。なによりオルガ本人が名乗る。

「椿姫さま、やっと到着ですな。こっそり出ていこうとしたらしいですが、このオルガを出し抜くなんて百年早いのですよ。オルガがなんのために盗み聞きや覗き見を趣味としてその道に突き進んできたと思っているのですか。だてに年を重ねてはいないのですよ。置いていかれてなるもんですか。地の果てまでもオルガは星華さんについていくのです」

　この素すっ頓とん狂きような自画自賛ぶりはいつものオルガ。そして魔物の子である星華を偏へん愛あいし執しゆう着ちやくを見せるあたりも、やはりいつものオルガである。

　笑顔の白い女の面は──たしか桜の精の面だった。なにゆえにそんなものを被っているかが不ふ思し議ぎだが、オルガのことだから、そこに意味はないのかもしれない。

　横に馬の首を並べた雷牙は泣いた鬼の面をつけている。こちらはこちらで、オルガにつけるように命めいじられ、言い返せなくて仕方なく面をつけているような気がする。

　椿姫の幼おさななじみである雷牙は、まっすぐな気き性しようの気持ちのいい青年なのだが、いかんせん裏表がなく真ま面じ目めなため、オルガにいいように扱われているところがある。

　オルガの声に反応し、椿姫の背中の籠で揺られている星華が笑い声をあげる。もとは子鬼のような醜しゆう悪あくな面相だったというのに、星華は、育つにつれてどんどん愛らしく変わってきている。いまはもうほとんど人の子と同じ姿だ。

　魔物というものは、側にいる人の気を栄養として育ち、側にいる生き物に似た造形へと成長していくのだそうだ。いまの星華は人の身の上で二歳ぐらいの大きさである。そして面おも差ざしが、椿姫に似てきている。

「どうしても、此こ度たびの旅も同行したいと言ってきかない。さすがに宰相が消えてしまうのは困るのではと言ったが、そちらの巫女たちに頼んで、身代わりの人ひと形がたを城に置いて出たそうだ。呪術のかけられた人形が、きちんとなすべきことを宰相オルガに成り代わり城でなしているとのこと」

　冬威が呆あきれた声で言う。
















「身代わりは、私も城に置いてきたわ。六花が術を……」

　婚約のために訪おとずれた姫がなにも告げずに出かけてしまっては、外交問題に発展しかねない。

　布で作った人形に、他者からは椿姫や巫女たちに見えるように身代わりの呪まじないを施して、城を出た。

　天人である巫女たちの呪術だ。椿姫が見ても、自分にそっくりで気味が悪いほどの身代わり人形であった。しかも椿姫本人よりずっとおしとやかで、姫らしく振る舞える。

「真雍の人は、なんとも人が悪い。だとしたらいまごろは、身代わりなど置かず城を出た私だけが悪者だ。婚約者ご一行さまを置き去りにして、宴にも出ず、単身、火劉をあとにして行方ゆくえ知れずになった婿むこ──あとでどれほど父王や兄上に怒られるか」

　言われて気づく。

　この場合、城から消えたのは冬威だけだと火劉の人たちは思うだろう。婚約者の姫とその僕しもべたちを置いて、なにも告げずに冬威だけが消えたのだと誤解される。

「申し訳ございません」

　自分の身代わりのことは考えても、冬威の身代わりにまで思いが及ばなかった。

　椿姫は自分のことしか配慮できない、浅はかものだ。反省し、うなだれると、オルガが高笑いする。

「大丈夫。抜かりなく冬威王子の身代わり人形を、このオルガ、ざっと三十体ほど置いてきました。出来の悪い人形になりましたが、それはそれ。三十体も身代わりがいれば一体ぐらいは王に褒ほめられる行いができるやもしれません」

「……三十体？　それは」

　冬威が絶句する。

「一応、止めたのですが、三十体ぐらいいたほうが賑にぎやかで愉快だと言って聞かなくて……」

　仮面をつけたままうつむいてしまっていた雷牙が小声でつぶやく。泣きそうな顔をした鬼の面は、雷牙の苦悩を表しているようにも見える。

「オルガはオルガの分は一体だけでしたのに、冬威王子のためには三十体も布を切ったのですよ。オルガの親切さにみんな感動して泣いていいのです」

　威い張ばっているが、つまりそれは三十人の身代わり冬威王子が城のなかをわらわらと歩きまわっているということで──怪異ではないか。しかも「出来の悪い」と断言していた。混乱する城の人たちの様子が目に浮かぶ。

「念のため、同時刻の同じ位置に二体以上の身代わり人形が重なることはないように、万一重なった場合はどちらかがもとの布きれに戻るようにと呪まじないをかけておりますが──消えてなくなって一体か二体ぐらいになるまでは、城のあちらでもこちらでも、冬威王子が駆け巡めぐることをみんなはさぞかし噂うわさすることでしょうのう」

「本当にオルガさまは素敵なことを考えられる」

　うむとうなずきあう六花と雪花を、椿姫は思わず睨にらみつけた。

「知っていたならオルガの無茶をたしなめて、止めてくれればよかったのに。呪術をかけて身代わりに立てたのは巫女たちなのよね？　だったら一体だけにするように、オルガを説得してくれても……」

「嫌ですよ。我らは椿姫の無茶ですら止めないのに、どうしてオルガさまを止めるものか」

　きっぱりと言い返されて、今度は椿姫が絶句する。巫女たちは、所しよ詮せん、天人だ。面倒くさがりで、人の世の理ことわりには無む頓とん着ちやく。

「つまり、いま火劉の城には、真雍の姫君とその従者たちの身代わりがそれぞれに一体ずつと、そして私の身代わりが三十体いるわけだ。まあ……私の身代わりがひとりもいないよりはマシなのかもしれない。感謝するよ、オルガどの。城に戻ったときの父上と兄上の反応が楽しみだ」

　それでも冬威はからからと屈くつ託たくなく笑い飛ばしている。実際、その様子を想像して楽しんでもいるようだ。

「三十体、人形を作ったところで力尽きまして。本当でしたらもっと多いほうがよかったのでしょうが」

　オルガの返答に、冬威が一瞬、考えこんだ。

「三十もいれば充分だ。それに人形の言動が原則的には本人と似るというのなら、宰相の身代わりが三十体残されるより、私の身代わりが三十体のほうがまだしもだろう。ご配慮、感謝する」

　冬威もまたさりげなくとても失敬なことを言う。しかしオルガが三十人いたら無茶苦茶なことになりそうなので、たしかに冬威が三十人のほうが全然ましだ。

　頭を下げた冬威に、オルガが馬上で身体をくねらせ、仮面の頰に手を当てて、

「そんな～それほどでもございません～。褒めないでください。でももっと褒めてください」

　と羞しゆう恥ちに身もだえた。

「それ、褒めてるの？」

　椿姫の唇くちびるから独どく白はくが零こぼれる。

「椿姫さまは嫉しつ妬とでそのようなことをおっしゃってますね。言ってくだされば三十体の椿姫さまをお作り申し上げたのに～」

「いらないし！」

「そうですね～。人形は本人より少しだけ行動力が落ちるものですから、椿姫さまは身代わりのほうがおしとやかになるはず。後で、実態を知られたときに火劉の皆さんが落らく胆たんされるのがかわいそう。身代わり三十人が束になっても本物の椿姫さまのほうが破壊力があって粗そ忽こつでお馬ば鹿かですからね」

　返す言葉もなくなった椿姫である。

　その横で微動だにしない雷牙の、仮面の奥の悄しよう然ぜんとした表情を想像し、椿姫はそっと吐息を漏らしたのであった。










　そもそも椿姫と冬威がめぐりあったきっかけは、国同士の結びつきを想そう定ていした政せい略りやく結婚だった。

　椿姫は父の博はく雅が王おうから、隣国である火劉国の第二王子のもとへ嫁とつぐようにと命じられ──決闘を果たして王子が自分を負かしたら、そのときは結婚してやってもいいと、王子に挑いどむために火劉国への旅に出た。

　椿姫の旅の供は、乳母である二人巫女に、真雍の宰相オルガと、さらに幼なじみで四し境きよう警備隊の兵である雷牙。

　真雍の東には孔雀湖という大きな湖があり、さらに東には魔物が昼から跋ばつ扈こする、鬱うつ蒼そうとした森が広がっている。

　椿姫たちは、魔物の棲すむ森抜けを行った。そのほうが火劉国に早く到達できるからだった。

　しかし昼でもほの暗い森はとても危険なため、そこを抜けていこうと思う人間はほとんどいない。それゆえに森抜けのための用心棒かつ道案内として、森の中の道を知っているという謎の「天女面の男」を雇やとい入れた。謎の男と、さらには孔雀湖のほとりで拾った魔物の子の星華とを加え、椿姫たちの旅がはじまった。

　共に旅をしているうちに、椿姫は、謎の天女面の男に惹ひかれていった。

　明日には森を抜け、火劉国に着くという頃には、天女面の男と離れがたく感じていた。

　その天女面の男──ずっとつけていた天女の仮面を外はずすと、実は、婚約者である冬威王子だったのだ。

　天女面の男が自身の婚約者なのだと知って、驚きよう愕がくもしたが、安あん堵どもした。離れたくないとはじめて感じた異性が、婚約者の王子だったと知り、椿姫の心は早はや鐘がねのように鳴った。

　いまもまだ速い律りつ動どうで動く心臓は、そのままだ。

　心が切り取られた瞬間を覚えている。

　魔物を討とう伐ばつする冬威の刀捌さばきの美しさに身震いがした。冬威の刀でならば風や天空をも斬きることができるかとも思えた。

　闇やみ空ぞらに輝く月と、月光を弾はじく冬威の抜き身の危あやういほどの清せい冽れつさに酩めい酊ていした。空も月も高くにあった。

　彼の強さに憧あこがれたのは感情の頂点。

　そこに至るまでの旅の途中で、椿姫のやることすべてをおもしろがって受け入れる冬威王子の度量の深さと飄ひよう々ひようとした態度に惹かれ──同時にまた、余裕のある冬威の態度に苛いら立だちもした。

　冬威は椿姫を「姫君だから」と囲いこもうとしない、はじめての異性だった。椿姫のあるがままを受け入れ、強くなりたいという努力を認め、精しよう進じんのための助力をくれた。

　いつからだろう。冬威の側にいると空が高く見えると感じたのだ。

　世界がぐんと広がっていく。こんなに広い世界ならばもっともっと知りたいと感じた。

　冬威の隣となりに立ち、その側で世界のあちこちを見知っていきたいと感じたのは──いつからだったのだろう。

　冬威王子と視線が合うたびに、椿姫の瞳の奥がじんわりと熱く濡ぬれていく。制御できぬ甘い感かん慨がいが、胸の奥をもやもやと焦がしていく。どうしてこうなるのか──どうやったら自分の瞳が濡れないでいられるのかを、椿姫はわからないでいる。

　それが恋というものらしいですよと、六花がささやいた。椿姫が狼狽うろたえ、赤面し、じたばたとあがく姿を見て、天人らしく淡々と告げた。

　椿姫は十六歳にして初恋を知ったのでしょうよと、雪花も同意した。

　表情を変えることのない二人のその台詞に、椿姫だけがひとりで動どう揺ようし、火照る頰を押さえてうつむいた。オルガのように身体をくねらせて身もだえそうになった。

　恋なんて、恥ずかしい。

　自分の感情を持てあまし、そしてそんな自分の姿や想いを周囲の大人たちに見破られているのだとしたら──いたたまれない。

　そう思ってみれば──新たな旅で同行者が増えることは歓かん迎げいだった。

　昔なじみの雷牙の顔を見れば、椿姫は自分らしくあることを思いだせるし、オルガの口から零れる無茶苦茶な言葉のすべてが気を楽にしてくれる。

「その仮面の意味はなんなの？」

　ここで時間を費ついやすのは無む駄だだということになり、道を知る冬威が先頭に立ち、馬を並べてさっそく旅を開始した。オルガと並んだ椿姫がそっと問いかけると、

「身代わりの人形よりもオルガ自身のほうがどうしても美しく上品で輝かしかったので、仕方なく仮面で我が身の神こう々ごうしさを押し隠して城門を抜け出たのですよ。誰かに見つけられたら、申し開きのできないぐらい、オルガはオルガでしかないので──その点、椿姫さまは美しいといっても、そこはそれ当たり前にただ綺麗なだけの愛らしさで、誰に見咎められても単なる可か愛わいい女の子で納得されますから、実に羨うらやましい。隠さなくてすむ程度の美しさや凡ぼん庸ようさは、羨ましい限りです」

　失礼なことを平気で告げる宰相だ。とはいえたしかにオルガは金色の髪に青い目という異国の風ふう貌ぼうも相まって、年齢不ふ詳しように美び麗れいな男ではあるので、うなずかざるを得ない。

　とんでもないことを言ったり、やったりする男なのだが、真雍の国主、博雅王の右腕なのである。実は切れ者らしいし、決めるところではきちんと決めてくれる頼もしい四十代だ。

　ちなみにオルガは「息苦しくて、もう嫌だ」と、仮面をすぐに外してしまった。なのに雷牙はまだ仮面をつけたまま。

「じゃあ雷牙はなんで仮面を？」

　オルガにつきあわされたのはたしかだろう。だったらどうしてオルガが面を外しても、雷牙は外さないのか。

「雷牙さんはまだ若くて、どうしても気持ちが顔に出ますからねー。悩み多き十七歳の青年の、その悩みはオルガにも解決できないので、悩みを土に埋めて我らの目から見えなくしてしまうという解決策を提案したら、なんとなく納得したらしく仮面を被ってましたよ。でも泣いた鬼の面にしなくてもいいのに。オルガはもっと雷牙さんに似合うお面を選んでたのに、まったく雷牙さんてば趣味が悪くて……」

「ちなみにオルガが選んだお面は？」

「犬ですよ、犬。ご主人様に忠実で、その背に愛する姫を乗せて生しよう涯がいただひたすら忠義を尽くし、その子孫までにも尽くしつづけたと伝えられる、漆黒の大きな犬の面」

「犬は……嫌かなあ」

　そんな物語がそういえばあったなと思い返しながら、首を傾げる。

　違う国へと嫁いだ姫君に犬としての忠ちゆう誠せいを誓い、嫁ぎ先で戦いくさが起きて、姫が流れ矢に当たり倒れたときに、姫を背中に乗せて生しよう国ごくへと駆け抜けた。ひとつの国の滅亡と共に戻ってきた姫を受け入れた父王は──けれど新たに生まれた強国の王に、再び輿こし入いれさせた。

　結局三度、姫君は他国へと嫁ぎ、そうして三度とも、嫁いだ国は戦に負けて消滅し、姫君はそのたびに大犬の背に乗って生国へと戻ったのである。

　まだなにもわからぬ幼い日に聞いたときでも、もの悲しい気持ちになった。

　外交手段のひとつとして嫁よめに行けと父王に命じられ、その結果嫁ぎ先が決まったいまの椿姫の立場では、犬と姫の三度の結婚のその伝承は、胸の奥に黒いものを淀よどませる。

「……自分の力で国を取ってみせると、私はそう豪ごう語ごしたのよね。そういえば」

　ふと言葉が口をついて出た。

　父である博雅王に「嫁に行け」と言われ、女の身でできるのは力のある隣国に嫁に出てその国と同盟を結ぶぐらいのことと言われたように感じ──悔くやしくて、情けなくて、だから椿姫は火劉の王子と戦おうと決めたのだ。そして自分より強い王子だったら、その王子と共に手を尽くし、別な国を自分たちの手で奪うばい取ってくると博雅王に宣言した。

　その野心はまだ椿姫の胸の内にある。

　冬威王子と二人で手を取りあってなら、父王にあてがわれた領土のなかで収まるのではなく、自分たちの国を獲かく得とくすることも可能ではないかと夢も見ている。

　ただし──それはとてもとても遠いところにある夢だ。この年まで椿姫は自国を出たことがなく、旅をすることで、自分の無知と浅せん慮りよを体感した。無能で、ひとりではなにもできない。しかしそれを自覚したから、学びはじめた。

　それまでは逃げてばかりだった勉学に真まっ向こうから向き合い、さまざまなことを知ろうと決めたのも、つい最近。

「らしいですね。博雅王がそうおっしゃっていた。もしかしたら冬威王子と共に立ち、国取りの戦をはじめるかもしれない。そしてもし志こころざし半なかばで倒れることがあったなら──その仇かたきを博雅さまが取ってくれともおっしゃったと。娘の仇討ちで他国に攻め入るのなら大義は、博雅さまの上にある」

「仇討ちという大義の上で乗り入れるのならば、王道よね。王道楽土はあるけれど覇道に楽土はないのだって、そう聞いたわ」

　王道とは正しい道。仁じん義ぎに基もとづいて行う政治。そこから外れ、武力と謀はかりごとを用いて国を治おさめることを覇道という。

「椿姫さまはまだまだ頭でっかちのこんこんちきですね。覇道と王道のふたつの道の、その半ばを歩かないと、王にはなれないものなのですよ。楽土は礼節の道にのみ成り立つわけがありません。博雅王が若き日にどうして市し井せいの人びとと交まじわったかを、椿姫はもっとよく考えてみるといい。人は礼節だけで生きてなどいない。仁義から遠くにある、強いものだけが生き残る殺さつ伐ばつとした世界があることを博雅さまはご存じです」

　オルガの言葉を頭のなかで反はん芻すうする。

「私も──城の外に出て、はじめてそのことを知ることができたわ」

　弱肉強食の、強いものが弱いものを喰くらう世界。

　魔物の蠢うごめく森で、強い魔物が弱い魔物を食べていた。ずっと強い魔物に遭そう遇ぐうすれば、椿姫たちも喰われてしまう。椿姫はその事実に気づいたとき、森のなかで嘔おう吐とした。

　己おのれが食べている肉や果物の、ひとつひとつがたしかに生きていたという事実。

　食べるという原始的行為だけではなく、きっと「人の世」のなかでは、精神や互いの立ち位置のうえで「相手を喰らう」行為が多々あるのだろうと推察できる。それを理解できる程度には、椿姫は大人になっていた。

　弱い者は虐しいたげられる。振り落とされる。城に顔を出す貴族たちのあいだですら、それは顕けん著ちよだった。

　生き残るための殺伐とした世界──実際に人間同士でのその戦いを目まの当たりにしたら、魔物たちの食事風景を見たとき以上に、椿姫は衝しよう撃げきを受けることだろう。まだいまはなんとなくわかるだけの茫ぼう漠ばくとした風景でしかない、それ。

「だからこそ、すでに王となった博雅さまは、礼儀を尊とうとぶ。両方の道が必要なんですよ。王道と覇道とのふたつの狭間はざまに立つ者こそが楽土を得る。どちらかひとつだけを求めているようでは、まだまだですよ。椿姫さまはたくさん世界を見て回らねばなりませんな。それを博雅王も望んでいることでしょう」

　ちょっとした時間の問もん答どうひとつでも、オルガはこうやって王の道を説とく。父王が自分の右腕であるオルガを椿姫の旅の供にと城から出したのは、椿姫を育てようという意い図ともあったのだろうか。

　普段のオルガは言動の怪しい妙な中年男だが、ときどきハッとさせるようなことを言う。

「森を抜ける旅では魔物しか見ることができなかった。今回の旅は、火劉の町と、その町で暮らす人びととも出会えます。楽しみですね」

「そうね。オルガ……今回の旅にもついてきてくれて、ありがとう」

　本当ならばオルガも雷牙も置いて出る予定だった。なのにオルガたちはそっと椿姫について城を出て、椿姫の足りない部分を埋めようとしてくれている。おもしろがりたいだけでついてきたのだと、とらえるところだったが──真意は別なところにあるのだろう。なにせオルガはいい年をした大人で、そして父王の信頼する部下。

「オルガは褒められることと感謝されることが大好きなので、もっと感謝するといいのです。ついでに星華もオルガに抱っこさせるともっといいのです。椿姫はオルガに借りがもう三十四です。今回の件も、オルガの取とり柄えはこの綺麗な顔なので、隠して出かけるのはとても悲しかった。非常に気持ちが沈しずみました。仮面をつけて出なくてはならなかった、あの悲しみよ。おおう、恨うらみますよ椿姫」

　天を仰あおぎ悲痛な顔をするオルガの話は半分聞き流す。オルガの言動すべてをまともに聞いていられないことは、前回の旅で充分に学んだ。

　いつのまにオルガに三十四個もの借りを作ったのかは気になるが──突き詰めたら大変なことになりそうなので、そこはぐっと口をつぐむ。

「……雷牙にも、ありがとうを伝えてくるわ。やっぱりこうやって一緒に旅ができるのは嬉うれしいもの」

　言い置いて、そそくさとオルガから離れて雷牙のもとへと駆ける椿姫だった。







　雷牙と冬威が馬を並べて歩いている。その背はい後ごに近づくと、二人の会話が聞こえた。

「地図は作ってくれるなよ」

　冬威がそう言って、雷牙が不ふ機き嫌げんそうに「ああ」と答えている。

　近づく椿姫の馬の蹄ひづめの音に、二人同時に振り返った。

「……どうして仮面をつけたままなの？」

　本当は旅の同行に感謝し、さらに黙って出かけようとしたことを雷牙に謝ろうと思って近寄ったのに、まず口をついて出たのはそれだった。思ったことをストンと舌にのせる癖くせはなかなか直らない。

　雷牙は泣いた鬼の仮面をつけたきりだ。オルガの説明によると表情を隠すためだというが──何な故ぜ、椿姫たちに表情を隠さなくてはならないのか不思議で仕方ない。

「特に理由はありません」

　雷牙の返答はむっつりとしたものだ。

「そう。……あのね、こっそり火劉の城から出たこと、ごめんなさい。でも秘密にしてたのに、一緒についてきてくれたこと、嬉しいよ。来てくれて、ありがとう」

「……いえ。それは……」

　もごもごと仮面の奥で、雷牙がなにかを言っている。聞き取れなくて側に寄るが、互いに馬上だ。

「三頭で横並びはさすがに場所を取るな。この場合、遠えん慮りよすべきは私らしい」

　冬威がそう言うと、馬を早足にさせて先に抜けた。

　道らしい道のない森抜けの旅とは違い、火劉のきちんと整備された道を馬で行くのはずいぶんと楽だ。あるいは、少しは椿姫も馬での遠乗りに慣れたのかもしれない。前は一日が終わると身体のあちこちが痛み、擦こすれた皮ひ膚ふがずるりと剝むけて大変だったのに。

　少し先を行く冬威の背中を視線で追う。赤い髪が風に吹かれ、踊おどっている。動きやすい軽い武具に、背中には、飾りのついた太た刀ち。まぶしいような心地で目を細め、少しのあいだ、冬威の後ろ姿を黙って眺ながめていた。

　沈ちん黙もくを破ったのは、雷牙の咳せき払ばらいだった。

「椿姫？　後を追うべきでは？」

「なんで？　私は雷牙と話したくて追いかけてきたのよ」

「──聞き耳立ててますよ、冬威王子はきっと」

「盗み聞きが真雍の貴族の嗜みだと言い張るオルガに、前言撤てつ回かいさせなきゃならないってことかしら」

　眉まゆをひそめ、真面目に椿姫がそう憂うれうと、雷牙がため息をついた。ちらりと横目で見て、椿姫はううむと、うなる。

　雷牙はたしかになんでも顔に出る質たちで、だから雷牙と話すのは気楽だったのに──仮面で顔が覆われると、雷牙がいまどんな気持ちでいるのかが、わからない。

「よかったのですか。二人きりで旅に出る予定だったのではないですか。俺たちがついてきたことで、王子は怒っているような気がするけど」

　幼なじみで、兄のように慕したってきた雷牙に、他人行儀な口の利きき方をされるのが寂さびしい。

　以前はこんな話し方はしなかったのに、椿姫が冬威との婚約を受け入れて以降、雷牙は椿姫に距離をおいている。特にいまは仮面で表情が見えないせいで、椿姫は余計に居心地が悪い。まったく知らない相手と話しているような錯さつ覚かく。

「そもそも二人きりじゃないもの。六花と雪花と星華がいるし」

　名前を呼ばれると、背中で星華が「ああー」と返事する。ほとんどの時間を寝て過ごしているが、たまにこうやって暢のん気きな声を出す星華だ。

「そういう問題じゃなく……」

「どういう問題？」

　再び、雷牙はこほんと大人ぶった咳払いをする。わざとらしいそぶりに苛いら々いらする。

「雷牙ってば、なんだっていうのよ。真雍の気取った貴族みたいな真ま似ねはやめてよ。馬から降りた次の休きゆう憩けいで、いきなり、私から視線をそらしたまま両手を前に出してくるくる右回りや左回りしてから挨あい拶さつするんじゃないでしょうね？」

　苛立ちのあまり椿姫がきつい口く調ちようでそう言うと、雷牙は「それが真雍の正式な儀礼ですから」と応じる。

　真雍では身分が上の者と視線を合わせるのは無礼とされている。挨拶も身分差がある場合はさまざまな形式があり、煩はん雑ざつになる。いままで雷牙は椿姫に、そういったしきたりどおりの挨拶をしてみせたことはなかったが──。

「私たちのあいだになんの礼儀が必要？」

　とうとう椿姫は癇かん癪しやくを起こし、声を荒らげた。

「あなたは──真雍の姫で、そして火劉の第二王子と婚約をされたのです。もう昔みたいに、気安く話したりはできないんです。自分の立場を理解して、俺を困らせるようなことを言ってこないでください」

「昔って、ついこのあいだのことじゃないの」

　雷牙が馬の足取りを遅おくらせる。並んでいた椿姫もまた、合わせて馬の速度を落とす。少しだけ、前を歩く冬威から距きよ離りができる。

「地図は作るなと、冬威王子はおっしゃった」

　唐突に話題が変わった。なんのことやらと首を傾げた椿姫だ。

「え？　ええ。さっき、そんなことを言ってたわよね」

　冬威と雷牙が並んでいたところに後ろから近づいたときの、会話の切れ端。盗み聞きをしようとしたわけではなかったが、自然と耳に入ってきた。

「正しい地形を知ることや、季節ごとの風向きや天候の癖のようなものを知ることは、戦のなかで重要なことです。その土地を熟じゆく知ちすることで兵をうまく動かし、移動させることができる。冬威王子は俺に火劉の地図を作ってくれるなと、そうおっしゃいました。それはつまり、椿姫と婚約したとしても、まだ真雍の王や兵までは信頼していないぞという牽けん制せいです。地図を作られてまんまと攻めこまれる隙すきはないぞという、冬威王子の威い嚇かくです」

「え……」

「だから──俺たちに、ついてきてくれてありがとうなんて言葉、冬威王子の前で口にしちゃ駄だ目めです。それが椿姫の、椿姫らしいとこだと俺は知ってるし──そんな椿姫だから冬威王子も結婚を申しこんだんだろうけど……でも……あなたは真雍の姫で、そして火劉の王子の婚約者で、ここは火劉だ。どうして冬威王子が、椿姫だけを旅に誘ったかっていう理由までちゃんと考えないといけないんだ。王子は俺たちのことをまだ信用してない」

「そ……んな人じゃ」

　もっと──甘い理由で、自分をさらっていきたかったのだと、思いこんでいた。誰にも邪じや魔まされずにどこかに出かけられたらという、そんな気持ちで誘われたのだ、と。

「椿姫……だから、そこで否定するな。そんなことも考えられない甘ちゃんな王子だったら、俺は、俺の大事な椿姫を嫁がせたりしない。あいつが、王子としては相応に切れ者で、充分に強いってことは、俺にもわかってんだよ。でも──だから俺は椿姫の後をついてきたんだ。オルガさまがなに考えてるかはわかんないけどっ。ちゃんとおまえが幸福になるのか見届けないと、俺は……」

　早口で、怒いかり口調で雷牙がつづける。怒ったときの話し方は、椿姫の記憶のなかの雷牙と一致する。腹立たしげで、むかついたときの声。きっと仮面の向こうで雷牙は目をつり上げ、唇をへの字に曲げている。言われた内容は剣けん吞のんなものなのに、その裏にある雷牙の優しさに、椿姫は胸が熱くなった。

　とにかく雷牙は椿姫のことを気にかけ、そして不幸にならないようにと願ってくれている。それだけは明確に伝わってくる。

「うん……」

　なにかを言いたいけれど、なにも言えないような気がして、椿姫はただうなずいた。

「だから……先に行って、あの鼻持ちならない嫌みな王子と馬並べてこい。俺の隣に並ぶんじゃなく」

「それは嫌。冬威王子は鼻持ちならないとこはたしかにあるけど、そんなに嫌みじゃないし、隣にいると空が高いような気がするの。そんなこと言わないで」

「空が高い？　空はいつだって高い」

　雷牙が不ふ審しんそうに言う。

「そうかな。まあいいの。ただ──私はいま雷牙と並んでいたいの」

　即答する。雷牙は「知らないぞ」とだけつぶやき、でもそれ以上、先に行けとうながすようなことはなかった。
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　空が高い──。

　椿つばき姫ひめと雷らい牙がの語らいを、真しん雍ようの貴族の嗜たしなみに倣ならって盗み聞きしていた冬とう威いである。

　ふと空を見上げる。

　椿姫は自分といると空が高いと言った。まぶしさに目をすがめ、たしかに空は高いと思う。手をのばしても決して手に入れられないもののひとつ。

　真雍の国に行ったのは──結婚相手を見るためだった。

　椿姫もそうだったのだろうが、今回の婚約は冬威にとっても、はじめは自分の意志によるものではなかった。国同士の契約により、あらかじめ決められた婚約。婚約する者たちの思いは、国という大きなもののために踏みつぶされる。

　文句はない。そもそも冬威は正せい妃ひの腹からなる王子ではないし、ちいさなときは違う国に人ひと質じちとして差しだされたりと、火か劉りゆうの過か鉄てつ王おうとその腹心たちには、いいように扱われている。

　いつか──と腹に野心を蓄たくわえて、自分を押さえつける権力者たちを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらうのが、冬威の立ち位置だ。その「いつか」がくるまでは、問題を起こさず、来きたるべき時を待つ。

　それでも婚約が正式に成される前に、相手の顔ぐらいは見ておきたいと思い、単身、真雍に乗りこんだ。

　最初に間違えたのは、その顔を見た瞬間に、雷牙と並び立つ椿姫の楽しげな様子に苛いら立だちを感じて、射いかけなくてもいい矢を射てしまったこと。

　次の過あやまちは、真雍の倉にあるという、自分の亡なき母の面おも影かげを残した天女面をついでだから見て帰ろうと思ったこと。

　さらなる過ちは、その天女面をひと目見た途と端たん、するりと手がのびて拝はい借しやくしてしまったということ。

　おかげで以降、冬威は天女の面を被かぶり、素す性じようを隠して椿姫たちと旅をすることになった。

　──でも、楽しかったな。

　思い返せば、笑える日々だった。誰かと共に旅をするのは久しぶりなのに、すぐに周囲に他人がいることになじんだ。

　なじんだきっかけは、椿姫だ。

　魔物の星せい華かをあやして眠らせ、その隣となりで──椿姫は自身も疲つかれて眠りながら、星華の背中を撫なでていた。まだ少女の椿姫が、懸けん命めいに星華の母として振る舞う姿が、冬威の胸を衝ついた。

　自分はまだ弱いなと、冬威はそのとき、自じ嘲ちようしたのだ。天女面にあるという母の面影を、手放せなかった弱さ。

　星華の傍かたわらに座り、眠るふたりを見ていた。優しい気配。

　冬威は弱い。けれど目の前で眠る椿姫は、強く、けなげで、神聖な生き物に見えた。夜の風かざ音おとがまがまがしい、暗い森の奥で、ちいさな星華を必死に抱いて椿姫は眠る。星華がもとは魔物であっても、椿姫には関係のないことなのだ。守ると決めたから、魔物であっても星華を守り続ける。

『なあに？　やだ。なに見てるの』

　人がいることに気づいた椿姫が目覚め、慌あわてて起き上がる。妙みような恥ずかしさが湧わいて、冬威はなにも言えなくなった。自分らしくもないと思う。

『そうか。そうよね。見張りしててくれたのね。ごめんなさい、私ばかりぐうぐう寝てた。大丈夫。今度は私が見張りをするから、あなたは寝ていて』

　けれどつづいた台詞せりふは予想外のもので──戸と惑まどう冬威を見て、椿姫はぷうと膨ふくれた。

『なによ。私だって見張りできるわよ。頼りないだろうけど、でも私だって……』

　訴うつたえてくる強い光の瞳ひとみ。頼りないと思われても、それでも星華を守る。椿姫の真しん摯しさは、振りほどくには甘すぎた。

　では星華と共に、今こ宵よいは、椿姫に見張られ──守られてみようか。熟じゆく睡すいはできないとしても、甘やかな夢を見られそうだ。冬威は星華の隣に横たわり、目を閉じる。驚いたような声が降ってくる。

『……寝るときも仮面外はずさないの？』

　でもまあいいか、無理に外すのはなんだか卑ひ怯きようよねと、椿姫がひとりごちる声を耳にして、冬威は眠りにつくふりをする。

　熟睡はできなかった。心地ここちいい風が吹いていると思い、仮面の奥で薄目を開けると、椿姫がどこからか持ち出した扇せん子すでそよそよといい風を送ってくれていた。

　口に入る風が甘いと感じた。

　空気に淡あわい味があるのを知ったのは、あの夜だ。

　きっと、ひと目見たときから惹ひかれていた。そして旅を続けるうちに、前向きで努力を惜おしまない椿姫の姿勢に好感を高めていった。

　奇き想そう天てん外がいなことをする。魔物を育てようとしたり、婚約者の王子の顔を見るために人が避さけて通る魔物だらけの森を抜けて旅をしたり。勝ち気で、向こう見ずで、ときどきとても我わが儘ままで──目が離せなかった。

「空は、そうだな。やっぱり高い」

　思いだしているうちに、つい独どく白はくが漏もれた。

　椿姫の扇あおいでくれた風は甘かった。冬威といるときに空が高いと椿姫が言うのは、同じような意味だろうか。

　そうだったら、嬉しい。その人がいることで、はじめて意識した、なにか。

　そして、冬威に空気の甘さを教えた椿姫はというと──いまは冬威の側ではなく、雷牙と並んで馬を走らせている。やっぱり、おもしろくない。

　もともと雷牙という男は、苦手だったのだ。雷牙は初対面のそのときから、射い貫ぬくような目で冬威を睨にらみつけてきた。そのとき冬威は不ふ審しん者しやで、真雍の倉から大事な宝物の仮面を盗んでいたので、あからさまに厭いとわれるのもやむなしと思っていた。

　が、身元の発覚を恐おそれて被っていた仮面を脱ぬぎ捨すて、火劉の第二王子であるという身分を明らかにし、椿姫に求婚して以降──雷牙の目つきはより一いつ層そう、悪くなった。そこに含ふくみを感じないではいられない。

　椿姫の婚約者だからこそ、雷牙は、冬威のことを憎にくんでいるのだ。それがわからないほど鈍どん感かんではない。鈍感なのは──椿姫だけで、そこはさすがに、雷牙に同情もしているが。

　雷牙は、大事な椿姫の婚約者として冬威がふさわしいかどうか、一いつ挙きよ一いち動どうすべてを監かん視しし、いちいち点数をつけて評価している。

　不快に思わないほうが、おかしい。

　いや──それでも椿姫がまったく雷牙のことを顧かえりみないならば、それはそれとして気にも留めずにいられる。けれど椿姫は雷牙に無む心しんの信頼を預けている。それが不ふ愉ゆ快かいなのだ。椿姫が兄のように慕したう、幼おさななじみの男。

　町から村──そして林を抜けて集落へ。

　火劉の国の男たちは大柄で強く、働き者だ。畑はよく耕たがやされ、土は黒く、緑は目に突き刺さるように艶あでやかに萌もえている。女たちは明るく饒じよう舌ぜつで、そしてやはり働き者ばかりだ。道沿いに立つ食べ物屋では、店主がごうごうと燃える火を使い、その妻が賑にぎやかに客たちに対応している。

　道沿いに走り、集落で店を見つけてそこで食事を取り、馬の世話をして泊めてくれる宿屋かもしくは店を頼る旅。

　椿姫にとってはこういう旅もまた珍めずらしいものらしく──きっと火劉人の営いとなみそのものが珍しく、興味深いものなのだろう──なにを見るのでもきらきらと瞳が瞬またたいている。好奇心旺おう盛せい。

　一行は、冬威のなじみの店で足を止めた。

　椿姫が買い、美お味いしい、美味しいと、頰ほお張ばって食べているのは蒸むした肉にく饅まん頭じゆうだ。ほかほかと湯ゆ気げのあがるそれをふたつに割り、はふはふ言いながら食べている。大口を開けて食らいつき、ひと口ごとに「美味しい」と笑う。椿姫が笑うたびにきらきらとした明るいものが周囲に弾はじけるようだ。

　勢いと笑顔につられ、周囲の見知らぬ男たちが、肉饅頭を注文し、同じように頰張っている。

「久しぶりだな、兄ちゃん。いつもはひとりなのに今夜は連れがいる。どうした？」

　この道を通るときはたいていここで夕ゆう餉げを取り、泊まらせてもらう。

　店主は、冬威が火劉の第二王子であることを知らない。国王の顔はさすがにうっすらとは知っているが──その息子の、しかもあまり表には出てこない第二王子の顔だなんて、知るはずもない。

　王や貴族がそれとわかるのは、その出で立ちと、まわりの従者たちの数と騒がしさによる。国民にとっての王なんて、そんなものだと冬威は知っている。

「兄ちゃんは群むれない質たちなのかと思ってたから、不ふ思し議ぎだな。でもみんなわけありって感じだがな。美女三人と、美中年に──ガキに──変な仮面つけた野郎がひとり。正直、兄ちゃんの連れじゃなかったら、あんな仮面の男は店に入れないが」

「すまない」

　雷牙は頑かたくなに仮面を取らない。椿姫が言っても取らないのだから、とにかく取る気はないのだろうと放置している。

　鼻を擦こすりながら、冬威の横に座り、店主が声を潜ひそめて聞いてくる。

「なあ……あのガキは、あの一番若いお嬢ちゃんと、あの金髪の中年野郎とのガキか？　親に反対されて駆かけ落ちでもしてるのを、おまえさんが途中で拾ったとか、そんなとこかい？」

「な……」

　冬威は食べていた具なしの饅頭を噴ふきだしそうになる。

　ガキというのは──星華で、いまは籠かごから降りて店のあちこちを伝つたい歩きしている。その後ろをついてまわっているのがオルガだ。

　星華は、魔物の子。

　日中、籠に入れて運んでいるあいだはおとなしく眠っている。休きゆう憩けいになって籠から出すと目を開けて、よちよちとその辺を歩きだす。人の子だったらこうはいかないだろう。こちらの都つ合ごうをきちんと理解し、都合にあわせて動いてくれている。それでいて見た目は一歳半から二歳程度の幼児の姿で、言葉はまだ話せない。

「違う……。あの男の子どもじゃない」

　ずっと一緒に過ごしているから麻ま痺ひしているが、言われてみれば、この集団は傍はた目めに見たらかなり妙だ。なにを縁えにしの糸にしてたぐりよせられた集団なのかが、さっぱり見えない。

「じゃあ、あれか。あの仮面の男か。なんかあって顔隠してんのか。どっちにしたって駆け落ちだろ？」

「なんでそう思う？」

「だってあのお嬢ちゃん、綺き麗れいじゃないか。綺麗というか──上品なんだ。大口開けて饅頭食ってても、所しよ作さのひとつひとつが、お嬢さんって感じでさ。着てるもんもちょっと外とつ国風のものだし、それに火劉の国のもんじゃないのは、髪と目でわかる。だいたい言葉もやっと片言って感じだし──違う国のお嬢さんってことだろう？」

　なるほど、育ちは隠かくせないということか。一国の姫さまゆえの高貴さ。それに言葉の拙つたなさはどうやっても隠せない。簡単な挨あい拶さつや会話はこなせるようになっていたが、それでも火劉の言葉が不ふ慣なれな感じは拭ぬぐえない。

「よく見りゃ、豪ごう奢しやな布地の服だ。髪飾りもまた豪ごう勢せいだしな。お嬢さんについてるあの、人間離れした双ふた子ごの美女も、従者とかそういうものなんだろう？　そういうお嬢さんが自分にそっくりのガキ連れて、男連れで辺へん鄙ぴなところをこっそり旅してるったら、そりゃあ駆け落ちだろうよ。違うのかい？」

「私があの子の父親だという発想は浮かばないのか？」

「……兄ちゃんがかい？　だったらお嬢さんとガキだけさらって逃げるだろ？　他にいろいろ連れて歩くのは、兄ちゃんの感じじゃねーなー。駆け落ちすんなら惚ほれた女と二人きりだろ。おまえさんは」

　断言され、なんとなく冬威は気落ちする。椿姫の相手として見られなかったことが不満だ。でも店主の感想は正しくもある。椿姫と星華と、乳う母ばの二人巫み女こまでは我が慢まんできるとして──オルガや雷牙まで連れてきたのは、不本意なのだ。冬威の独断でどうにかできるなら、きっとオルガたちは置いてきた。

「だいいち、あれだよ。兄ちゃんは自分より強いとか自分と同等の男と、同じ道を歩けないじゃないか。自分の女との旅だったらさ、あの仮面の男や金髪野郎は連れてないな」

「強い男？」

「この道を、どれだけの男が通ってって、うちの饅頭を食ってると思うね？　俺はこれでも人を見る目があんだぜ。仮面の男も金髪野郎も相当の手て練だれだ。もちろん兄ちゃんも強いけど──強いからこそ、惚れた女の側に自分以外に手練れの野郎を置きゃあしねーだろ」

　すると、背はい後ごで「ふふふ」という含ふくみ笑いが聞こえた。振り向かなくてもわかる。オルガだ。

「どわっ。んだよ、この金髪美形中年。びっくりすんだろうがよ」

　店主は大きな動作で後ろを向き、顎あごにひとさし指を当てながら微笑ほほえんでいるオルガに目を丸くする。

「盗み聞きは──」

　オルガが言いだした台詞を、冬威が、半なかばでもぎ取る。

「盗み聞きは大好物なんだよな。親父さん、こいつは盗み聞きと覗のぞき見が趣味なんだ。気にするな」

「気になるよっ」

　真っ当な反応を見せた店主である。

「そうです。店主、もっとこのオルガを気にかけるのです。美しいだの中年だの強いだのなかなか人を見る目がある御ご仁じんのようだ。たしかにオルガは美しくて中年でそこそこ強いがまだ結婚はしていないし駆け落ちもしないのです。オルガは星華が育ったら求婚しようかと思っているところで、独身です」

　大いばりで述のべ立てる。

　オルガは宰さい相しようだけあってさすがに他国の言葉も流りゆう暢ちようだ。ぽかんとして聞いていた椿姫が、傍らの巫女たちに通訳され、内容を悟さとった途端、

「噓うそ。やめてよ。本気？」

　店中に響ひびき渡る声で宣言したオルガに、慌てて叫さけびをあげる。星華を手元に引き寄せ、奪うばわれまいというように抱きしめた。手塩にかけて育てて愛らしくなってきたのだから──オルガには嫁とつがせたくないのだろう。だってオルガだ。年の差がなどということより、相手がオルガだというただその一点で問題だ。

「本気ですし、ついでに腕うで自じ慢まんのための大会をいまから開かい催さいしますよ。──はい、店主、ここを会場にして、そしてこの卓の上で腕うで相ず撲もうをみんなで行うのです」

「な……んで」

「刀を使って本気の腕自慢をしたら怪け我がするじゃないですか。だから腕相撲。いいでしょう。余よ興きようです。ちょうどお腹なかもいっぱいになったことだし、みんなで余興。ね？」

　周囲を見渡し、にっこりと笑うと、客たちが「余興か」「よし、俺も参加だ」「俺はあっちの金髪に賭かけるぞ」などとてんでに言いだす。

　オルガは冬威の前に座り、卓の上に腕を載のせて、身を乗りだした。相変わらず次の行動を読むことが困こん難なんな無茶ぶりだ。それでも冬威は素す直なおにその無茶に乗った。

　腕を軽く曲まげ、オルガの手を握にぎると──オルガが突然、悲鳴をあげる。

「おおおおおう。痛い。──駄だ目めだ。やる気満々でこてんこてんに赤毛の若わか造ぞうをのしちゃう気でいたのに、腕が、腕が突然、痛くなったああああ」

　触れただけなのに、そんな馬ば鹿かな。臆おく病びよう風かぜに吹かれたなどという場面でもなく──オルガのやることは、冬威にはまったくわからない。苦痛に顔を歪ゆがめて自分の腕を引き寄せ擦さすりながら、オルガは立ち上がり、くるりと後ろを向くとそこで様子を眺ながめていた雷牙にきっぱりと告げる。

「雷牙さん、出番ですよ。オルガの仇あだをその恩で返すがいいのです」

　仇を恩で返すという言い方は間違っているが、もはやそんなことはどうでもよかった。

「俺が？」

　聞き返した雷牙の顔は仮面に隠れ、驚いているのか、あるいは納なつ得とくしているのか不明だ。それでも雷牙は冬威を見て、オルガを見てから、黙ってオルガがそれまで座っていた場所に替わって座る。

「そうしたかったのは──お二人でしょう？」

　オルガの小声が冬威の耳に入る。顔を上げるとオルガが企たくらむような笑いを口元に溜ため、冬威を見返していた。

　見み透すかされている。冬威は雷牙と相まみえたかった。どちらが強いか──どちらが椿姫にとってふさわしいかを身体からだで雷牙に思い知らせたかった。

　卓の上に腕を置くと、雷牙も同じ姿勢になって冬威の手を握りしめた。互いに前に身を乗りだし、もう片方の手で卓を支えて、本気の構えだ。

「おまえのところの宰相は、性格が悪い」

　開始の合図を待ちながら、雷牙にだけ聞こえるようなちいさな声でささやく。

　すぐ目の前に仮面が近づく。くりぬいたふたつの穴から覗く雷牙の黒い眸ひとみは、まっすぐに冬威を見返している。

　雷牙はなにも答えず、握る手に力をこめた。

「オルガは雷牙さんに賭けちゃいますけど、六りつ花かさんと雪せつ花かさんはどうします？」

「では冬威どのに賭けましょうか。同じ人に賭けては勝負にならぬし。椿さまはどうされる？」

　姫と語りかけては素す性じようがばれて、どんな面倒がふりかかるかわからない。人目があるときは「椿」と呼ぶように徹てつ底ていされていた。

　握りしめていた雷牙の手が汗ばみ、腕に力が入ったのが、冬威にも伝わってくる。冬威もまた同様に、椿姫がどちらの勝利に賭けるのか、聞き耳を立てている。

「どっちもよ。どっちも頑がん張ばって～」

　暢のん気きな声。ふと椿姫を見ると、屈くつ託たくのない満面の笑顔で──頰を興こう奮ふんで高こう揚ようさせて雷牙と冬威を交互に眺めている。自分の言葉が二人にどういう影えい響きようをもたらすかなど、まったく関知していないという無む邪じや気きさだ。

「それに、おまえのところの姫は鈍にぶすぎる」

「……それは同意する」

　返答はないかと思ったが──すかさず雷牙の同意が返ってきた。苦々しげな小声から、幼なじみで兄代わりだったという目の前の男が、これまで結構苦労してきたのだろうなと推察されて、わずかばかりだが同情が生まれた。

「それじゃあ、構え──」

　オルガが二人の手を卓の真ん中に合わせ、握った手の上にさらに手を被せて声をかける。

　ハッという気合いのかけ声と共に添そえられていたオルガの手が離れる。

　腕に力をこめる。筋肉が盛もり上がり、こぶを作る。体重を移動させ、相手の腕を卓上に倒すために力を乗せる。こめかみが脈みやく打うつぐらい、力りきんだが──互いの力が拮きつ抗こうし、それぞれの腕が震ふるえるばかりだった。少しでも冬威が有利にと思えば、すぐに雷牙が押し返し──二人は睨みあったまま、まったく動かない。

「すごい。すごいよ。どっちも頑張って。どっちも負けるなー」

　椿姫の声だけが、誰の声よりも特化して耳にこだまする。どちらも勝つなんて、そんなことは不可能。冬威は思わずうめく。

「どっちも負けないなんて……無理なんだ……よっ」

　同じように雷牙が仮面の奥でくぐもった声を出す。

「……まったく、だ。どっちも勝つなんて、できや、しない……」

「くそっ……。いいからとっとと諦あきらめて力を抜けよ。たかが腕相撲だろ」

　雷牙がそっと言えば、

「どんなもんでも負けるのは嫌いなんだよ。ましておまえにだけは負けて、たまるか」

　冬威も小声で言い返す。

「しぶといっ……」

「おまえこそ……」

　小声で罵ののしりあいながら腕に力をこめていたら──もともと収まりの悪かった卓の脚あしが、がたがたと揺ゆれだした。がたついてはいたが、斜ななめになっていたわけではなかったし、食べ物を上に載せるには充分に事足りていた卓である。最初は気にも止めなかったが──。

　大きな音がして、次ついで、腕の下にあった感覚がふっと消しよう滅めつする。

「わっ。壊こわれたっ」

　誰かの声がして、卓の脚が折れたのだとわかる。冬威の腕の下にあった脚が欠かけて、二人の体勢が崩れる。卓が傾かしいでいるというのに、雷牙は手を離さない。当然、冬威も離さない。それでも雷牙は、一瞬、気を抜いた。その瞬間を冬威は見過ごさなかった。

「うおっ。まだ続けてる」

　驚きの声があがる。

　手を握りあったまま身体が斜めになる。咄とつ嗟さに足に力を入れ、滑すべっていく上体を止めると──立ち上がって、腕ごと、雷牙の身体を無理にねじ伏せる。

　斜めになった卓の表面に雷牙の手の甲がつく。

　自然発生的に拍はく手しゆが湧いた。卓を破壊してまでも勝敗を決めようとする姿に、祭り好きな客たちの気持ちが動いたのだろう。

「つーか仮面の兄ちゃんの負けだな」

「いや。これは引き分けだろ。脚が一本折れたから、こっちの兄ちゃんが勝っただけで、そうじゃなきゃ五分五分だった」

　どうしても勝敗を決めたがる客たちをかき分け、椿姫が駆け寄る。

「怪我は？　二人とも怪我はなかった？」

　椿姫は必死の顔で冬威と雷牙の全身を眺め、雷牙は「ああ」と短く応じ、冬威も「怪我はしてない」と答える。

「よかった」

　安あん堵どしたように胸を撫でおろし、微笑む椿姫を見返す冬威の胸中は複雑だ。だってちっともよくないからだ。

　すっきりした勝利でもなく──しかも椿姫は「どっちも頑張れ」で──。

　思わず雷牙のほうを見る。泣いた鬼の仮面がしゃくに障さわる。自分が仮面をつけて旅をしていたとき、雷牙も同様に、まったく表情が見えない相手に苛立ったのだろうかと思いを馳はせる。

　大人げないなと自嘲する。らしくない。

　仕方なく冬威は、折れた脚を拾い、斜めになった卓を持ち上げて立てかける。雷牙と椿姫も落ちた木ぎれの破片を拾いはじめた。

「店主……すまない。弁べん償しようを──」

「ああ？　いいってことよ。どっちにしろその卓はそろそろ替えどきだったし。長年のつきあいで、おまえさんに賭けさせてもらったら──ほらよ」

　ほくほくした顔で、客たちからぶんどった賭け金を差しだして見せた。

　引き分けということにはならなかったらしい。

「きたねーな。あれで勝ったってのはなんか納得いかねーぞ」

　負けた客がぼそぼそと文句を垂たれる。

「こちとら、こぎれいな勝負で生き抜いてける身分じゃねーだろうがよ。文句言わねーの。最後の最後まで、貪どん欲よくに勝ってくことにこだわった、こっちの兄ちゃんが勝ちに決まってらあ。俺らお貴族さまじゃねーんだからよ。綺麗に勝ちたいなんて思ってらんねーだろ？」

「けっ、違いねえや」

　鼻を擦こすり上げて男が応じる。

　ああ、そうかと思う。

　雷牙の黒い髪と、真雍の警備隊の制服とは──この店の客たちにとっては、異色であった。椿姫や二人巫女や、オルガもそうだ。初しよ見けんで伝わる育ちのよさと、金のかかっていそうな衣装や刀。

　冬威の旅装束は、戦いやすいことと丈夫なことだけを優先した簡かん素そなものだ。ぼろぼろになったものを繕つくろって補正して着続けている。人は見た目にだまされる。力だけを売りとして、諸国をさすらい、金持ちに雇やとわれて歩いている武人だと──周囲は冬威をそう見た。

　店主と一部の客たちにとって、冬威のほうが、より自分たちに近しいから味方をしたかっただけなのだ。

　雷牙がかすかに舌打ちをする。冬威が王子の身分を隠し、民たみをだましていることに対する批ひ判はんだろうか。それとも、武人として不服に感じたか。

　もう一度、きちんと戦いたいと思う冬威であった。







　緊張をはらんだまま旅がつづく。

　とはいえ全員が緊きん迫ぱく感かんを保たもっているわけではなく、冬威と雷牙が互いにピリピリしているだけだ。オルガは常時、愉快そうにへらへらしているし──六花と雪花は常時、優ゆう雅がだ。そして椿姫と星華は無邪気に楽しげに過ごしている。

　石いし畳だたみが敷しかれ、瓦ガ斯ス灯とうの立つ城下町の道筋は途中で終わり、整備されてはいるが土と砂じや利りが混じった路面へと変化する。道の切れ目がひとつの区切りだ。同じ国のなかだから関せき所しよはないが、道路の質が変わると同時に少しずつ周囲の景観も変化していく。

「旅ってこんなに楽なものだったのね」

　三日めの夜──村の長おさの厩うまやに馬をつながせてもらい、納な屋やを借りて泊まることになった。

「魔物の出る森を抜けるのに比べたら、道もあるし、要所要所に食べ物屋や旅籠はたご──それがなくても、金を渡せば面倒を見てくれる村人がいるからな」

「そう。それに、今回は誰も私に殴なぐりかかってこないし」

　前回の旅は、決闘に備えて椿姫を鍛きたえねばならないと、椿姫が隙すきを見せるたびに誰か彼かが木刀で殴りかかるという、ある種、特異な旅でもあった。

　しかし今回は、どこに人目があるかわからないので、誤解されるようなそんな行為もなく、椿姫にとっては極ごく楽らくな旅のようである。

　食事を終え、星華を眠らせるために椿姫が添い寝をし、そっとその背中を叩いている。あやす手つきは堂に入いったものだ。十六歳にして魔物の子持ち。普通だったらもっとおろおろとしていそうなものだが、すべての困難を、椿姫はその前向きな一いち途ずさでなぎはらっていく。

　無茶だと思う部分もあるが、強気で無む鉄てつ砲ぽうな部分も含めて、冬威は椿姫が好ましい。

　高い位置にある明かりとりの窓から、夜や気きがひっそりと忍び寄る。敷き詰めた干し草のいい匂においがする。星華の細く柔やわらかい髪を撫でる、椿姫の白い指。星華はうっすらと口を開き、ころりと寝返りを打つ。

　微笑んでそれを眺める椿姫の黒い髪はわずかに湿しめっている。

　この村には温泉が湧いている。村人や旅人たち、山の獣けものがその湯を浴あびる。

　椿姫の一行も、湯を借りて、髪と身体を洗ったのだ。

　そして納屋を借りてみんなで泊まることになる。先刻まで、はしゃぐ星華をあやし、さらに騒そう々ぞうしくなるオルガという状態で、やたら賑やかだったが、星華が疲れて寝ると、オルガも寝ることにしたらしい。雷牙や巫女たちは基本的にいつも静かだ。

「椿姫は殴りかかってもらったほうがいいんじゃないか？」

「そうね。もうちょっと鍛たん錬れんしなくちゃと思うのよ。暇を見つけて自分なりに稽けい古こはしてるけど、まだまだだなあって」

「どこを目指してるんだ？」

　真顔の椿姫に少し呆あきれる。姫君でありながら強くなりたいという、その欲望がどこから生まれ、どこに向かうのかが冬威には謎なぞだ。姫君とはもっとおとなしく、優しく、たおやかで──美しくさえあればいいものではなかったのだろうか。

「まあ……そういうところが好きなんだが」

　なんとなく冬威がつけ加えた台詞を聞いた途端、椿姫の頰が朱色に染まる。きめの細こまかな白い肌はだがほんのりと火ほ照てるさまは、花のつぼみが咲くさまに似て、大層、可か憐れんで愛いとおしい。

　椿姫は無言でうつむき、すっかり寝ついてしまった星華の背中をやたらポンポンと叩きはじめる。その照れは──わかりやすくて、愛らしい。愛らしすぎて、とても近く、すぐ目の前にいるのに──触れがたいもののように思えるほどだ。

　星華を挟んで、椿姫と向き合う形に身体を横たえる。片かた肘ひじをついて頭をもたせかけ、椿姫と星華を眺めた。

　後ろのほうで雷牙が身じろぎする気配がした。いつでも、どこにいても、椿姫のことを気にかけている腹心の部下──幼なじみで、兄貴代わりの男の視線が冬威の背中に貼はりついてくるようだ。

「明日の昼には目指している村に着く。そうしたらそこで好きなだけ鍛錬すればいいさ。なんなら私も手伝ってやろう。おまえと打ち合ったのはまだ一度きりだし……」

「しかも私が負けたし？　次は負けないわよ」

　勝ち気に言い返してくる椿姫に、自然と笑みが零こぼれてくる。まさか。ついこのあいだ勝敗を決した相手に、冬威が負けるはずがない。

　それでも椿姫は「次は負けない」と宣言するのだ。そして何度でも何度でも挑いどんでくるに違いない。

「結婚を申しこんだら、決闘の申しこみで返されたなんて、本気で笑える話だ。もし私が椿姫に負けていたら、こうやってまた一緒に旅をすることもなかったんだと思うと──不思議なもんだな」

　今度は椿姫は言い返してこなかった。

「おまえより強い男でよかった。おかげでこんなふうに間近でその可愛い顔を眺められる。役得だ」

「そ……そういうことを平気で言うからっ」

「……から？」

「真ま面じ目めな顔して、言うからっ……」

「だから？」

　笑いながら答えると、椿姫の顔がどんどん真っ赤になっていく。漆しつ黒こくの闇やみ色いろのなかに星を灯ともしたような瞳が、冬威を見返し──瞬まばたきをくり返してから、そっぽを向いた。

「もういいっ。寝る」

　とうとう椿姫は星華から手を離し、冬威にも背中を向けてしまった。我が身を抱くようにきゅっと縮ちぢこまるちいさな背中に、冬威は忍んだ笑いを漏らした。
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　冬とう威いが呪じゆ術じゆつ師しのことをやけに楽しげに語るので、まだ会ったこともないうちから、椿つばき姫ひめは勝手に親しみを感じていた。

　阿あ蝎かつという名を持つ呪術師は、とにかく性格が悪くて、我わが儘ままなのだそうだ。それでいてその人柄の悪さについて語るとき、冬威の頰ほおに素直な笑顔が浮かぶ。表情が、阿蝎への信頼を示している。

「年寄りだ──うん、年寄りだな。私がちいさなときにはとっくに年寄りだったし、大きくなってもやっぱり年寄りだ。誰が相手でもまったく態度を変えない、とても偏へん屈くつで頑がん固こな爺じいさんだ。でも呪術の腕うで前まえは確かで、あちこちの村から、その偏屈な爺さんのもとに弟で子し入り志願者がやって来て、とうとう村そん落らくができあがった」

「その阿蝎さんに習いたい人だけで村ができあがったっていうこと？」

「そうだ。だからその村は、村人が全員、呪術師の卵か、もしくは呪術師なんだ。なにも知らないでうっかり村に迷まよいこんだ人は、仰ぎよう天てんして逃げ出すことも多いらしい」

「仰天して？　驚かせるようなことを村人がするっていうこと？」

　もう今日の昼には村に着くという日──椿姫は朝からずっとこれから会う呪術師と、その村の話を興味深く聞いていた。

「わざとしてみせてるわけじゃない。それでも毎日、呪術の勉強をしたり、薬を作ったりしていると──その様子だけでまがまがしく見えたりするから、呪術をよく知らない人たちにとっては魔界に紛まぎれこんだ気分になるようだ。とうとう、間違って人が入ってこないようにと、ちいさいながらも砦とりでを作った。ところが今度はその砦が人目を引くことになって、好奇心旺おう盛せいな旅人や、商売熱心な商人たちが、砦を目指して訪ねるようになった」

「冬威さんはどうしてその呪術師とお知り合いになったのです？」

　好奇心に関しては、オルガも椿姫に負けていない。オルガと椿姫は交互に呪術師について尋たずねる。少しだけ距離を置いた位置にいる雷らい牙がが、わざとらしいため息をつく。冬威と親しく話をするオルガに、どうにも不快を覚えているようだ。

　本当なら、雷牙と冬威にもっと仲良くなってほしい椿姫である。

　冬威はまだ雷牙たちを信用していないのだというのは本当だろうか。

　途中の食べ物屋の店先で、腕うで相ず撲もうをしたときに──これがきっかけで冬威と雷牙の仲が深まってくれればと希望を持った。どちらが強いかがはっきりしたり、もしくはどちらも同等の力があるのだと互いに認めあえば、互いに歩み寄るのではと思ったのだ。

　なのに二人の勝負はなかなかつかずに卓の脚あしが折おれ──半はん端ぱな形で冬威が勝った。

　半端すぎて、雷牙はいまだに納得していないらしい。かえって冬威とのあいだに前よりとげとげしい空気が流れているぐらいだ。

「泰たいに行く前にしばらくあの村で暮らした。どうして村に行くことになったのかは、当時はまだ本当に幼おさなくて、自分でもよくわからない。星せい華かぐらいだったときから──七歳か、八歳ぐらいまでか？」

　冬威は──母親が正室ではなかった。

　身分違いの側室の腹から生まれた第二王子は、貴族社会のなかで虐しいたげられたり、利用されたりと、苦労して育ったらしい。隣国の泰との同盟を結ぶために、九歳のときに人ひと質じちとして預けられた過去を持つ。

　真しん雍ようの国で、博はく雅が王おうのただひとりの姫君として大事にされてきた椿姫には想像もできないような過去が、冬威のなかには詰まっている。

　城のなかに囲いこまれて暮らしていた当時、椿姫は、自分の不自由さを恨うらんでいた。恵まれていることを自覚せず、得られる恩恵をありがたく感じる心もなく、過去の自分はなんて我が儘で愚おろかだったのだろう。

　そういう自身の愚ぐ鈍どんさと怠たい慢まんを教えてくれたのは──冬威の存在だった。

　冬威と出会い、旅をして以来、椿姫は自分の足で大地に立つことの尊とうとさを知った。自身が無力なことと、努力不足なことも知った。それは冬威だけではなく、巫み女こたちや雷牙、オルガや星華にも教えられたことだ。

「星華はまだ生まれて数ヶ月ですが」

　オルガが冷静に突っこんでいる。

「ああ、そうか。そうだな、魔物の子の年はわからない。見た目だけならもう二歳ぐらいには見えるのに。──あの村には私の幼おさななじみもいるのだ。二歳から八歳ぐらいまでのあいだ一緒に過ごした、幼なじみというか……妹のような。たぶん雷牙どのと椿姫のような関係になるのだろうが」

「私と雷牙みたいな？」

「その子も事情があって村に出された子で──だから、年齢もよくわからない。もともと捨てられた子で、飢き饉きんのときに食い扶ぶ持ち減らしのため、生まれた村から呪術師見習いにしてくれと押しつけて寄よ越こされたのさ。大人になってから村に来るのは、自分から呪術師になろうと思いたった人間だが、幼いときにその村に来るのは、なんらかの事情があって自分の生まれた場所から押しのけられた連中ばかりだった。でも……そう、だからなのかな。私は妹のようにして可か愛わいがっていたよ」

　さらりと言われた台詞せりふのなかの、冬威の過去の光景が椿姫の胸を痛める。

　幼いときにその村に行くのは、自分の生まれた場所から押しのけられた子どもたちばかり。冬威もかつてはそうだったのだ。椿姫は幼い頃に母を亡くしたけれど、父王には愛されて育った。ちいさかったときの冬威の孤こ独どくを思うと、泣きそうになる。

　それでも冬威はここで同情などされたくないだろうからと、椿姫は、笑顔を作り相づちを打つ。

「そうなの。きっと、いい子なんでしょうね」

「ああ。椿姫のようにお転てん婆ばだった。泰に行っているあいだは手紙を書いたし、火劉に戻ってからも、毎年、一度は顔を見に行くことにしている。そうしないとシュリは怒るのだ」

「シュリ？」

「赤の朱しゆに、里さとという字だ」

　朱しゆ里りと書くのだと、字を教えながら冬威が微笑ほほえむ。なにかを思いだしたかのような笑い。

「とても見事な赤い巻き毛で、燃えさかる炎を背負っているようなんだ。怒ると本気で地じ団だん駄だを踏ふむ。口より先に手や足が飛んでくるので、怒らせたと気づいたときにはすぐに防ぼう御ぎよの姿勢を取らないと、みんな酷ひどい目に遭あわせられる。とんだ火の玉だ。──それでも可愛いから不ふ思し議ぎなものだ」

「そんなに可愛いの？」

　あまりにも楽しそうに語るので、思わず聞き返していた。すると冬威は首を傾かしげ、応じる。

「もちろん椿姫のほうがずっと可愛い」

「ば……。そんなこと……聞いてない」

　瞬時に頰が熱くなる。冬威は人前でも平気でそういうことを言う。椿姫はいちいち恥ずかしくなり、くちごもってしまう。

　冬威は狼狽うろたえた椿姫を眺ながめて、満足したように笑みを深める。どうやら冬威は椿姫をからかうのが好きらしい。

「可愛らしさの程度を聞かれたので、答えただけだ。朱里はとても可愛いが、いまの私にとっては椿姫ほど愛らしさを感じない。まあせいぜいが……星華ぐらいかな」

「そんなに可愛いのですか!?」

　オルガが声を張りあげる。

「オルガどのが星華を愛めでるほどかは……ちょっと答えられないが。それは朱里に会ってからオルガどのが判断してくださればよろしいかと」

　冬威はうまく受け流した。

「それより、そうだ、星華。──そろそろこっちに来るか？　椿姫がずっと背負っているのは重いだろう」

　ゆっくりと歩かせている馬を止め、冬威が、椿姫の背中の籠かごに入っている星華へと手を差しのべる。

「ん、がー」

　魔物なので成長の速度が人とは違うが、とにかく見た目は椿姫にそっくりになってきて、愛らしい。最近は喃なん語ごを話す。なにを言っているのかわからないが、呪術めいた言葉をひとりで話していることがある。

「駄だ目めです。オルガが！　オルガが！」

　星華を溺でき愛あいしているオルガが鼻息を荒くし、競きそうように星華へと手をのばす。

「んんん、がー」

「……気のせいか。いや、気のせいじゃない。オルガ、星華に名前を呼ばれているような気がするのですが」

　オルガがそう言いだした。

「んん、がー」

　──オルガ？

　言われてみると、オルガと言っているようにも聞こえる。しかし、それは肯こう定ていしたくない。椿姫は頭をひねり、後ろの星華を確認する。むちむちの手がぱたぱたと動いているのが、目の端に引っかかる。

　思わずという感じで、椿姫と冬威は顔を見合わせる。そして、ほとんど同時に「違う」と答えた。

「なんでですかー。ひどいですよ。六りつ花かさん、雪せつ花かさん、さっきから星華はオルガの名前を呼んでますよね？　そう聞こえますよね？」

「いや。残念ながらそれは雷牙どのを呼ぶ声じゃ」

　二人巫女の即答。

「なななななんで、雷牙さん？　が、しか合ってないじゃないですか」

「オルガさまも、ガしか合ってないのは同じですがのう。魔物は魔物ですから、栄養として受け取る気の美う味まい者を慕うはず。オルガさまはほれ、なにせ気が不ま味ずい。美お味いしい食べ物をくれる者を慕うのは、生き物の習性。オルガさまはいつも、オルガのこの黒く淀よどんだ気を食べて大きくおなりと星華の口に指を差し入れては、ぺっと吐きだされていらっしゃる。嫌われるに決まっている」

「星華は、オルガさまの気より、椿姫か雷牙どのの気が好きなようですよ」

「なぜ……魔物は負ふの感情を持つ気を食らって生きるというのに……オルガこんなに心が真っ黒で負に満ち満ちているのに、どうして不味いなんて言われてしまうのですかー？」

　狂乱のオルガを見捨て、椿姫はとっとと馬を進めた。







　ちいさな砦があり──その向こうに村がある。砦の上には、見張りのために村人が立っている。閉ざされた門の前で馬を降り、冬威が声を張りあげる。

「久しぶりだな。冬威が来たと、阿蝎のクソジジイに伝えてくれ」

　そんな挨あい拶さつがあるものかという、失礼な内容だ。それでも村人は大きく手を振り返し、

「おお、冬威、よく来たな。いま門を開けるから待ってろよ」

　と、これもまた大きな声で返事を寄越す。

　大きな音がして開門され、冬威を先頭にして一同は砦を抜けた。

　砦のある村はここまでの旅で、はじめてだ。間違って村に入りこむ人がでないように作られたと聞いていたせいなのか──妙みようにいかめしく、閉へい鎖さ的てきなものに見える。

　少し進んでから、冬威に倣ならってみな馬を降りた。全員が村に入ったのを確かめるように、背後の門がゆっくりと閉まる。

「……ふむ。空気の濃こい村じゃのう」

　雪花が口元を手で覆おおい、六花と顔を見合わせている。

「そう？　普通な気がするけど」

「呪まじないの色の濃い村と言い換えればいいのかのう。椿姫さまたちにはわからないことなれど、たしかにここは呪術の力に満ちている。四方八方から細い糸がこちらに向かって放射されているような、なんとも……」

　六花もちいさな咳せき払ばらいをしてから、そう告げる。呪術師の集つどう村なのだから、巫女たちが感じている気配は真実なのだろう。強い呪まじないの力に満ちた空間で過ごすことは苦痛なのかと心配になって、椿姫はそっと尋たずねる。

「不快なの？」

「いや。愉ゆ快かい」

　即答である。一いつ時ときでも心配して損をした。

「星華、星華。さあその籠から降りてオルガと手をつなぎましょう」

　オルガがにじり寄り、虎こ視し眈たん々たんと星華を狙ねらっている。そこに危ない意志はないだろうと信じているが、なんとなく椿姫は籠を背中から下ろせず、じりじりと後ずさった。

「椿姫さま～、なぜオルガから逃げるのです～」

「な、なんとなく……かな」

　いつものようにどうしようもないやり取りをしていると──周囲に村人たちが集まってきた。

　もう少ししゃんとしなくてはと背筋をのばし、星華を籠から出すと、直じかに抱きかかえる。

　星華がぱちりと目を開けて、指をしゃぶりながら、にぱーっと笑う。ちいさな鼻の上に小粒の汗が滲にじんでいる。椿姫は着物の袂たもとでそっと汗を拭ぬぐってやる。くすぐったそうに星華が頭をすくめ、声をたてて笑う。

　冬威に話しかけていた村人も、それ以外の村人たちも、星華の笑い声に顔をゆるめた。可愛い幼子の笑顔は、穏おだやかで優しい気持ちを運んでくる。

　星華の笑い声に笑顔を返す村人たちを見て、椿姫はまだなにも言葉をかわしていない彼らに好感を持った。

　ちいさな者の笑顔を大事にできる人は、きっとみんないい人に違いない。

　すると──。

「冬威さま！」

　遠くから駆け寄ってきた少女が、冬威の名を呼んで──抱きついた。
















　見ていた椿姫の心しん臓ぞうが、一拍置いて、飛んだ。爪の伸びたちいさな手で心臓を鷲わしづかみにされたかのように、じりっと胸が痛む。

　ちいさな顔と、それを縁ふち取どる長い巻き毛。火か劉りゆうの国の人の特とく徴ちようである赤い髪。ふたつに分けて束ねている、くるくると巻いた長い髪が、少女が身動きするたびに踊おどるように跳はね回る。

　少女は冬威の背中に手を回し、しがみついている。冬威の身体に隠れるようにして椿姫を値踏みするかのごとく睨にらみつけた。上から下までじろじろと眺ながめてから星華に視線を合わせると、高こう慢まんそうにつんと視線をそらす。

　切れ長の二ふた重えの目。とおった鼻筋。赤い色の載のった口角の上がった唇くちびる。いずれ美女になることが確約されている、整った顔。

　冬威は少女をはねのけるでもなく、抱きつかれるにまかせている。そのことに腹が立つ椿姫である。

　それでも冬威はさすがに抱き返すことはせず、少女の頭を軽く撫なで、あやすようにして少女の腕からすり抜けた。

「しばらく見ないあいだに大きくなったな。朱里」

　ということは──この少女が朱里なのか。冬威が妹のように可愛がっているという少女。

　妹だというから、もっと幼い感じの子なのだろうと想像していた。怒ると可愛いとか、地団駄を踏むとかいう説明からは、目の前の朱里の姿は遠い。朱里は、自分の愛らしさを自覚している艶あでやかな少女だ。

「そうですか？　朱里を見るたびに冬威さまはそう言うけど、できれば大きくなったことに気づかないぐらいに、もっと頻ひん繁ぱんに顔を見せてくださるといいのに。朱里は冬威さまの顔が見られないと、とても寂さびしいの」

　すねた口く調ちようで朱里が言う。

「そうか。ならばもう少し村に足を運んでこよう。──朱里、紹介しよう。こちらは真雍の一の姫である、椿姫だ。腕の赤子が星華。そして椿姫の乳う母ばである雪花と六花。それから真雍の宰さい相しようであるオルガと、姫の警護をしている雷牙。……雷牙は理わ由けあって仮面をつけているが、怪あやしい者ではない。──みんな、これが私の妹、朱里だ」

　くるりと振り返り、朱里と椿姫たちを引き合わせる冬威だ。身分は隠かくそうと言っていたのに、ここではすべてがさらけだされた。それだけ隠かくれ里ざとのみんなを信頼しているということだろうけれど……。

　いつもどことなく尖とがったところの感じられる冬威が、ひどく柔にゆう和わな表情を浮かべているのが椿姫の気に障さわる。

「はじめまして、椿姫さま。呪術師の村、隠れ砦の翁おきな、阿あ蝎かつの内弟子朱里でございます」

　告げて、朱里は両手のひらを上にして前に差しだし、うつむいた。腰を屈かがめて、ずりずりとすり足で歩いて椿姫の足が確認できる位置まで近づき、右に三度、左に三度、その場で回転し、頭こうべを垂たれたまま椿姫の言葉を待つ。

　驚いた。それは真雍の礼儀だ。目上の者──特に王の目を直視してはならず、武器を持っていないことを示すように空からの手のひらを突き出して近づき、身体からだのどこにも武器を隠していないことを示すために左右に回転してみせる。

　火劉国の、しかもこんな辺境で、真雍の貴族たちのあいだでかわされる挨拶を受けるとは思いもよらず、椿姫は息を飲む。しかも朱里は、真雍の言葉で語りかけてきた。

「ありがとう。私は真雍国、一の姫、椿姫と申します。朱里さま、お顔を上げてください」

　少し考えてから、火劉の国の言葉で返す。たどたどしさはわかっているし、こみいった話になると理解できなくなるが、火劉の村で火劉の人に対するときは、火劉の言葉で返すべきだと判断したのだ。

　朱里は顔を上げ、椿姫を見返す。

　朱里と椿姫の背丈は似たようなもの──ほんのわずかだが、朱里のほうが低いかもしれない。

　綺き麗れいな茶色の目は勝ち気に瞬またたき、椿姫を真まっ向こうから凝ぎよう視ししている。

「朱里は真雍の言葉も流りゆう暢ちようだ。朱里だけじゃなく、この隠れ砦の村に住む連中は、真雍の言葉も泰の言葉も堪たん能のうだ。真雍の言葉で話すといい」

　冬威の説明を、心ここにあらずな状態で聞き、うなずいた。

　朱里は、本当に可愛らしい。誰もが認めるような愛らしさだ。妹のように可愛いとか、椿姫ほど可愛くないなんて言葉が、空むなしくなるくらいの存在感。椿姫は、はじめて、容姿の美しさで心を打ちのめされた。

　六花と雪花は麗うるわしいが──彼女たちはそもそも人ではない。この世のものではないから、この世のものと思えないほど美しくて当然なのだ。

　オルガも美しいが、しかしオルガは男だ。中性的な美び貌ぼうであっても、男らしさも兼ね備えていて、しかも奇き天て烈れつな性格が先に立つので見た目だけが気にならなくなる域にある。

　冬威も華はなやかな容姿だが、それは野生の虎の猛たけ々だけしく凶悪な強さに胸をときめかすような類たぐいのものだ。

　けれど朱里はパッと見ただけで引き寄せられるように美しく、女性らしい可愛らしさを持っている。火のような魅み力りよく。たき火の炎はそのときどきで形を変え、いつまで見ていても飽きない。それと似に通かよった、勢いのある弾はじけた美しさが朱里にはある。

「真雍の挨拶を、真雍の言葉でされるなんて思ってなかったわ」

　独どく白はくめいた感想を漏もらすと、朱里はつんと顎を上げて言う。

「当然よ。私は冬威さまにいつかいろんな国に連れていってもらうために、ちいさな頃からあらゆることを学んできたの。……冬威さま、いつ、私を連れていってくれるの？」

　あとの台詞は冬威へ向けたものだ。その腕を取り、軽く引きながらの上うわ目め遣づかい。

「そのうちな」

「そのうちって、いつ？　ちゃんと約束して」

　冬威に対しての蕩とろけるような甘い笑顔は、椿姫に見せる顔とはまったくの別物だった。

　あからさまな対応に、椿姫は無言になる。なにより冬威が、されるがままになっているところに、心臓をもみくちゃにされたような嫌な気持ちになる。

「朱里！　冬威をあまり困らせるな」

　破われ鐘がねのような、威い勢せいのいいだみ声が聞こえ──そちらに視線を向ける。声の主は老人だ。長くのびた髭ひげとまっすぐな髪はそれぞれに白く、しわに埋うもれた目がつぶらに光っている。杖つえをついてはいるが、歩き方はかくしゃくとしたものだ。

「阿蝎さま。こちらから伺うかがうところでしたのに。わざわざ足をお運びいただき……」

　冬威がハッとしたようにそう言い、老人のもとへと近づく。クソジジイだなどとさんざんな言い方をしていたが、やはり冬威は、阿蝎のことを尊敬しているようだ。

「なんの。おもしろい気配が漂ただよってきたので、鼻を利きかせて出向いただけじゃ」

　阿蝎が周囲を見渡した。風がさらりと頰を過ぎるように、阿蝎の視線が椿姫の上を滑すべっていく。阿蝎の視線はどういうわけか心地ここちよかった。自然物のような、不可思議な佇たたずまいの老人である。

「その子は？」

　阿蝎の目が星華に留まる。

「魔物の子だ。もとは水すい妖ようで魚のような顔をしていた。孔く雀じやく湖このほとりで椿姫が拾い、育てている」

「なんと……」

　阿蝎の目がきらりと瞬またたく。わらわらと集まっていた隠里の人びとも、それぞれに驚きの声をあげ、星華をあらためて見直している。

「冬威さま。それは……」

　星華の素す性じようについては隠していたほうがいいのではと、椿姫は冬威の側に近づき、小声で名を呼んだ。冬威は椿姫に目め配くばせを返し、大丈夫だというように軽くうなずく。

「して、そのお二人は？」

　次に阿蝎が目を留めたのは二人巫女の六花と雪花だ。

「椿姫さまに憑ついておる笑い女と泣き女じゃ。いまは六花と雪花という名前を博雅王から賜たまわっておる」

　冬威が説明するより先に、六花と雪花が自みずから名乗る。

「なるほど。真雍の国の貴族の子には笑い女と泣き女と呼ばれる乳母がつく。何事かを成すべき運命を持って生まれた子どものもとには、天てん道どう山ざんから天人が下り、その子に侍はべるという故事にのっとったしきたりじゃったな。笑い女は吉事を微笑みとともに宣告し、泣き女は凶事を慟どう哭こくして告げる。ただしそれぞれの乳母たちには、名前はつけぬものと聞いておるが？」

「それでも博雅王は我らに名をつけた」

　応じた雪花に、阿蝎がうなずく。

「つまりお主らは本物の天人で、博雅王は天人に名前を授さずけることで、この世の理ことわりに荷か担たんする枷かせをお主らにかけたのだろうな。儂わしもその名を呼んでもよかろうか？　天人の知り合いはいままでおらなんだ。どう扱あつかえばいいのか儂にはわからん」

　六花と雪花を初見で本物の天人だと見破るものは、いままでほとんどいなかった。

　変わり者の美人の乳母というだけで、まさか天人が人の世に紛れているだなんて──そんなのは伝説だけと考えるのが普通だ。なのに阿蝎は、二人巫女が天人であることをすんなりと受け入れる。

　とても力があるのか──あるいはとても愚か、もしくは素直なのか。どちらだ？

「ふむ。好きにしてくれてかまいませんがのう」

「椿姫さまをはじめ、たいがい、我らが天人だからといって特別どうこうしてくるような人はいままでおりませなんだ。椿姫のまわりは人がいいのか馬ば鹿かなのか、我らの力を自分のいいように取りこもうという類たぐいの野心を持つ者もおらず……」

「強しいていえば冬威どのが一番、その野心が強いが。いままさに新たな野心盛さかんな男が我らの目の前に立ち、我らに名前を呼びかけていいかと許可を取っているが、どうしますかのう」

「どうでもいいんじゃないかのう。椿姫さまの予言とその運命を見み届とどける以外、我らの使命はなにもない。ここに椿姫さまが訪おとずれたのも運命ならば、我らもその運命にからめ取られてみるのも楽しかろう」

「そうじゃな。阿蝎どの、好きにしてくだされ」

　六花と雪花がいつものように顔を見合わせ、心に浮かんだことをそのまま口から押しだしている。天人には裏表がない。表しかないというわけでもなく、むしろ「この人たちには裏しかないのか」という底意地の悪さを発揮する二人である。

　つまり──阿蝎は野心家らしい。見た目の人のよさげな枯れた年寄りぶりからは想像もできないので、あとで巫女たちに詳細を聞こう。

　いいように言われているが、阿蝎は顔色を一いつ切さい変えない。変わったとしても、しわに隠れて、読み取れないのかもしれない。

　次に阿蝎が目を向けたのは、椿姫の指だ。

「その指は？」

　左手の指の爪が、ひとつだけ、黒く染そまっている。その部分から魔物の子の星華が、椿姫の「気」という養分を吸い取っているのだと巫女たちが教えてくれた。負の感情を喰くらって育つ魔物ゆえ、黒い気持ちが、ひとつの爪を伝って外へ抜け出ているのだと。変色した爪の色は、ずっと黒いまま固定され、元の色に戻らない。

「それは星華を育てるための、いわば母乳の出所のようなもの。そこから星華が栄養を摂せつ取しゆしているので、それで黒く染まったのだそうですが、そんなわけでそこをあまり凝ぎよう視しするとうら若い乙女おとめの椿姫が少し照れるかもしれないので、阿蝎さん、見ないほうがいいと思います」

　答えたのはオルガである。

「あなたは？」

　当然、阿蝎はオルガを見て問いかけ、オルガは胸を張って「それは秘密です」と答えた。

「秘密なのか」

「オルガも阿蝎どのにあれこれといろんなことを言われたり、裏を探さぐられたり、思ってもみない真実をほじくり返されたり、見られたくないところを見られてさらされて羞しゆう恥ちに震ふるえて身もだえたりしたいので、さあ早く阿蝎どの、オルガの素性を当てるのですよ」

「……つまりあなたの名はオルガというのですね」

「当たった！」

　オルガは目を見開き、両手で頰を挟はさんでそう言うと、くねくねと身体を揺ゆらした。

「そうか。それはよかった」

　うんうんと阿蝎がうなずき、うんうんとオルガもうなずいている。なんとなくこの二人は気が合いそうだ。

「で……あの仮面の男は……。見た目だけは一番怪しいが、彼が一番、まともな空気を発しているな。あの黒い髪は、真雍の出身じゃろうな」

　最後に問われた雷牙が仮面をつけたまま、静かに顔を伏せる。

「真雍の四し境きよう警備隊の兵、雷牙と申します。椿姫さまの護ご衛えいとして此こ度たびの旅に加わりました」

　指摘どおり、雷牙が一番、真っ当だ。

「儂は阿蝎と申します。この隠里の村の、長おさのようなものをしております。この村は呪術の村なので、これという特定の名をつけず、ただ隠里と呼ばれるようになりましたが──実際はどこからも隠れてはおりませんし、平へい凡ぼんな村です。これといって珍めずらしいものもございませんが、どうぞごゆるりとお過ごしくださいますように」

　対する阿蝎の挨拶もきわめてまともなものになる。

「さて……場所を変えましょう。まあ儂の家へ、どうぞ。馬たちは厩うまやに。飼かい葉ばとたっぷりの水とを用意して休ませるようにしましょう。──連れていってやってくれ」

　阿蝎の指さし図ずに、村人たちが動きはじめる。星華に笑いかけてから動く人。椿姫に軽く頭を下げて馬を連れていく人。みんな感じのよさそうな人たちだ。

　なにも知らないまま村に紛れこむと逃げ帰ることになるだなんて、そんな怖い村にはとても見えない。冬威は椿姫にほら話を語ったに違いない。

「馬が気になりますので、俺は厩に行きます。自分の馬は自分で面倒を見るようにしているので──悪く取らないでいただきたいのですが……」

　雷牙が阿蝎に申し出た。

「警備隊の兵ならば、さもありなん。よい心がけじゃ」

　阿蝎が鷹おう揚ように応じ、雷牙は、馬の手た綱づなを引いて村人たちと向き合う。

「馬の様子を見たら、その後は我が家やにいらっしゃるといい。ありものしかござらぬが、酒と肉を用意しましょう」

　阿蝎は雷牙にそう声をかけ、それから背を向け、歩きだす。冬威をはじめみんながその後ろをついて歩く。朱里は冬威の腕にぶら下がるようにして並び歩く。

　星華を抱かかえてそのすぐ後ろを歩く椿姫の心中は複雑だ。朱里を退しりぞけない冬威に対して、もやもやとした嫌な気持ちがこみ上げてくる。

　西日が雲を切り裂さいて光を地面に落とす。

　足あし下もとに溜たまる影を見つめ、椿姫は空むなしい心地になる。自分の影は星華を抱えたひとつの塊かたまり。冬威と朱里の影は腕をからめて、ふたつの影が仲良く寄り添そっている。

「冬威がひとりではなく、仲間を連れてきたのは、はじめてじゃのう」

　阿蝎が冬威に話しかける。

「真雍の人連れということは、すでに真雍に行ってきたということか。行く前に寄ってくれたなら孔雀湖の湖水を汲くんできてもらえたものを、いまからまた行ってくれというのは二度手間かのう」

「いいえ。これからまた椿姫と真雍に出向く予定です。婚約の儀が整ったという報告を自分の口で博雅王に伝えに行こうと……」

「婚約？　冬威さまが？　誰と？」

　割って入ったのは朱里である。

「椿姫と婚約したんだ。求婚をして、それを承しよう諾だくしてもらえた。いまごろ城では連日、宴うたげが開かれているはずだ。そのうちこの村にも噂うわさが流れてくるだろうな」

「聞いてない」

　朱里は冬威の腕にぶら下がったまま立ち止まる。

「場所を変えて落ち着いたらきちんと報告しようと思っていた。立ち話になってしまったが──まあ、そういうことだ。なあ、椿姫？」

　冬威がちらりと椿姫を振り返り、同意を求める。

「聞いてないってば」

　朱里は今度は小声でつぶやき、ゆっくりと椿姫のほうを向いた。

「あなたが──冬威さまと婚約したというの？」

　低い声で問われる。うなずくと、椿姫の胸の一部がすっと晴れた。冬威のことを我がもののようにしてまとわりついていた朱里に、自分が冬威の婚約者なのだと名乗ることで、胸のわだかまりがとけるだなんて──。

　嫉しつ妬としていたのだなと、自身の心模様を見つめ、把は握あくする。

　椿姫は朱里にやきもちを焼いていた。朱里は見るからに可愛らしくて綺麗で──そして冬威に屈くつ託たくなく触れることができる。自らその腕を取り、腕をからめて歩いたりもしている。椿姫はそんなふうに、てらいなく冬威に触れることはできない。

　それでも──椿姫は、冬威の婚約者なのだ。

　朱里に自分の立場を明らかにすることで、ほっとする気持ち──そんな自分がいじましく、情けなくも思え、椿姫は唇を嚙かむ。

「そう。ご婚約……おめでとうございます」

　朱里は奥歯にものがはさまったような言い方でそう告げ──そのまま冬威の腕に、再び、自身の腕をからめた。

「冬威さま、朱里はいろいろ勉強して──呪まじないの力も強くなってきたの。冬威さまの旅の供として連れ歩いても、充分よ。ある程度自分で自分の身は守れるようになったって、阿蝎さまにも認められたの」

　婚約のことなど、どうでもいいとでもいうように話題を変えた。そんなことは取るに足らないことだと、椿姫にはもう目もくれない。実際、朱里にとっては婚約という事実は、どうでもいいことのようだ。

　そして椿姫にとってもまた、なんでもないことのように思えてきた。

　なぜならいま冬威の隣に立って歩いているのは朱里だから。椿姫は後ろで、仲間はずれになって、とぼとぼと二人について歩いている。冬威の目はしっかりと朱里に向かい、朱里は艶やかな笑顔で冬威に答える。

　婚約者だからなんだというのか。手に触れてみることもできず──手をつないで歩くこともできず──。

　椿姫は邪じや魔ま者で──冬威と朱里の二人は仲むつまじく微笑みあっている。

　冬威の口調は、朱里と話すときは少し砕くだける。その気安さに、そういえば椿姫と冬威王子の婚約が決まるまでは、冬威はもっとざっくばらんな口調で話していたことを思い出す。

　婚約したら二人の仲がもっとよくなっていくわけではないの？

　冬威の話し方は儀式張るようになった。自国に戻り、王子としての立場があるからなのだと不思議にも思わなかったが、城を出て以降も冬威は同じに堅かたい話し方がほとんどだ。

　雷牙が椿姫から遠くなったように、冬威もまた椿姫から遠くなっているのでは？

　椿姫の胸が冷たく冷え、固まっていく。抱えた腕のなかで星華が「んが？」とつぶやき、椿姫を励はげますように頰をぺしゃぺしゃと叩いた。よだれまみれの手で叩かれ、椿姫は力なく笑い返した。







　なにもないのだと言いながらも、阿蝎の食卓にはたくさんのご馳ち走そうが並んでいた。厚い布の敷しかれた床ゆかにみんなで座り、低い卓に所ところ狭せましと並べられた珍味に舌した鼓つづみを打つ。

　入れ替わり立ち替わり、村人たちが冬威に挨拶をしに顔を覗のぞかせ、そのたびに冬威は顔を綻ほころばせて挨拶を返す。ここまでくつろいだ冬威の姿を見るのははじめてで、ここが冬威にとっては、故こ郷きようのようなものなのだろうと知れる。火劉の城のなかですら、冬威は神経を張りつめていた。

　誰かがやって来て冬威の横に座ると、いそいそと朱里がその相手に杯さかずきや皿や箸はしを用意する。朱里はよく気が利きく娘で、冬威や村人になにか言われると、拗すねてみせたり笑ったりと、くるくると表情を変える。

　朱里は動きの邪魔にならぬように袖そでをまくり上げ、立ち働いていた。右腕の手首にくるりと巻かれた紐ひもを気にかけて、ときおり無意識に触れている。

　編あまれた飾り紐だが、月日と共に色が抜けたのか、茶色がかって見える。大事なものなのだろう。なにかの願掛けか。

　けれど朱里の振る舞いがどのようであろうとも──それは椿姫にとってはどうでもいいこと。すぐに想いは別の方向へと飛んでいく。

　冬威の側に行きたいのに、行けなくて──心が沈しずむ。星華はそんな椿姫を気にかけてくれているのか、いつも以上に、椿姫にべったりと張りついている。

「またまたまたそんな暗い顔をして。星華の食いしん坊な気持ちをそそるような、黒くて暗くて悲しいことを考えて、負ふの感情とやらを育はぐくんでいるなんて、オルガとても我が慢まんできません。椿姫さまばっかり！　ずるい」

「ずるいって言われても」

　オルガに小声で詰め寄られ、苦笑して返す。椿姫だって別に好きで暗くなっているわけではないのだから。

「甘えたいのに甘えられないのは父親譲ゆずりなんですかね？　昔の博雅王を見ているようでなんだかオルガ快感」

　オルガがふふと婀あ娜だっぽく笑い、つぶやく。

　親譲りとは目から鱗うろこが落ちる椿姫だ。朱里のように冬威の腕にぶら下がるなんてことは死んでもできそうにない。できるものなら、あんなふうに無邪気に冬威に飛びつきたい。いまだって──朱里になりかわって、横で甲か斐い甲が斐いしく世話をしてみたいと羨うらやんでいる。

　が、きっと椿姫は食器を割ったり、酒を溢あふれさせたりして場を混乱させるのが関の山だとわかっているので、手が出せない。という以前に、自分からさりげなく近づくことができないのだ。意識し過ぎて、馬鹿みたいだ。

「椿姫の母君は、その点、博雅さまを甘やかすのが実に上う手まい女性でしたがねえ。椿姫は見た目は母君似だというのに、中身がとことん博雅王を薄味にしたみたいな、なんだか似なくてもいい感じに似た悲しい姫ですね」

「悪いとこどりみたいな言い方しないでよ」

　だんだん悲しくなってきた。

「そういうときは！　笑うのです。もしくはそう……誰かともっと親しく語りあうのです。たとえば阿蝎さんとか？」

　オルガが椿姫の頰を手でむぎゅうと捻ひねって引き上げる。笑顔を作れということらしい。

「そうじゃなきゃ星華を放すといい。オルガに預けるというわけじゃなく──星華が行きたがるほうに。そこから話題も広がる」

　星華の手を引いて椿姫から引き離し、ぽんと尻しりを軽く叩く。星華は首を傾げてオルガと椿姫を見返してから、とてとてと歩きだす。

　阿蝎は星華が気になるようで、ちらちらと見ていた。動きだした星華に目を細め、どこからともなく出してきた大箱を床に置く。

「ふむ。気になるものがあれば遊ぶといい」

　箱の中を覗きこむと、なかには玩おも具ちやのようなものがたくさん詰めこまれていた。

「子どもの玩具ですか？」

「そのようなものもあり、そうじゃないものもある。使い道のわからないものもあるし、ただのゴミもある。幼い冬威を預かったのは儂で、だからここにあるものは冬威が子どものときに気にかけて集めたものだ。奴やつはこれを宝箱と言っていた」

「宝が入っているのですか？」

「まさか。子どもにとっては宝箱だが、大人から見ればどうでもいいものばかり。それでもいま見ると懐なつかしいのう。魔物の子どもというものがどれほど人の子に似ているのかはわからんが、気になるものがあるかもしれん。さあ、手に取ってみるといい」

　星華の前にずいと箱を押し出して傾かたむけ、中身を床に散らす。ぺたりと床に尻をつけて座った星華が指をしゃぶりながら、熱心にそれらを眺めていた。

　あれこれと手にしては、放り投げたり、舐なめたりを繰くり返す。取っては眺めて、また放り投げる。そして笛を手に取ると口に咥くわえ──それから「んがー！」と叫さけんでそれを抱え、椿姫の膝ひざにとてとてと戻もどってきた。

「笛が気に入ったの？」

　見せてと手を出したら、星華にしては珍しく、取られるのを嫌がるそぶりを見せた。無理に取り上げる気にはなれず、星華の手元にあるそれを観察する。

　なんの飾りもない、特徴のない横笛だ。

「おや。おもしろいものを持ってきたね」

　そう告げたのは阿蝎だ。おもしろいって、と、まなざしだけで問い返すと、補足するように阿蝎が続ける。

「それは『運命の笛』と呼ばれています」

「運命の？」

「吹いた人間につながる運命の相手にだけ、その音ね色いろが届くのだそうです。運命の相手以外には決して聞こえない。儂もその音色を聞いたことがないから、それが戯ざれ言ごとなのか、真実そういう力のある笛なのかを、いまだ確かめられないままじゃ」

　それまで黙だまって聞いていた巫女たちが、目を細めて、笛と星華とを見比べながらつぶやく。

「ふむ。呪まじないの力は見えますから、なんらかの呪術がかけられてはいるようですが」

「というか、その箱から出てきたものはすべて呪いがかけられたものばかりで──そんなものばかりを気にかけて集めてきて、遊んでいたという冬威どのの幼い頃のお話を伺うに──」

「──いまも変わり者の冬威どのが、どうしてそのように育ったのか、片へん鱗りんが窺うかがえますのう」
















「……ちょっ……そんなもので遊ばせていいの？」

　暢のん気きに言う巫女たちに、まなじりをつり上げて聞くと、

「そもそも星華は魔物ですから。冬威どのの昔のことに関しては我らのあずかり知らぬことですし」

　と平然と言い返された。

　星華は椿姫の動どう揺ようをものともせず、膝の上にちょこんと座り、横笛に口をつける。

「それは息を吹くのですよ。そうすると音が出る」

「いや、出ないのかもしれない。まあ運命の相手とやらに聞こえるらしいので、オルガさまがなにも聞こえないときは、オルガさまには星華をあきらめていただくことにして……」

　六花と雪花が口々にそう言いながら、星華に笛の吹き方を教えている。オルガがはらはらした顔をして祈いのるように胸元で手を合わせている。星華は熱心に笛を吹き──しかし誰の耳にもその音は届かない。

　もちろんオルガにも届かない。

　オルガの眉間にしわが刻まれ、ふるふると震えると、とうとう前のめりに倒れて泣き崩くずれた。

「運命が～運命が～味方してくれないみたいですう～。オルガの想いどうしたら～」

　が──すぐにまた顔を上げ、高らかに宣言する。

「ま、いいのです。オルガぐらいなんでもできる有能な人間ならば運命などねじ伏せてみせましょうとも。運命とやらにも逆らってこそのオルガ！　オルガは負けない！」

「こう申し上げると失礼かもわかりませぬが……なかなかにおもしろい宰相ですな」

　阿蝎がオルガを見守り、小声で椿姫にささやきかけた。

「はあ……」

「そして宰相だけではなく姫君も、また、巫女どのもそうですが。それぞれに一ひと筋すじ縄なわではいかない御ご仁じんばかりとお見受けした。冬威にもあらためて助力を願うつもりですが、姫君たちにも、儂のために孔雀湖の湖水を汲んできていただけるよう、お願いしたい。星華どのもその湖水で育まれた水妖とのこと。孔雀湖にはあやかしの気配が濃いことを、椿姫さまはご存じでいらしたか？」

「え？　いえ」

　それは初耳だ。

「孔雀湖のほとりに近い森に魔物が巣くうのは、森が、森であるからというよりは──もしかしたら孔雀湖に近いからという理由なのかもしれませぬ。儂がもう少し若ければ自分の足で調べに行くのだが……」

　遠い目をして阿蝎がそう言い、椿姫と視線が合うとちいさく笑う。人がいいとも、悪いともつかぬ、不可思議な笑み。

「つい最近発見された古こ文もん書じよに、おもしろいことが書かれてあった。話半分で聞いてくだされ。まだそれは伝承とも、真実ともつかぬもの。──孔雀湖の湖水の底には『さかしまの城』があるのだそうです。その城は冥めい界かいの王が住まう城で、この世界の理ことわりとはまるで逆の理に従い、冥めい主しゆが冥界を治おさめているのだ、と。魔物たちは皆、冥界の王の下げ僕ぼくであるのだ、と。もしそれが真実ならば──孔雀湖には、この世とあの世とをつなぐ鍵かぎが眠っている。儂がもっと若く、長旅に耐たえられる体力があれば、椿姫さまの住まう真雍の国に出向き、この目で孔雀湖を眺めるものを……」

　言われた言葉を脳内でゆっくりと咀そ嚼しやくしていく。孔雀湖は、椿姫にとっては慣れ親しんだ風景のなかにある。豊かな水を湛たたえた広い湖のすぐ側に、椿姫の暮らす真雍の城が建たっている。

　あの孔雀湖の底に──『さかしまの城』がある？　それは冥界の王の城であると？　そして冥界の下僕たちが魔物であると？

「儂の代わりに冬威に孔雀湖を調べてきてくれと頼んだはいいが、あれは武術には優すぐれはしても呪まじないの才能はまったくない男。巫女どのに頼みましたら、孔雀湖に呪いがあるや、なしやを伺えましょうかの？」

「孔雀湖はただの湖。そこには我らの見知った呪いは感じられませなんだ」

「ただし我らの理とは違う呪術、あるいは違う理に従う世界がそこにあるのだとしたら、我らにもその力は計はかりかねる」

　六花と雪花が静かに応じ、相そう似じの顔を見合わせて平坦につぶやく。

「それでもそのように言われてみれば、天人の我らすら安らぐほどに、あの湖水は心地よく澄すんでおりました。人の理と違うものであるのなら、我らに心地いいのも道理。そこに不思議を感じ得なかったのは、もしかしたなら我らはなにかを見過ごしてきたやもしれませぬのう」

「おもしろいお話を聞かせていただき嬉しゅうございます。我らにとってこの世界のすべてが道楽なれば、孔雀湖の様子を我らのこの目でしかと見届けて参りましょう。愉快な話のお礼に代えて、いずれ阿蝎どのにお伝え申し上げましょう」

「六花どのと雪花どのにとっては、おもしろいことがなによりのものなのでしょうかの」

　感かん慨がい深ぶかげに阿蝎が問えば、二人巫女はきっぱりとうなずいた。

「もちろんですとも」

　声を揃そろえての返事に阿蝎が目を見開く。しわに埋もれたちいさな目に、悪いた戯ずらな光がちらちらと瞬またたく。

「だとしたら、そう。宰相もおもしろい男で、そしてこの魔物の子もおもしろいし、それに魔物の母──おもしろい姫君と、巫女どのは興味深いものに囲まれてさぞや楽しい日々でしょうな」

　魔物の母──。その言葉が椿姫の胸に引っかかる。

　自分で決断し星華を拾い、育てている。傍はたから見たら椿姫は魔物の母。傍から見なくてもすでにして魔物の母だ。オルガにしろ巫女たちにしろ、それでやいやいと文句を言う連中ではないので、星華が魔物であることをたまに忘れそうになるが──。

　なにかをなすべき人にのみ二人巫女が憑くというのなら、魔物の母となる椿姫の運命に、もしかしたら六花と雪花は憑いたのだろうか。天から降りて、人の身で魔性を育てる運命の椿姫を支えてくれるために？

「んが────っ」

　星華はなにも知らない顔をして、音の出ない笛を椿姫へと寄越す。先せん刻こくは渡すまいとしていたのに、鳴らない笛に飽あきたのか。

「……貸してくれるの？」

　椿姫は笛を手に持つと、そっと唇を寄せ、軽く息を吹きかけた。

　音は、出ない。

　不良品なのか、それとも真実の『運命の笛』なのか。

　口をつけて吹いて、ふと視線を上げると、向こうに冬威の姿が見えた。村人と談笑し、その傍かたわらに朱里がいる。赤い巻き毛が燃える炎のようなのは、二人とも同じだ。

　椿姫の胸の奥にも、炎に似た感情が渦うず巻まいた。

　ちりりと胸を灼やく嫉妬の炎を、目をそらすことでやり過ごす。朱里と冬威はお似合いだ。視線を感じたのか、朱里が椿姫を見返した。一瞬だけ視線が交差し、朱里は口の端に笑みを浮かべる。

　その表情に勝ち誇ったようなものを認めた気がして、椿姫は唇を嚙みしめる。

　星華を膝に抱き、オルガと六花と雪花が傍かたわらにいて、阿蝎が大切な話を聞かせてくれているのに──それではちっとも満たされない。椿姫の心は痛み、そして冷えていく。

　お腹に息を溜め、もう一度、今度は強く息を吹く。

　やはり音は出ない。ちらりと横目で冬威を窺う。もしかして笛の音が冬威にだけ届いてはいないだろうか。聞こえるよと言い、椿姫のほうを見返してくれないだろうか。

　祈ってみたけれど、冬威は椿姫を見ない。

　運命の人では──ないのか。

　落らく胆たんに肩を落とすと、星華が「んが」と、椿姫から笛を奪うばう。慰なぐさめられているような気がして、力のない笑いを零こぼす。

　ふいにオルガが立ち上がり、大声をあげた。

「皆さん。このような場を設もうけていただきありがたく思います。感謝の気持ちをこめてオルガが出し物をします。はい、注目」

　言うなり、オルガは自身の着物の袂たもとから一枚の布を取りだす。種も仕掛けもございませんよと、ひらひらとその布の裏表を確かめてから、手のなかで布を丸め、あらためて広げると──なかから艶つややかな椿の花が零れ落ちた。

　真しん紅くの花びらがはらりと床に舞い落ち、談笑していた人びとがオルガを凝視し目を丸くする。

「呪まじない師の村でこのような児じ戯ぎの披ひ露ろう、オルガのような厚こう顔がんでしかなかなかできませんよ。皆さんもっとオルガのこの神経の図太さに盛大に拍はく手しゆしてかまいませんよ？　うむ。はい、よいですよ。強要したからとはいえ、前座のオルガに拍手をありがとうございます。さてここからが真打ちです。真雍の誇ほこる期待の星、椿姫による素晴らしいなにかを皆さん、どうぞお楽しみください！」

「私？」

　いきなり振られ、椿姫は固まった。

　素晴らしいなにかって──なんだ!?

　期待に満ちた目で一いつ斉せいに皆が拍手する。

　なにをしたらいいのかなんて思いつきもせず、狼狽え、冬威へと視線を走らせる。冬威が、愉快そうに目を瞬しばたたかせている。椿姫の焦あせりも困こん惑わくも知らぬその余裕たっぷりの笑みが、腹立たしい。

　とんでもないことを言いだしたオルガが椿姫の背後にそっと近づき、耳元でささやく。

「遠くから羨ましげに見るよりも、堂々と、自分のもとに相手を呼びこみなさいませ。あなたは真雍の姫なのですよ。胸を張って」

　オルガなりの気き遣づかい。

　しかしその気遣いは、はっきり言って迷めい惑わくだ。

「さあ。椿姫、素晴らしいなにかをやるのです！」

　オルガは手にしていた椿の花を椿姫の髪に挿さし、ほくそ笑んで続けた。前言撤てつ回かい。気遣いではなく、完全にただおもしろがっているだけ。

　朱里が冬威の耳元にこそこそとなにかをささやいている。必要以上に近づき、こちらを遠巻きに見守る二人に煽あおられ、椿姫は無む駄だに逆上した。

　わかった。

　やってやろうじゃないの。

　素晴らしいなにかを。なにかはわからないけれど!!

　星華をオルガに渡す。オルガは嬉しげに星華を抱きかかえる。椿姫がゆらりと立ち上がると、本人にもまったく不明な「素晴らしいなにか」を期待した隠里のみんなが盛大に拍手を送ったのだった。
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　翌日である。飲めや歌えやの宴うたげを経へて、村人たちや阿あ蝎かつとの親交を深めた一行だが、すぐに今日からまた旅に出る。

　星せい華かは宴疲れか、まだぐっすりと寝ていた。よほど笛が気に入ったのか寝るときにも離さなかった。熟じゆく睡すいしたときに手から転ころげた『運命の笛』が、眠る星華の顔のすぐ横にある。

　ぎりぎりまで寝かせておいてやろうと、星華ひとりを布ふ団とんに残し、椿つばき姫ひめは身み支じ度たくを整える。

　阿蝎の家に雷らい牙が以外のみんなが揃そろい、世話になった礼を述べた。

「なにもしてはおりません。むしろ、こちらこそが世話になる。くれぐれも頼みましたぞ。面倒ごとを押しつけて本当に申し訳ない」

　阿蝎が何度も何度も同じ言葉をくり返す。孔く雀じやく湖この湖水の調査と──それに加えて、真雍に帰る旅の途中に別な村に寄り、そこの村の井戸が涸かれてしまった件についても調べてほしいと頼まれたのだ。かねてより件くだんの村から井戸涸れについての調査の要請があったが、阿蝎は体調がいまひとつ思わしくなく、なかなか赴おもむくことができなかったのだという。

「本来ならば両方とも儂わしが自分で出かけるのが筋なのじゃが……」

　申し訳なさそうにつぶやく阿蝎に、冬とう威いが「気にしないでください」と言い返す。

「真しん雍ように向かうついでに、少しだけ寄り道をすればいいだけのことです。阿蝎老が長旅をしては、村人たちも皆、気が気ではないでしょう。年寄りは年寄りらしく、留る守す番ばんをしてくれればいいのです」

「儂もとうとう冬威に年寄り扱いされるようになったのか」

　嘆なげく阿蝎に、冬威が笑いを漏もらす。笑われて、阿蝎がより大げさにまた嘆く。仲のいい、気心の知れたやり取りである。冬威は阿蝎を信頼し、阿蝎もまた冬威に情を抱いているのが、見ているだけで伝わってくる。

　椿姫も、阿蝎に頼まれごとをされて嫌な気持ちにはならない。けれど旅の同行者の追加が、自分の気持ちを逆さか撫なでするのだと、内心でそっと嘆たん息そくする。

「朱しゆ里りのことも、どうぞよろしくお願いいたします」

　椿姫の胸きよう中ちゆうを見み透すかしたかのように、阿蝎が椿姫を見やり、重ねて告げる。

「阿蝎老、私は自分の面倒は自分で見られるわよ。お願いなんてされなくても大丈夫」

　傍かたわらで朱里がぷうっと頰ほおを膨ふくらませた。朝になってすぐに、朱里が今回の旅に加わることになったと冬威に告げられ、椿姫はまだうまく事態が飲みこめていない。

「じゃあひとりで涸れた井戸を調べにいくか？」

　阿蝎が朱里に尋たずねる。

「それは嫌。冬威さまと一緒にいたいもの。だって冬威さまと旅をするのはずっと私の夢だったのよ」

　朱里が拗すねた口く調ちようで言い、「ねえ、冬威さま」と甘い笑みつきで冬威を見上げる。ぶら下がるように冬威の腕に、自身の腕をからめる様子が胸に痛く、椿姫は視線をそらして唇くちびるを嚙かむ。

　べたべたしないでと不満をぶちまけて、冬威から朱里を引き剝はがしたい。でもそんなことをするのはみっともないような気がして、行動に出せず、苛いら々いらとしたものを胸の内側に積み重ねるばかり。

　椿姫にとっては頭の痛い問題だったが、井戸が涸れたという『糸切り村』が朱里を連れてくるのを望んでいるというのだ。

　用事が加わるのはかまわないし、寄り道も歓迎。でも同行者が朱里でなければと、つい思ってしまうのだ。

「本当に申し訳ないのですが、巫み女こさまたちも朱里をよろしく頼みます。──なにせまだまだ子どもでしてな。呪まじないの腕は上がってはいるし、糸切り村からもあえて名指しされたので、村の外に出しますが……いままでずっとこの村の周囲しか出歩くことのなかった物知らずの娘でして……」

　阿蝎が今度は六りつ花かと雪せつ花かに頭を下げる。

「なに。物知らずに関しては、椿姫さまに勝まさる者はそういなかろう。心得ましてございます。我らは物知らずな幼おさな子ごと共に歩くことに長たけている」

「朱里どのの性しよう根ねのたたき直しは我らにおまかせくださいませ」

　微び妙みようにずれた返答を二人巫女が返している。性根をたたき直すと言われ、阿蝎が複雑な顔になった。

　村人が三人ほど阿蝎の家にやって来て、道中で食べるようにと饅まん頭じゆうの包みや、飲み物の入った水すい筒とうを用意して渡してくれた。ありがたいことだと感謝する。村人たちは冬威やオルガたちの無事を祈ってくれ、朱里にも語りかける。

「朱里はいつ戻ってくるんだい？　赤子のときの記憶はさすがの朱里でもなかろうから、たくさん見てくるといいよ。糸切りの村を」

　糸切り村は、朱里が生まれた村だったのだ。

　飢き饉きんの口減らしで外に出された朱里には村の記憶もなければ、父母や家についての記憶もないのだそうだ。

　隠かくれ里ざとに朱里を里子に出した村から、井戸涸れの調査にはぜひとも朱里を連れてきてくれと要よう請せいされたと聞けば──朱里と旅をしたくないなどという、そんな個人的感情を爆発させるわけにもいかなかった。

　そして──恵まれた自分とは違う朱里の背景に触れると、なにも言えなくなる。

　朱里は別に自身の不幸をひけらかしたりはしない。

　なのに椿姫がなんでも持っているというその事実が変に恥ずかしく、隠さなくてはならない傷のように思えてくるのは不ふ思し議ぎだった。

　持たざる者の前に立つとき、持ち過ぎている自分の両手を謝罪したくなるのはなぜだろう。

「だーっ」

　唐突に部屋の扉が開いて、耳をつんざくような叫さけび声が響ひびいた。言葉であって、言葉でないような大きな声に、同時にみんなの視線が集中する。

　見たことのない子どもが、そこにいた。泣いている。顔をくしゃくしゃにして泣き、絶ぜつ叫きようしている。

　いや、見たことはある。椿姫の子ども時代の姿に似ている。そしてまた星華にも似ている。

「っばーきーっ」

　その子どもは──五、六歳くらいに見えた。

　肩までの真っ黒でまっすぐな髪、丈が短くなり、胴回りもはち切れそうなあきらかに身体からだに合っていない真雍の着物を身につけている。

　くるりとした猫のような大きな瞳ひとみと、つんと上向き加減の愛あい嬌きようのある鼻。

　右手に『運命の笛』を握にぎりしめ、椿姫を見つけるとパッと顔を輝かがやかせてすごい勢いで駆かけてきてしがみついた。

　椿姫は咄とつ嗟さにその子を抱き上げて──そして途方に暮れる。安心したように胸元に頰を寄せて、涙をぐいぐいと椿姫の着物で拭ふく子ども。

　頭に浮かんだ疑問を、椿姫の代わりに、オルガが口にした。

「……星華？　星華ですよね。その顔、その声。あとその微妙な匂におい」

　魔物たち特有の腐ふ臭しゆうや血の匂いは成長と共に薄れていったが、それでも星華は、人とは違う匂いがしていた。嫌な匂いではない。草の匂いや水の匂いが混じりあったような、自然の匂いがするのだ。通常は気にならないけれど、寝起きにのみ強く匂う。

　その匂いが、子どもの全身から漂ただよっている。

「なんてことだ。オルガの願いを何者かが聞き入れてくれたに違いない。星華が育っている」

　隣で叫んでいるオルガは無視して、あらためて腕のなかの子どもを見る。寝ていたときに着せた服のままだ。育ってしまったせいで縫ぬい目がほつれたり、破けたりしているが、それは見み慣なれた星華の着物。

「星華？」

「つばきー？　いかないでー」

　くすんくすんと、まだ零こぼれる涙を椿姫の胸元で拭ぬぐいながら、星華が上うわ目め遣づかいでそうつぶやいた。

　──可か愛わいい。

　星華だった。そして星華はわずかな時間でどうしてか育ってしまったのだ。

　魔物の子の生育速度がいまだにつかめない。

　あまり育たないかと思えば、目を離していた一いつ時ときでぐんとのびたり──眠り続けて起きなかったり、あるいはどこに入るのか謎なぞなぐらい食べたり──。

　本来、魔物は人の「気」だけを食べるものなので、人の食べるような物は不要だと伝え聞いているのに、椿姫たちが食べているものを与えたら、気に入ったのかパクパクと食べていた。愛らしい様子に抵抗しきれず、自分たちの食事のときに星華が起きていれば普通に食しよく膳ぜんを共に囲んでいたのだ。

「噓うそ。育ったの？　昨日たくさん食べたから？」

　人の食事を──あるいは、椿姫の負ふの感情をかと、椿姫は心のなかでだけ問いかける。昨日は朱里と冬威を見て、苛いら立だったし、怒りもしたし、悲しくもなった。冬威とは違う部屋で眠りについたので、冬威の様子が気になって、なかなか眠りにつけなかったぐらいだ。

「きっとオルガの想いの強さが届いたのですよ」

　オルガがきっぱりと言いきる。

「だってオルガは幼い子どもと結婚したがってるわけじゃなく、幼い子どもが趣味だというわけでもなく、星華と結婚したいのですよ。なのでオルガが年老いる前に星華がどんどん育ってくれてお年頃になってくれたら、オルガ、正々堂々と求婚できるので、頼みますよ星華さん育ってください早くねと、毎回そう頼んでは星華にオルガのこのあくどい気持ちを注そそぎこんできたのです」

　ぐっと拳こぶしを握りしめてオルガが断言し──椿姫は半眼になって、星華を抱きしめたまま背を向けた。







　出しゆつ立たつ前──あちこちで村人たちと椿姫たちとの交流の輪が生まれている。仮面をつけたきりの雷牙ですら、厩うまやで過ごした一夜で、馬番たちと仲良くなったらしい。

　星華がいきなり育ってしまったことに対しても、驚きよう愕がくはしても、目に見えるような動どう揺ようや怖おそれを見せないのは、さすが呪術者たちの村だった。

　今後、星華の生育についても考えていかなければ、場合によっては迫はく害がいされるだろうと頭に入れておく。

　馬を渡され、いよいよ出発というときになって──しかし村人たちは椿姫を正面から見ると、プッと噴ふくのだ。

「いやいや姫さま、気をつけて。本当にいいものを見せてもらって、その……いやはや、ふは」

　意い味み深しんな引きつった笑いと共に、愛馬の手た綱づなを受け取り、椿姫は仏ぶつ頂ちよう面づらで頭を下げる。

「ありがとうございます」

　言葉とは裏腹に本心はちっともありがたくない。

「椿姫、いったい昨日なにをしたんですか？　馬番の人たちが、椿姫の噂うわさで持ちきりでしたよ。あれはすごい、他人には及びもつかぬ領りよう域いきだと……。なにをしたんだと聞いても誰もはっきりとは答えない。宴の余興で──歌ったり、踊ったり、語ったり……最後には刀を抜いてオルガさまに立ち向かったとか？」

　宴には最後まで顔を出さなかった雷牙が、不ふ審しん顔がおで聞いてきた。

「そうよ。歌ったり、踊ったり、語ったり、戦ったりしたのよ。私にできることすべてをやり遂とげたの。もうそのことは言わないで」

　素晴らしいなにかに値あたいするものがなんだかわからず、自分にできるあらゆることをやってみせた結果──素晴らしく滑すべりまくって周囲の空気をどんどん固めていったのだ。思い出させないでほしい。

「椿姫さまの滑り芸は本当に素晴らしいものでした。オルガにはあんなに、なにをやってもみんなを白しらけさせ、白けた空気にさらに白けを重ねるような真似はできません。あの芸域も芸風も椿姫さま独自のもの。突き詰めたらなにかの役に立つような気がするのです」

「なんの？」

「なにかの！」

「もういいわよ。素晴らしいなにかとか、なにかの役に立つとか。そういうのやめてよ」

　椿姫はとうとう怒り、星華の手を引いてオルガたちから離れて、馬に乗る。星華はもう籠かごに収まる大きさではなくなっていた。椿姫の前に乗せ、馬にまたがらせる。

　太ももでしっかりと馬を押さえるように教え、後ろから支えるように抱きしめる。星華は利り発はつで要領がよく、少しその辺を歩いてみると、椿姫の教えをすぐにすんなりと飲みこんで体得した。この様子なら共に馬に乗って旅ができそうだ。







　糸切りの村に着くまで一日半はかかるらしい。馬を走らせればもっと早く着くが、そこまで急ぐ必要もないだろうと言われた。星華とひとつの馬に乗る椿姫は、別に急ぐ必要のない旅が、あまりにもつらくて泣きそうになる。

　なにが嫌かというと──朱里は冬威と同じ馬に乗っている。星華と椿姫が乗っているように。朱里は冬威の前に乗り、冬威に支えられて馬の上。

　冬威といろんな国に行くためあらゆることを学んだなんて言っていたのに、馬にも乗れないとは思ってもみなかった。

　でもそう口にするのは、嫌みのようにも思え、そっと押しとどめる。朱里にもできないことがあるのだと、そう思うことで楽になるのならいいのに──椿姫の心のなかはより一層、暗く淀よどむ。

　冬威と共に馬に乗っている朱里の頰は桃色に染まり、可か憐れんだ。

　仲むつまじく語りあいながら馬を歩かせ、ときおり朱里が跳はねた声で笑う。朱里の笑い声が耳に飛びこむたびに、椿姫の胸に鋭するどい棘とげが刺さる。痛くて、痛くて、たまらない。

　それでもぐっと歯を食いしばって、耐たえて、一日を終えた。

　旅籠はたごに辿たどり着いたときには、いままでにない疲ひ労ろうを感じていた。

　誰とも話したくないし、なにより冬威と朱里の様子を見たくないから、星華と二人で部屋に引きこもる。

　一行は男と女がそれぞれ別に部屋を借りて、別れた。冬威と離れ──朱里と顔をつきあわせるのかと思うと、重たいため息が漏れた。

　早くに寝てしまえば朱里のことを見なくて済むと思ったが──寝る前にこなさなくてはいけないことがいくつかあった。そのひとつは、星華の着物を作ること。

　育ってしまった星華の身体に合う衣服が手元になく、隠里で、間に合わせにもらった服を着せて旅立った。でもその一枚だけでは不足だ。

　着飾らせることの好きな巫女たちも、せっせと星華のために、手持ちの着物をほどき、あらたに継つぎ合わせて星華のための衣装を縫いはじめる。部屋に入った途と端たん、息の合った仕事ぶりで縫い物をはじめた椿姫と巫女たちを、朱里が無言で眺ながめていた。

　こういうときこそオルガがいればいいのに、なんでまた今こ宵よいに限って男女別室の旅籠になど泊まったものか。

　オルガの饒じよう舌ぜつが恋しくなるような、しんとした硬かたい空気が室内に淀んでいる。

　頼みの綱つなの星華は、またもやすやすやと眠りにつき──六花と雪花に、空気を読んで和なごやかな会話をと望むのは、はなから無理だ。というよりむしろ巫女たちは、空気を読んで、あえて「居心地の悪い状態を放置するために」無言になるような二人である。

　ほどいた布の端切れを、朱里がじっと見つめている。

　沈ちん黙もくに居心地が悪いのは朱里も同じなようで、もじもじと身じろぎをしたり、あちこちに視線をさまよわせたりしている。

　結局は、先に口火を切ったのは、椿姫のほうだった。

　朱里の様子を気にしながら縫い物をしていたせいで、針を指に刺してしまったのだ。

　軽く舌打ちをし、指の腹に丸く滲にじんだ赤い玉を恨うらめしく睨にらむ。

　舌先で血を舐なめても、また丸く溢あふれる。これでは布を汚してしまう。血が止まるまでは布から手を離しておくしかない。

　黙ってこちらを見ている朱里と目が合って、弁解口調でつぶやいた。

「──縫い物は得意じゃないのよ」

　対して、朱里はつんと顎あごを上げ、聞き返す。

「得意なものがなにかあるの？」

　なにもないでしょうにと、続けんばかりの言い方だ。嫌な奴やつだと、むっとする。可愛い顔をしていることが、この場合、よけいに腹が立つ。

「強しいていえば短刀での打ち合いと、あとは馬かしら。あなたは馬に乗れないのよね」

　抑えていた嫌みが零れた。朱里がむっとする番だ。

「打ち合いとか刀とか馬とか──お姫さまなのにずいぶんと……」

　小馬鹿にしたような言い方で朱里が応じ──言い返そうと口を開いた椿姫を制して、六花が言う。

「わかりやすいですなあ。朱里どのも手があいているのでしたら、我らの手伝いをされるとよろしかろう。口を動かすのと同時に手も頭も働かせましょうぞ」

　ほどいた布を広げ、ぽいと朱里の膝ひざに放り投げる。

「本当に。わかりやすいですのう。椿姫さまと同程度のわかりやすさじゃのう。そんなに裏が透すけて見える会話を我らの目の前でされるのは困ります」

　雪花がひらひらと踊おどるように近づいてきて、朱里の手元に糸の通った針を置く。

「つまらないからのう」

「我らはつまらないものを厭いとうのですよ。まあ、つまらないなりに愛らしいが──どちらにしろ、似た者同士じゃ」

「に……」

　似てないわよと椿姫が叫んだと同時に、朱里も同じ言葉を発し、二人で顔を見合わせた。

「でしたらこの続きを縫いあげてくださらんかのう。椿姫さまに似てないのなら、きっともっと素早く綺き麗れいに仕上がる」

　憎にくたらしいことをあっさりと言い、六花が椿姫の手から、途中の縫い物を取り上げて朱里に渡した。

「なんで私が!?」

「なんだ。できぬのか。たいしたことござらんのう」

「無能」

　六花と雪花に冷たい顔で責せめられて、朱里の顔色が変わる。

　さっと凍こおりつき、次ついで真っ赤になって憤ふん怒ぬの顔。

　二人巫女はいつも無表情で冷たいのだ。それが常で、椿姫はそれに慣れているが、それを知らない人は巫女たちの酷こく薄はくさに深く傷つくことがある。

「ちょっと、無能は言い過ぎ」

　さすがにたしなめた椿姫を朱里が睨み、

「縫えばいいんでしょ。縫えば」

　猛もう然ぜんと縫い物を手にすると続きの運うん針しんをはじめた。その手さばきはたいしたもので、椿姫は思わず縫い目を凝ぎよう視しする。

　椿姫の背後に立った二人巫女が「似ておられるのう」と、小声でささやく。なにがと問えば、

「椿姫さまは刀を握って鍛たん錬れんに夢中になったとき、ああいう顔をなさいます。ご自分ではわからぬことであろうけれど」

　と、六花が応じた。

　その会話を小耳に挟はさんだ朱里が顔を上げ、目元を染めて「なによ」と突っかかってきた。

「なによ。私は……そうよ、私は綺麗なものや可愛いものが好きなの。悪い？」

　悪くないと雪花が応じ──朱里は怒り口調のまま「あなたたちの国の衣装は綺麗だわ」と言いだす。

「布も刺し繡しゆうもなんて──」

　そう言って、縫いかけの着物の表面にそっと指を滑らせた。思わず漏らした吐と息いきが唇から零れ──本当になんて綺麗、と言葉が続いた。

　夢見ているような、うっとりとした声。

　右手首に巻かれた、退色した飾り紐ひもに椿姫の目が留まる。ところどころすり切れて細くなっている、いまにもちぎれそうな、それ。

「これが気になる？　これは冬威さまにもらったものよ。冬威さまは私の髪の毛が綺麗だって、そう言ってくれて──まだ泰に行く前のちいさなときだったけど、私の髪を、これで縛しばってくれたの。それからずっと私はこれを大事にしている。お守りよ」

　ふいに朱里がそう言った。

「そう……なの」

　だから目に留まったのか。

　だから朱里はあんなに何度も何度も、それが手首にあることを無意識に確認していたのか。

　どれほど大切にしているのかは、側にいればなんとなく伝わってくるものだ。

　見てもいないのに、椿姫の脳のう裏りに、幼かった冬威と朱里の姿が描えがかれる。

　くるくると踊る巻き毛を跳ねさせて走る、ちいさな朱里。朱里にまとわりつかれて笑う、やはり幼い姿の冬威。

　雷牙を慕い、ちいさなときから雷牙の後ろをついてまわっていた椿姫は、自分の過去の姿に、朱里と冬威とを重ねる。女の着物の裾すそや袖そでは邪魔で、長い髪もまた邪魔で、髪飾りも邪魔で──茂しげみを抜けるときによくからまって癇かん癪しやくを起こした。雷牙はするりと抜け出るのに、椿姫の身の回りには装飾品が多すぎて、枝や葉に引っかかってしまう。

　朱里も長い髪を鬱うつ陶とうしく思い、怒ったりしたのだろうか。冬威だけが先に走っていってしまうことに憤いきどおり、地じ団だん駄だを踏ふんだのだろうか。

　椿姫が怒って名を叫ぶと、雷牙は戻ってきて、茂みの枝にからまった髪をほどいてくれた。

　冬威も朱里に同じことをしてあげたのかもしれない。そして長い髪が邪じや魔まにならないようにと、手元にあった飾り紐でくくってあげたのかもしれない。

　幼いときから、冬威は冬威なのだなと思う。雷牙は優しいけれど、そんなふうに気を利きかせたことなんてなかった。椿姫の髪をまとめてくれるだなんて。

　もっとも、椿姫の髪はいつだって巫女たちの手によって奇き矯きようで豪ごう奢しやな形に結ゆい上げられたうえに、飾り紐や花や簪かんざしで彩いろどられ、雷牙が手出しなどできる余地はなかったのだが。

「冬威さまはこれを見ると、そんなのもう捨てちゃえよって笑うけど──でも私にはこの紐は特別なの。あなたにはわからないでしょうけど。──そう、あなたにはわからないでしょうね。あなたはなんでも持っている」

「持ってない」

　反射的に言い返していた。朱里が愛いとしげに手首を撫なで、うっとりと思い返しているその記憶が、羨うらやましい。

　そういえば、椿姫は冬威から形になるものをなにひとつもらっていない。

　もちろん物が欲しいわけじゃない。でも──ずるい。

「持ってるわよ。一国の姫君よ？　旅に出るのにも従者を引き連れて、綺麗な着物を着て歩く。あなたの身につけているものは、どれも贅ぜい沢たく品ひん。この布も──なんて綺麗なんでしょう。この手触り……」

　そう。たしかに椿姫はなんでも持っている。頭ではわかっているから、それ以上の反論はできない。

　自みずから欲して得たものではないというのは、この場合は、富とめる者の傲おごりにしか聞こえないだろう。

「でも私はいま、あなたが羨ましい」

「そう？　生まれて三日で捨てられて、里子に出されたような身の上が羨ましいの？」

　鼻の上に意地悪なしわを作り、嫌み交まじりに朱里が聞き返す。それすらも羨ましいと言うのは憚はばかられた。

　でも本ほん音ねだ。

　朱里になら、冬威の心の痛みがわかるのだろう。甘やかされて育った椿姫には思い至ることのない──触れたくて、慰い撫ぶしたく感じても、どうしても届かないような冬威の魂たましいの孤こ独どくな領域に、朱里ならば寄り添うことができるのだろう。同じ過去を共有しているから。そして同じ痛みを持っているから。

　椿姫は、自分が幸福であることが後ろめたかった。なにひとつ不幸を知らない自分が不完全に思えた。

　ただそれを素直に口にすることは愚ぐ者しやのすることだと思うぐらいの分ふん別べつは、あった。

「ゆるい会話じゃのう。もっとこう、オルガさまぐらい弾はじければよいのに。生まれがどうかはどうでもよいことじゃろう。どう生きて、そしてどう死ぬのかが人の価値を決める」

　唐突に雪花がつぶやく。言われて朱里がハッと顔を上げる。

「朱里どのも、そこまであからさまに態度に出すのなら、冬威どのの愛人に立りつ候こう補ほするから覚かく悟ごめされよぐらいの宣言をしてしまえばよいものを。二人共に裏をかくことなどできぬのなら、真まっ向こう勝負でいいのでは？」

　続けてしれっと言う六花に、朱里が目を見張った。

「すごい従者たちだわね」

　とうとうぼそりと朱里がそう告げて──椿姫は仕方なく苦笑する。朱里は嘆息と共に、言葉をつなげた。

「真雍ではその流儀でいいのだとしても、火か劉りゆうでそんなふうじゃ、いずれなんらかの罰を科かせられて牢ろう獄ごくよ。もう話はやめましょう。言葉尻じりをとらえられて、あれこれ責められるのは私の本意じゃない」

　もう一度、ため息。

「私はたしかに不器用なのよ。隠里は、みんなが穏おん和わで変わり者だから住みやすいけど、外に出ると人の思惑が渦うず巻まいていて目め眩まいがする。──ゆるい会話で失礼しました。これからもっと裏表のあるそつのない会話も勉強するわ」

　そして唇を引き結び──縫い上がるまでずっと無言をとおした。







　悪い子じゃない。でも好きにはなれない。

　一夜明けて、椿姫の朱里への気持ちは、そんなふうに結論づけられた。

　朱里の縫い物はたしかに椿姫よりずっと巧たくみで、星華の衣装が一枚あっという間に縫い上がった。

　はじめは怒った顔のままだったが、じきに朱里の表情は和やわらいで、穏おだやかで優しげなものになった。その変へん貌ぼうを間近で見ていて、これは何な故ぜだろうと不思議に感じ、首を傾かしげた。

　椿姫は目を瞬しばたたかせ、朱里を見つめる。あまりにもまじまじと凝視しすぎたのか、朱里は「なによ」とつぶやき、険けんのある目で見返してから、縫い糸の最後の始末で、糸をくるりと指先で丸めて止めてから、犬歯で器用にそれを切った。

　一連のその動作が、やけに艶つやめかしくて目を奪うばわれた。可愛いばかりの少女ではなく、母のようでもあり、そして同時に女に見えた。糸を切る歯が白く尖とがっていた。




「──糸切りの村って、どうしてそんな名前なの？」

　夕べの朱里の姿や言葉を思い浮かべながら馬に揺ゆられ、オルガに問いかけた。星華は、朱里が仕上げを施ほどこした着物を身につけている。並んで横を走るのはオルガだ。少し前に見えるのは、朱里を乗せて走る冬威の後ろ姿。

「それを聞くのはオルガではなく、阿蝎どのかもしくは冬威どのが適任ですが、でもオルガならなんでも答えられそうと見越して聞いていただけたなら、オルガ頑がん張ばって答えますよ。すごく適当なことをでっちあげて！」

「ごめん。でっちあげるなら、いい」

「聞いちゃったなら最後まで聞き届けるのです。それが椿姫さまの務つとめ」

　うっかりオルガの口を開かせてしまったことを悔くいた椿姫である。

　でも黙って嫉しつ妬との炎を心のなかでたぎらせているより、オルガの演説に耳を傾かたむけるほうがましかもしれない。

「火劉の村や街の名は、もともとそこに意味がこめられていることが多い。火劉という国そのものが、呪じゆ術じゆつに深く関わっているし、代々、呪まじないを重んじる風ふう潮ちようがあります。オルガが聞いている範囲によれば──ですが。でも呪いの村である隠里なんていうのが、ちゃんと機能しているところを見ると、そう聞いてきた部分は正しいのかなとオルガは思っている。たとえば真雍にも伝承はあるし、笑い女と泣き女の二人巫女を子につけるなどの風習も残っているが──あまり呪術に造ぞう詣けいの深い人材はいない」

　しかしオルガはいつものように滔とう々とうと語るのではなく、自身に言い聞かせるかのような静かな口調で話しだす。耳を澄まさないと聞き取れないような、ちいさな声だ。

「だから椿姫さまの巫女たちが真実の天人だと見破ることのできる人も、そういない。真雍の城での呪いごとがおもに二人巫女の務めとなったのは、椿姫さまが健すこやかにお育ちになられるがため。悪い呪いをかけて、椿姫さまや博はく雅が王おうを殺あやめようとする者もまれにはいた。いたけれど──真雍で、二人巫女を凌りよう駕がする呪い師などどこにもいなかった。なにせあの方たちは天人ですから」

　興味深い内容に、椿姫は耳を傾ける。

「どうして呪い師が真雍にいなくなったのか、オルガは知っているのです。博雅王の先祖にあたる王家の人びとが、呪まじないを嫌ったのです。魔術や呪術というものが人を動かす力となることを怖れ、禁きん忌きにし、そして力のある呪い師たちを根絶やしにした。それで逃げた人たちの一部は泰たいに行き、そうして火劉にも逃げ、根づいた。真雍の表おもての史実としては残されてはいませんが、虐しいたげられた呪い師たちからの、呪じゆ詛そと恨みの記き載さいされた書物をオルガは読んだことがある。真雍の、王の血筋が途と絶だえるようにと、迫害された呪い師たちは呪のろって、呪って、死んでいった」

「──オルガ？」

　聞いたことのないような、オルガの低い声。呪詛を空気に刻きざんでいるかのような陰いん鬱うつな声に、椿姫の肌はだに冷気が走り、さあっと鳥肌が立つ。
















　空を仰あおぐとそろそろ日が沈しずむ頃合い。遠くの雲を太陽が血の色に染めている。ぬるい風がざわめくと、馬が耳をぴくぴくと尖とがらせた。

「博雅王はその呪のろいを分断させる術を探しておられます。王は武術には長たけているが、呪術には無知でした。怖れることもなかったけれど、退しりぞける術もご存じなかった。だから私は王のために呪術についても学んだ。王のためにあらゆることを……」

「オルガ？」

　怖くなって、名前を呼んだ。もっと聞かなければならないようでいて、それ以上、聞き続けていてはいけないような気がした。

「呪術において、名づけられることには意味があるのですよ。だから糸切りの村は、糸を切る村なのでしょう。なんの糸かは、オルガは知らない。それでも姫さま、大切なものを切られないようにと、そう気を引きしめて村に入るといい。六花さんと雪花さんがいる限り、椿姫さまには何事も起こらないでしょう。巫女は泣きもせず、笑いもしていない。だから大丈夫。それでもなにかを切られないように」

　椿姫は前に座る星華をぎゅっと抱きしめる。そこにある温ぬくもりが冷えた椿姫の皮ひ膚ふを温あたため、宥なだめてくれる。前に見える冬威の背中を目をすがめて見やる。

　──それでもなにかを切られないように。

「椿姫さまはきっとなにかを成すのでしょう。それがなにかはわからないが──天人の巫女が憑つくのだから、そうなのでしょう。だからオルガは椿姫さまに急いでいろいろなことを教えこまなくてはならないのです。オルガは博雅王が悲しむ姿は見たくないのです。なのに椿姫さまときたら、婚約者を振り向かせることすらできやしない、情けない底辺女としてオルガの横でしょぼくれている」

　途中でオルガは──いつもどおりのオルガに戻る。

「さあ、椿姫。これで冬威どのを殴なぐりなさい」

　短い棒ぼうを手渡された。かつて修しゆ業ぎようと言われ、殴られたり、殴らされたりした棒だ。見覚えがある。つかむと柄えの部分が手になじむ。

「殴ってでも振り向かせるのです。博雅さまならそうしていた！　だって博雅さまは心底、自分勝手なお子様だったから！」

「なに言ってるのよ。できるわけないじゃない」

「だったらオルガが殴ってきます」

　走りだしたオルガを止めようと思わず棒をオルガに向かって振りかざし──そのままオルガと椿姫は馬上でボカスカと互いを棒で殴りあいながら、冬威たちの横をすり抜けた。背後で「なんなの、あれは」と呆あきれたような朱里の声がした。
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　オルガの不ふ吉きつな説明を聞いて身構えていったわりに、糸切り村は普通の村で──夜の帳とばりが閉じられるのに合わせるように村の端に辿たどり着いた一行は、人のよさげな笑顔を浮かべた村人たちに迎むかえ入れられる。

　朱しゆ里りは冬とう威いに手伝われて馬を降り、そのまま冬威の服の裾すそをつかんで離さない。村人たちから隠かくれるように冬威の背中に回る姿が椿つばき姫ひめの癇かんに障さわる。

　星せい華かを六りつ花かに預け、この村での調査について聞こうと冬威の側へと歩み寄る。

　しかし、冬威に話しかける前に、いきなり見知らぬ女性に抱きつかれた。

「ああ、あなたが朱里なのね」

　うっと息が詰まるような力づくの抱ほう擁ように、椿姫は「人違いです」と言えずに目を白黒させる。なにより咄とつ嗟さに火か劉りゆうの言葉が出てこない。

「ようこそ。ようこそ。私があなたの叔お母ばよ。あなたはうちに泊とまるといいわ。疲つかれたでしょう。でもどうしてこんなにたくさんで来たの？　阿あ蝎かつ老はどこに？」

　おおよそそんなことを言われていることは、わかった。

「あの……私は……」

　身体からだを離して、丸い顔を綻ほころばせて見つめてくる女性に小声で応じる。ここまで堂々と間違えられたら、違いますと告げるのが申し訳ない気持ちになる。そしてうまく伝えられるかも心もとないのだ。もっと言葉を学ばなくてはと、あらためて強く思う。

「朱里は私です。その人は真しん雍ようから来た客人です。阿蝎老からは皆様によろしくとのことでした。阿蝎老は身体が本調子ではないので今回は、私──朱里が阿蝎老の代理として井戸の水を調べさせていただきます」

　それまで冬威の陰かげに隠れていた朱里が、一歩前に出て、冷たい口く調ちようで言った。内容がわかるのは、そっとオルガが通訳してくれたから。

　朱里のつんと澄すました顔つきと言い方。

　そういえば、朱里は冬威や自身の村の人たちにしか、甘い顔を見せることがない。笑えば大層可か愛わいらしいのに、一線を引くと決めた相手に対しては欠片かけらも甘さを見せないようだ。その豹ひよう変へんぶりには目を見張る。

　椿姫に対してだけ冷たいのではなく──等しく身内以外の者に冷れい徹てつで意い固こ地じなのだ。

　けれどここは本来、朱里の村なのでは？　幼おさないうちに里子に出されたとはいえ朱里が生まれた村だから、その親族から「朱里を連れてきて顔を見せてくれるように」と言われたのに。

「あら。じゃあ──そちらの？　そう」

　叔母だと名乗った女性が狼狽うろたえて、椿姫から手を離した。

　気になったのは値ね踏ぶみするような視線。女は椿姫から朱里へと視線を飛ばし、上から下までじろじろと眺ながめる。

「まあ……すっかり大きくなって」

　そして満面の笑みで、今度こそ、血のつながった者同士の抱擁を果はたす。身を屈かがめて朱里を抱きしめる女の背中も、顔と同じに丸い。親族なのにちっとも似ていない。

「どうして間違えられる？」

　ふと、背中で声がした。ちらりと見ると仮面をつけた雷らい牙が。いつになったらこの仮面を外はずすつもりなのか。

「ちいさなときに離れたきりだから、わからなかったんでしょうね」

　椿姫が、しなくてもいい弁明をすると、雷牙はうつむいてつぶやく。

「髪の色も目の色も違うのに」

　そういえば──と、椿姫はまだ抱擁したきりの女性の太い胴回りを思わず見た。抱きしめられた朱里は不ふ機き嫌げんな顔をしている。朱里の手は女の背中に回されず、ぶらりと両手を垂たれて所在なさげだ。感動の対面にはまったく見えない。

　似てないにもほどがある。朱里の叔母を名乗る女性の髪も黒く──火劉の人間の髪ではない。これはどういうこと？　朱里の燃えさかるような赤い巻き毛と見比べ、さらに椿姫は自分の髪の房ふさを指にからめて眺める。火劉にも黒い髪の人がいるのか。

　そう思って見渡してみると、村の人びとの髪は赤毛より、黒や茶色のほうが多い。これはいままで見てきた火劉の人びとのなかでは珍めずらしい。

「──愉ゆ快かいな匂においのする村じゃのう」

　六花が星華の手を引いて立ち、そうつぶやく。そして首を傾かしげ──うっとりとした声こわ音ねと共に唇くちびるの両端に微び笑しようを刻きざんだ。

　美しさが光となって滴したたり落ちるような、艶あでやかで幸福な笑み。

「ああ……椿姫さまはもうじき友人を手に入れられる。友人を──あるいは、友人にとてもよく似た近しい存在を手に入れられる」

　笑い女が笑顔を作り、同時に椿姫の運命を予言した。







　冬威と朱里が村人たちと話をしている。

　難しい話になると意味がわからない椿姫は、すっかり爪つま弾はじきだ。なにかと語りかけてくれる人たちもいたが、愛あい想そ笑わらいを浮かべるしかない椿姫の相手に困り、すぐに放置されるようになってしまった。

　オルガと六花と雪せつ花かは流りゆう暢ちように村人と語りあい、ときどき椿姫を気にかけて、通訳もしてくれる。

　言われるがままに村の長おさの家に泊まることになったが、食事のあいだ、まったく言葉がわからないのに、雰ふん囲い気きに合わせて笑ったり真面目な顔をしてみたりするのは気苦労だ。我が身の無能ぶりに、いままでの疲労が思い出されたように一気に肩かたにのしかかる。身体が重くなり、まぶたが閉じてくる。

　気づけば雷牙が傍かたわらに座り、椿姫の顔を覗のぞきこんでいた。

　雷牙は仮面をつけていて不ふ審しんなので、椿姫とは別な意味で遠巻きにされていた。

「星華も眠そうだし、部屋を教えてもらえるようにオルガさんに伝えた。あとは他のみんなにまかせて椿姫は休むといい」

　オルガに言われたのか、椿姫の肩を、年配の女性がとんと叩たたく。見上げると、身振り手振りで「こちらにどうぞ」と伝えてくる。

「どれ、俺も行こう」

　星華をひょいと抱き上げ、雷牙が立った。ずっと大事に持っていた『運命の笛』が、星華の着物の合わせ目からぽろりと零こぼれ落ちる。ずいぶんとその笛を気に入ったようで、手放さず、最終的には阿蝎から譲ゆずってもらったのだ。

　椿姫は床に落ちた笛を手に取り、自分の着物の帯おびに挿さす。

　女たちが二人ほど来て、雷牙に話しかける。雷牙は手を軽く振り、首を傾げてみせて「わからない」と伝えている。雷牙は貴族の子として父に連れられ他国に出向くこともあり、火劉の言葉もある程度は習得しているのに。

「雷牙、どうして」

　話さないのと聞こうとしたら、雷牙は首を左右に振った。

「──面倒だから」

　しまいまで言わずとも伝わるあたりに、兄代わりかつ幼おさななじみである雷牙とのつきあいの長さを感じる。

　おかしな仮面をつけて過ごしていても、雷牙は雷牙。椿姫が心細さを感じたときには、呼ばずとも、こんなふうに側に来てくれる。

「さっき、友人か友人に似たものを手に入れるって六花に言われたの。笑って言われたの」

「そうか。笑い女がそれを言うなら吉きつ兆ちようだ。よかった」

　安あん堵どしたように雷牙が言い、女たちが案内するほうへと、星華を抱かかえて先に立つ。

　もしかしてその友だちって朱里なのかしらと、考えてみる。

　まさか。あんなにツンケンした子なのに、どうやって仲良くなれるのか。

　なにより椿姫自身が、朱里と友だちになどなりたくないのだ。なにかにつけて冬威にべたりと張りつく態度に、いちいちむかついているし、悲しんでもいる。早く朱里と離れたい。早く冬威と話したい。

　ぼんやりと考えながら雷牙の後を追う。

　女たちは椿姫を案内しながら、なにかをひそひそと話しあっている。なにを話されていても椿姫には、わからない。火劉語は勢いがいい。弾はずむような言葉は、ただ話しているだけで、勇いさましい調べのようだ。

　部屋に通され、雷牙は星華を布ふ団とんにそっと横たえる。星華の存在を厭いとわしく思い、意見してきた雷牙なのに──ずいぶんとその手つきは優しい。

　久しぶりに雷牙との距きよ離りが近く──二人きりなことに気がゆるむ。

　椿姫は星華にかけた布団を整えるために手をのばす。同じように星華に布団をかけようとした雷牙の手と、椿姫の手が重なる。

　ふいに雷牙が、椿姫の手をつかんだ。露あらわになった雷牙の二の腕に、筋が浮く。日に灼やけた筋肉質の腕。

　雷牙はぐっと身体を沈ませるように身を乗りだし、椿姫の顔に、その顔を近づける。

「椿姫──気をつけたほうがいい」

　ひそやかなささやきが、椿姫の耳じ朶だをくすぐる。

「なにに？」

　しっ……と、雷牙は声を潜ひそめるようにうながす。

　誰に聞こえるというのか。聞こえてはならないことを言おうとしているのか。見つめ返した雷牙の顔に載のる仮面に、椿姫の背中がざわざわとざわめく。雷牙であって、雷牙ではないような──仮面をつけた男。

　兄と慕したった幼なじみの男ではなく、ここにいるのは見知らぬ男なのでは？

　なぜか、そう感じた。というより、雷牙のなかにあった異性をはじめてここで発見したのかもしれない。椿姫などたやすくねじ伏せることのできる、男のたくましい腕。

「俺たちには言葉がわからないと思って安心したせいだろう──案内してくれた女たちは気にかかることを言っていた」

「なにを？」

「なんで阿蝎じゃないんだ、しかもこんなにたくさん来られても困るのに、と……」

「それはそうなんじゃないかしら。ひとりかふたりと聞いていたのに、突然、たくさんの人がやって来たら、食事にしろ寝ね床どこにしろ準備が大変だろうし」

　ひそひそと顔を近づけて語る。くすぐったいような息が椿姫の頰ほおや耳にかかる。

「最初はそう思って聞いていたが……阿蝎老に比べれば、この人たちのほうがだますのはずっと簡単だから、むしろこのほうがよかったと、彼女たちはそうも言ったんだ」

「だますって？」

「わからない。ただ──本音には違いないから気をつけて」

「大丈夫。巫女たちもなにも告げないうえに、笑い女が微笑ほほえんだのだから、なにも悪いことは起こらないわよ」

「またそんな……椿姫は昔からそうやって……」

　雷牙の小言がはじまるか、はじまらないかというときに──部屋の扉とびらが大きな音を立てて開いた。

「なにをやっているのだ？」

　鋼はがねのような硬こう質しつな声と共に、冬威が部屋へずかずかと入ってきた。風が巻き上がったかのような勢いで走り寄り、椿姫と雷牙のあいだに腕を差し入れて二人を引き離す。

「なにも……？」

　言い返して冬威を見ると──冬威の眸ひとみが燃えていた。怒いかりが逬ほとばしり、雷牙を睨にらみつけている。ぎらぎらとした視線が椿姫の心臓に突き刺さる。怒った冬威は怖い。怖いけれど、綺き麗れいだ。

「だったら早く、雷牙どのも自分の部屋に戻もどるといい。雷牙どのの部屋はここじゃなく、一階の外れだ」

「窓を開ければ厩うまやの音も聞こえるだろうか。あまり馬たちから離れたくはないが──冬威王子、あなたの部屋は？」

　雷牙は椿姫から離れ、腕組みをして尋ねる。仮面で顔が見えないせいで、妙みように気取った振る舞いに見えた。雷牙は、落ちついている。

「私と朱里だけがここじゃなく、離れの別べつ邸ていの部屋をあてがわれた。内庭の向こうにある別邸だそうだ。部屋の数が足りなくて、この屋や敷しきだけではみんなを泊められないのだと言うことだが……と、なに？」

　朱里と同じ別邸──という言葉を聞いて、いままで溜ためていたものが椿姫のなかで一気に噴ふん出しゆつする。朱里には当たれなくても、冬威には当たれる。むしろ、冬威だから、大威い張ばりで怒ることができる。

「出てって！」

　硬かたく尖とがった声でそう告げ、冬威と雷牙とをそれぞれに押し出した。どんと突くと、冬威も雷牙も思わず後ろに下がる。

「な？」

「星華が寝てるから静かにしてほしいの。それに私ももう寝たいし──だから出てって」

　本当に言いたいのはこんなことではなく、たとえば朱里の手に巻かれた飾り紐ひもの思い出について問い詰めたいのだ。朱里が持っていて、椿姫は持っていない、冬威の記憶について聞きたいのだ。

　でもそんなことで怒るのは理り不ふ尽じんだとわかっている。嫉しつ妬としている自分は醜みにくいとも思う。さらに、恵まれた過去しか持たない自分だから、冬威や朱里の過去を尋ねることも不ふ興きようを買うのではと怖おそれもしている。

　朱里と一緒に馬に乗ったとか、朱里の隣となりに座ってばかりいてこっちには来なかったとか、そんなくだらない言葉が口をついて出てきそうで、違う言葉で声を荒らげる。馬ば鹿かみたいな激情に、自分で自分を律りつすることができず、どうしたらいいのかと困こん惑わくする。

「まあ……そうだな。椿姫はお休みになられたほうがいい。では冬威王子、参りましょう」

　雷牙が冬威の腕をつかみ、冬威を無理矢理部屋から引きずり出してくれた。

　ばたんと音を立てて扉が閉まり──椿姫は枕まくらをつかんで床へと投げつけた。高ぶる気持ちをどう押さえつければいいのか、まったく見当がつかなかった。

　どうしてこんなに胸のなかが熱くて、痛いのか。苦しいのか。どうすればこの苦痛から解放されるのか、椿姫には対処法が見つからないのだった。







　すやすやと眠る星華が恨うらめしい。

　怒って部屋から押し出しておいて、それでいて冬威が後からまた顔を出してくれればいいのにと苛いら々いらする椿姫である。

　なにを甘えたことをと思うし、矛む盾じゆんしているのもわかっている。でも、その怒りごと受け止め、宥なだめてほしい。そう思うのは我わが儘ままなのか。

　我が儘だろう。

　自問自答。

　答えはたやすく自分のなかに生まれ──仕方がないから椿姫は起き上がり、星華を窺うかがう。苛いら立だちのまま布団のなかに潜もぐりこんだせいで、着替えすらしていない。昼と同じ着物のまま。いつもなら同室の巫女たちも、どういうわけか今夜は一緒ではない。

　村長の屋敷はずいぶんと広い。二階建だての家か屋おくだが、後で建て増して広げたのだろう。渡り廊ろう下かや、別邸がうねうねと複雑に連つらなっている。

　そういえば、雷牙や巫女たちやオルガがどこの部屋にいるのかも、椿姫は知らない。雷牙は一階の外れのようなことを言っていたが──そして、冬威と朱里は内庭の向こうにある離れの別邸──。

　いてもたってもいられず、布団を抜け出して窓を開ける。

　風に流れる雲が夜空の色を濃のう淡たんに染そめる。月は隠れ、雲の切れ間にかろうじて星が散らばり、瞬またたく。

　街路灯があるのは都みやこだけで、都から離れた村の夜は暗い。

　内庭というのはどのへんだろうと窓の外を見下ろす。とりあえず、こちら側ではないらしいことだけはわかる。反対側に向かえばきっと庭があり、そこを歩いていけば別邸があり──そうしてそこに朱里と冬威がいるのだ。

　布団を被かぶったせいで、髪がほつれ落ちてくるのがわずらわしい。まとめた髪を留めていた簪かんざしを外し、くくっていた紐を取る。なだれ落ちた長い髪が顔のまわりに広がる。左右に頭を振ってから、肩先にたまる髪を手で後ろへとはねのけた。自然と朱里の腕に巻かれていた紐のことを思い出す。

　そこまで考えると──椿姫は星華の熟じゆく睡すいを確認して、部屋を出た。二人がどこに泊まっているのかを見て、それでどうなるわけでもないのに、別の空間に閉じこめられているのがやりきれなかった。

　どうせ冬威たちも寝ている。

　でも、寝ていなかったら？　二人で仲むつまじく過ごしていたら？

　確かめなければ、きっといつまでもうじうじと、想像のなかの二人の仲良し具合に腹が煮にえたままなのだ。自身の焦あせりを手なずけるために、椿姫は、外へと出た。

　自分の心の内側にあるものすら飼かい慣らせないで、どうするのかと叱しつ咤たしながら。

　足音を忍ばせて廊下を歩き、階段を下りた。屋敷はしんとして広く、もてなしのあとの寂せき寥りようが家屋の隅すみに積つもっているようにも見えた。

　歩いているうちに、暗がりに目が慣れていく。

　誰もいないのを確認し、玄関を抜け出る。家屋の壁かべに添そって、ゆっくりと進む。

　壁沿いに歩いていけば、いつか家屋の反対側へと辿り着き、そうしたら内庭というものも見つかるはずだ。

　が──椿姫が思っていた以上に、この屋敷は厄やつ介かいな構造になっていた。

　真雍の城も広くはあるが、造りそのものは単純だ。あの城は、敵に攻められたときのことを考えて建てられたものなので、機能的にできている。なによりずっとそこで育ってきた椿姫にはなじみの構造。

　けれどこの屋敷は、初見の椿姫には難なん解かいだ。どこまで歩けばいいのかとうんざりしたあたりでようやく壁が途切れる。

　人ひとりが横になって通り抜けられるぐらいの幅が空あいており、その向こうにまた新しい壁が続く。空間があるということは、つまりこの向こうが離れの別邸になるのか。が、内庭は、ない。

　それでも、向こう側の空間にくぐり抜けられるのなら間違っていないのかと、横になって歩き、狭い空間を抜けることにした。

　ここまでくると意地のようなものだ。冬威たちが泊まっている場所を見届けないと、もう絶対に部屋には戻らないぞと強く思う。

　と──足あし下もとにあるべき地面が、突とつ如じよとして、なくなった。一瞬、身体が浮かんだ気がした。そのすぐ後に降下がはじまる。

　暗がりゆえに確認を怠おこたったせいか──そもそもそんな抜け道めいた場所に深い穴が空いているなどと思いもよらず、椿姫は暗い穴へと転がり落ちていく。叫さけんだ声が暗がりにこだまし、反はん響きようの大きさに、この穴がかなりの深さを持つことを知った。

　そして叫び終えたと同時に、椿姫は穴の底に転ころがった。

　穴底の地面は固く、最初についた足が重みと衝しよう撃げきでねじれ、支えきれずにその場に尻しり餅もちをつく。じんと痺しびれた足が、少しの時間を置いてからじわじわと熱く、痛みはじめた。

「なにこれ。秘密の通路？」

　真雍の城にも裏から抜けるための秘密の扉や隠し通路があった。敵に攻めこまれたときに逃げるための退路。村の長なのだから、もしかしたらそういう通路も屋敷のなかに造られているのかもしれない。

　でも、だとしたらずいぶんときな臭くさい村だ。戦いくさを想定して屋敷造りをしている村の長なんて、聞いたことがない。

　それはそれとして──椿姫はいま、窮きゆう地ちに陥おちいっている。

　見上げてみると薄い明かりが頭ず上じように見えるが、そこは遠く、ちいさい。

　足を引きずり、周囲を手て探さぐりで確認する。滑なめらかな手触り。つまりこの穴は、自然にできたものではない。

　石を積み上げて土が崩くずれないように補強していて、隙すき間まなく並べられた石には凹おう凸とつがなく、挫くじいた足をかばいながらのぼっていくのは難しそうだ。

「──今日はいろいろ降ってくる」

　唐突にすぐ後ろから声がして、椿姫は驚きで飛び上がる。その動きで捻ひねった足に衝撃が走り、疼うずいた。

「誰？」

「それは僕の台詞せりふ。君は誰？　黒い髪。ああ黒い髪だね。じゃあ君は村の咎とが人にんだ」

　落ちついた低い声。振り返ると──すぐ目の前に奇妙な男が立っていた。

　水の流れを思わせる、濃淡のある青い短髪。切れ長の、やはり青みを帯おびた眸ひとみ。白く透すきとおった肌。なにより奇妙なのは、その男自身がぼんやりと闇やみに輝かがやいて見えることだ。それゆえに男は硝子ガラス細ざい工くめいた美しさを放はなっている。

　ひと目で、ああこれは人ではないなと知れる。美しくて、まがまがしい。

　尖った耳の先に視線を止め、ほらやっぱり人間じゃないと、どこか他ひ人と事ごとのような気持ちで椿姫は納なつ得とくする。

　それに、真雍の言葉でもなく、火劉の言葉でもないのに、相手がなにを言っているのかが伝わる。

　突然な出現といい、この男はあやかしだ。

　衣きぬ擦ずれの音をさせて、男は椿姫へと近づいてくる。男が近づくと、椿姫の周囲の空気が急激に冷えていく。錯さつ覚かくなのか、実感なのか、それすらもよくわからない。

　そして同時に──どこからともなく水の匂いがしてきた。

「咎人って？」

　じりじりと後ろに下がりながら応じる。

　狭せまい場所なので、すぐに背中が壁についた。殺気はないが、それでも椿姫は念のため、腰から下げた刀の柄つかを握にぎりしめる。いざとなったら刀を抜いて、戦う。

　魔物だ──でも魔物なのか？

　どうして魔物だと感じたのか。人ではないから。

　そして不ふ思し議ぎと、星華と似た気配を放っているから。

　けれど星華以外に、こんなふうに人の形を保たもって、しかも人の言葉を発する魔物がこの世界にいるなんて。

　いや、そういう魔物も世界にはいると、以前巫女たちが教えてくれていた。しかもそういう魔物たちは、人に育てられて、人の力と知恵を得て──最後に育ての親の魂たましいを喰くらうのだ、とも。

　混乱した思考をまとめる術すべもなく、椿姫は柄を握りしめたまま、魔物を見返す。

「僕の水を飲むと、罪つみのある村人は髪と目が黒く染まっていくんだというよ。ずっとそうだった。ずっとずっとそうだった。そして髪も目も真っ黒になった人の罪が一番強いからと、その人は咎人として僕のもとに落ちてくる。僕はその人の魂を美お味いしく喰らう。だから君がそれだ。今年のそれだ」

　どういう意味だ？

「水を飲むと？　でもこの村の井戸は涸かれていると聞いたわ。水が出なくなったから、それを調べに来たのに」

「んん？　んー」

　ぽかんとした顔をして、魔物が椿姫の頰に指をのばす。身体を硬くし、柄を握る手に力を入れる。それでも刀を抜かなかったのは、あくまでも魔物が自然体で、殺気を感じられなかったからだ。

　魔物の指はとても冷たく──そして触れた箇所がびりびりと痺れた。頭の隅にストンとちいさな光が溢あふれ、すぐにまた消える。

　──寂さびしい。

　何な故ぜかふいに孤こ独どくの穴が椿姫の心に穿うがたれたような気になり、この状況で、どうして唐突に「寂しい」と感じるのか不明で、呆ぼう然ぜんとする。

　怖いならまだしも、何故に寂しい、と？

　魔物は、なにかを確かめるようにしばらくそうやって頰に指を置いていた。

「あ、本当だ。君の身体には僕の力はほとんど混じってないや。僕の水飲んでたら、僕に近い力を宿してるはずなのに、ないねえ。ん。僕の力はない。──けど、あれ、おかしいね。君は人じゃないの？」

　人じゃないって、どういうことだ？

「人じゃないわけでもない？　なんだか違う生き物だ。人でも魔物でもないし、呪じゆ術じゆつ師しでもないし。変なの。咎人でもないのならどうして喰われに来たの。僕、空腹だから食べちゃうよ」

　にっこりと笑って魔物が言う。笑うと無む邪じや気きに見えるのが、かえって怖い。話す内容と表情が一致しない。

　何故かわからないまま涙が溢れだす。目尻から伝い落ちていく水滴。悲しみが胸を突き上げ、まぶたの裏で水になり、瞳から零れていく。

　どうして泣くのか。

　怖いから？　違う。

　どちらかというと──ひとりぼっちだから、泣いている。

　不自然な感情の高まりを、持てあます。自分でも意味がわからない。この状況で、何故、寂しがる？　泣きだすほどに孤独がつらいと感じる？

「井戸水が涸れたのを調べなさいって言われて来たの？　かわいそうね。君は村の人たちにだまされた。だってこの村の井戸水の管理をしているのは僕だもの。涸れた原因は僕が飢うえたからだもの。最初の取り決めどおりに誰かを降ろしてくれないと、僕だって飢えてしまって、井戸水も涸らすさ。だってそういう決めごとだ。僕たちは決めたんだよ。この村の人たちは、人の世の理ことわりから縁えんを切って、魔物になって暮らすって。いつの飢き饉きんのときだったかな、そう決めた。人の食べ物を食べずとも生きていける身体になりたいって、村の長が僕を呼び出して持ちかけたの」

　噓うそなのか、真実なのか。

　言われたままを信じるのなら、村の井戸水が涸れたのは、魔物に人ひと身み御ご供くうを捧ささげなかったからだ。調べる必要なんてひとつもない。それを取り決めとして魔物に水の管理をまかせているのなら、誰も捧げなければ、水は涸れる。

　しかも人の理から縁を切って、魔物になって暮らす村だって？　そんなふうには見えなかったけれど、ここはそれほどに怪あやしい村なのか？

　糸切りの村というその名にはなんらかの呪術がこめられているのかもと、オルガが懸け念ねんしていたが──。

「僕が地下から引いてきて、僕が湧わかした水には呪力が宿るからって、僕をここに閉じこめたときに、そう決めた。それは僕の申し出じゃないよ。僕が死なない程度に咎人を落としては僕を生きながらえさせて、そうやって僕たちは過ごしてきたんだ。でもどうしよう。どうしよう？　だって君は黒い髪だけど咎人じゃないよねえ。しかも人じゃないし」

「人じゃないって、どういう？」

　不審をそのまま口にしたが、魔物は頓とん着ちやくせずに、椿姫に触れていた指を外し、自身の顎あごに押し当てると首を傾げる。

　ふ……と、寂せき寥りよう感かんが消失する。

　そのことに椿姫は呆然とする。いまのは──なに？

「んんんんんー。ね。どうしたらいいのかと思ってたところだったんだ」

　魔物が椿姫の前でくるりと一回転する。そして、再び、椿姫の前にまっすぐに立ったとき──魔物は朱里を抱えていた。

　魔物の腕のなか朱里は紐でぐるぐる巻きにされ、脅おびえと勝ち気とを混合させた瞳を爛らん々らんと輝かせ、必死で手足を動かそうとしていた。猿さる轡ぐつわをかまされて、言葉も発することができずあがいている。

「朱里さん!?」

「んー、君たち知り合い？　だってこの子の髪は赤い。だろう？　今年は赤いのか。それでも食べちゃっていいのかなと悩んだ。黒い髪の人しか食べないって最初に決められたから、そうしてきたのにいきなり赤いの。おまけにこの子には僕の水そんなに流れてないんだ。まったくないってわけじゃないけど、でもずうっと僕の水に浸ひたされてきた身体じゃないの、触ったらわかるもん。ひどくない？　僕ら、ちゃんと約束してきたのに、そういうのってひどくない？　違うことするなら、なにか言ってよって思うよね？」

　朱里がじたばたとあがいている。手首に巻いた退色した朱色の紐の上から太い紐で縛られ、血を滲ませている。椿姫の怒りと勇気が火のように弾けた。
















「朱里さんを放して！」

　椿姫のなかにあった恐怖を、怒りが凌りよう駕がする。魔物になんて食べさせない。

　だって朱里は知り合いだ。しかも冬威の親しい友だちで──寂しい時期を一緒に過ごした幼なじみだ。

　椿姫が嫉妬するぐらいに、冬威にとって大事な妹。みすみす魔物に食べさせるものか。

　かっとなった勢いのまま刀の柄を抜き、魔物に斬きりつける。

　魔物はひらりと後ろに飛んで刀を避よけた。魔物の腕のなかで朱里が低くうめく。

「頼みごとするのに暴ぼう力りよくよくないよー。んー。放してって言う？　放してって、この子？　頼むときは刀使うのよくない。ちゃんと頼んで？」

　拍ひよう子し抜ぬけするようなあっけらかんとした口調。斬りつけられたのに、まるで動じていない。

　魔物だから人と同じ反応を期待してはいけないか。

　この肩すかしな反応は、けれど椿姫にはなじみのあるものだった。六花と雪花と、そしてオルガ。椿姫が思うような反応ではなく、斜め上にねじれた方向で返ってくる。

「放して……ください。その子を放して」

　そして思い返してみれば、六花も雪花もオルガも、椿姫がまっすぐに物事を頼むことを好む。天人の二人はいいとして、オルガは人間のはずなのに、ひとくくりにしていいのか、どうなのか。それはこの際、どうでもいいことだが。

「んー？　どうして？　どうしてこの子、放してほしい？　喰っちゃ駄だ目め？　でも僕ね、お腹なか空すいてるの。この子を食べなきゃ、君のこと食べちゃうよー」

「──放して！」

　今度は刀をきちんと構え、間合いを計はかって、詰めていく。

「だから頼みごとに暴力禁止よー。刀を向けられたら僕、傷つく。僕ね。いい魔物なんだよー？　村の長との約束ね。ちゃんと守ってる。僕ね。約束は破っちゃ駄目だよーって言われたから、きちんとそれ守ってるだけなんだよー？　本当はここから出たいのに……ずっと、ずうううううっと、ここにいるの。どうしてさ？」

　なにかがおかしい。見た目こそ大人だし、魔物ゆえの威い圧あつ感かんがあるけれど──言葉遣づかいのたどたどしさに、椿姫は不審を覚える。十六歳の椿姫より、もっとずっと幼い子どもと話しているみたいなのだ。

「土の底の水みず壺つぼから水が溢れて滲にじむのを数えた、三千と少しぐらい前から、黒い髪しか食べてない。黒い髪の魂しか食べてない。なのに赤いのが落ちてきたら、戸と惑まどうさ。魔物だって戸惑うさ。だろう？　ねえ、どうしてさ？　どうして今年は赤いのと、黒いけど咎人じゃないのと？　それに僕の水飲んでない人と、人じゃないのと？　どうして放すのさ、この子のこと。この子、あったかいのにさ」

　魔物がぎゅっと朱里を抱える。まるで玩おも具ちやの人形を抱きしめて可愛がる幼おさな子ごのような仕草。違い和わ感かんが椿姫のなかで大きくなっていく。

　もしかしてこの魔物は──子どもなのか？

　星華が、そうだ。魔物は見たままの育ち方をしていない。どんどん大きくなっていくけれど、その中身は幼いままだ。人とは違う理で育つ生き物だから。

　子どもなら、もしかしたら言って聞かせることができるかも。ひと筋の光こう明みようが差したような気になる。

「いい魔物なら、その子を放して。だってその子は私の友だちだから」

「友だち？　それ、美味しい？」

「食べ物じゃないの。食べても美味しくない。でも、生きて自分の側にいてくれたらとっても気持ちがいいものなの。ずっと胸があったかくなるの。ひとりぼっちじゃなくなるの。毎日、その人がいるだけで勇気づけられて楽しくて……」

「なんだかいいものだね。友だち」

　ふうん、とのどかな相づちを打ち、魔物は綺麗な笑みを浮かべる。綺麗すぎて、背筋がざわめくような類たぐいの微笑。

「じゃあ、あげない。僕ねー、じゃあこの赤いの友だちにする。食べないで友だちにする」

　計略を間違った。

　しかし次の刹せつ那な、椿姫は刀を振りかざし、魔物へと斬りかかる。

　今度は、逃にがさない。

　なんのために自分は強くなりたいと願ったか。それはこんなときのため。自分にとって大切なものを守ることができるように。手の指には、刀の稽けい古こでできたたこがある。つぶれた血豆の数だけ、椿姫は、かつてより強くなっている。

　そのすべては──こういうときのためだった。

　いま、朱里を魔物に奪うばわれたなら、いままで鍛たん錬れんしてきた意味がない。椿姫が、椿姫である意味もない。

　なにより椿姫は、冬威の悲しむ顔など見たくないのだ。傷ついた朱里の身体を目まの当たりにして、魔物に抱かれたままの朱里を助けられなかったら──もう自分はその後、まっすぐに進めない。

　振り上げた刀は魔物の頭上で止められる。魔物は朱里を抱えたまま、片手をひょいと上げて、椿姫の刀を受け止めたのだ。

　濃のう紺こんの皮の腕当てを刃やいばが切り裂さく。

　ざくりと肉に食いこむ感触が刀を持つ手に這はい上がる。

　血ではなく、黒い璋しよう気きが裂かれた肉の狭はざ間まから零れる。

「怒るよ？」

　ぶっきらぼうに魔物が言ってのけ、椿姫の刀を振り払うように腕を回す。

　食いこんだ刃がその動きで外れた。払われた椿姫は反動でよろける。

　落ちたとき捻った足首が熱を持ち、痛む。でも痛いなんて言っていられない。朱里を助けなくては。

「怒ったよ」

　続けてそう言った魔物は、懐ふところから長い鎖くさりを取りだした。

　傷ついて、黒い璋気を撒まき散らしたきりの手にその鎖を巻いて、椿姫へと狙ねらいをつけて放つ。ずしんと重たい衝撃。鎖が椿姫の刀にからまり、引きずり寄せられる。

　守ること。

　朱里を守りたいのに、朱里はいま椿姫ではなく魔物の腕のなかにいる。

　鎖は魔物の腕の振りに合わせ、生き物のように蠢うごめく。椿姫を引き寄せ、刃から離れた鎖が、今度は椿姫の足下に振り下ろされる。空気が鎖で分断され、ずんと重い風が吹く。

　守りたいのに。

　いまだ朱里を片手で抱えながら、魔物は猫が鼠ねずみをいたぶるように、椿姫を鎖で苛さいなむ。振り下ろし、振り回し、風を起こして、椿姫の手や足や胴を狙う。

　椿姫は鎖の飛行に合わせて跳はね、右に左にと動き、跳ぶ。

　椿姫を動かしているのは、鎖。魔物の鎖に触れないように、前に、後ろにと、逃げ惑まどう。

　逃げているのか。あるいは、惑うているのか。次第にわからなくなる。

　鎖が旋せん回かいする。

　無機物にまでも魔物の灯ともしびは伝でん播ぱするのか、明かりの届かぬこの暗がりで、鎖はぼうっと白く輝いている。

　魔物の身体も淡あわい青を帯びて光る。

　その存在は星や月のようだ。火ではなく、そして陽光でもなく、薄く瞬またたく存在。旋せん転てんする鎖の末端が、闇に青光りする残像をつくる。稲いな光びかりに似たそれに合わせ、椿姫も、また跳ぶ。

　はじめは単調だった鎖の動きが、どんどん複雑なものになる。

　素早く、そして自在に。

　右に左に前に後ろに上に下に。

　舞いのようだと感じる。鎖に合わせて跳ぶ自分をも含ふくめて、ひとつの舞いだ。もう足の痛みも感じない。

　刃はときおり鎖にからみ、不思議な青い光を受け、刀もまた瞬く。

　魔物の鎖が宙に放たれ──間合いを詰めて躍おどりかかる椿姫の胴をなぎ払う。

　鎖を避よけて横に引いた椿姫の刀が、魔物の衣装の裾すそを裂く。

　風が巻き起こる。

　椿姫と魔物を中心として、空気が揺ゆれる。

　魔物は朱里を抱いたまま、椿姫のすべての動きに反応する。

　力の差がここに出ていた。

　朱里は魔物の腕に抱かれてあがき──手首に巻いていた朱色の紐が切れ、落ちる。

「あ──」

　咄嗟にその紐をつかみ取るために、空から手てを出した。出すべきではないと頭でわかるのと、身体の動きとは別だった。

　空中で紐をつかみ取ったが、その手をしたたかに鎖で叩かれる。

　握った拳こぶしの肉が裂け、血が噴ふきだす。

　たたらを踏んだ足が痛みを思い出し、捻った足首が変な音をたててくねりと曲がる。

　腰が引けた椿姫の胴体を魔物の鎖がさらに叩く。

　意志を持った金属の蛇へびとなって、魔物の鎖は椿姫を縛しばり、皮ひ膚ふを裂いていく。

「──っ」

　痛む箇所を特定できないぐらい、すべてが痛い。血を吸った着物が赤く滲んでいく。六花と雪花が怒るな、とぼんやり思う。着物を汚すと巫女たちはいつも怒る。

　あまりにも痛くてくじけそうになったのに──それでも椿姫の手は朱色の紐をつかんでいる。

　放すものか。これは朱里の宝物。

　朱里がどんなふうにこの紐を撫なで、語っていたかを思い出す。嫉妬交じりで朱里の言葉を聞いていた。

　本当は、悔くやしい。朱里がこれを持っていたことが、悔しい。でも──だからといって、こんなことで失わせてはいけない。朱里のために。自分のために。

　見下ろした自分の身体はぼろぼろで、着物のあちこちが破れている。着物の下に着こんだ呪術のかかった鎖くさり帷かた子びらが、はだけた胸元から覗く。

　魔物の淡い光を映うつし、鎖帷子が銀に瞬く。

　立っているのがやっとだ。腫はれた足首。血だらけの身体。

　一瞬の、しんとした気配。

　魔物は椿姫を見つめ──椿姫は魔物と朱里を見つめ──朱里は椿姫を見つめている。

　朱里の瞳が絶望の色に染まっている。我が身がどんなふうに見えるのかを、朱里の暗い瞳で悟さとる。きっといまにも崩れ落ちそうなのだ。

　目に流れこむ汗が染しみる。甲でぐいっと目元を拭ぬぐうと、そこについたのは朱色の血だ。額ひたいか頭にも怪け我がをしたのか。ずきずきと頭が痛む。気を抜くと倒れそうだ。

　だけど──朱里の絶望の瞳が、椿姫の姿勢を正す。

　守ってみせる。

　自分の身はもうどうでもいい。朱里を逃がし、そしてこの紐を朱里に返すと心に決める。握っていた紐を懐ふところにしまう。

　じりじりと、魔物を睨みつけたまま、刀を構えなおす。

　どこから打てば、魔物の隙をつける？

「おもしろいなあ」

　魔物が、言った。

　無心に遊ぶ子どもの口調。魔物はあどけなく微笑んでいる。

「おもしろいよ」

　鎖を振り回して魔物がそう言う。

　頭上で回る鎖に当たらぬようにと身を低くし、椿姫は、陶とう酔すいしているような魔物の台詞を聞く。いまにも笑い声をあげそうな言い方。なにがそんなに、おもしろい？

　最初に腹が、そして胃が、最後に心臓が熱くなる。

　内臓のひとつひとつを熱い塊かたまりに置き換えたようになって、そしてとうとう脳が沸ふつ騰とうする。

　朱里を守りたい。笑い声をあげて人を傷つける魔物の好きになんてさせない!!

　弱くても、かまわない。自分が弱いことはもうとっくに知っているのだ。だから強くなろうとした。弱いなりに、それでも。

　守る。

「私は──おもしろくないっ」

　言い返し、椿姫は右から左手に刀を持ち替える。

　飛んできた鎖を右の腕で受け、巻きつかせたそれを握りしめて、力をこめて引いた。

　斬ざん、という音と共に鎖が椿姫の腕当てを裂く。握った鎖をさらに強く引くと、引き返された力で擦こすれて、手のひらの皮が剝むけ、血が滲んだ。

　痛みに耐たえ、互いに引き合う鎖の距離で間合いを計り、懐へと飛びこむ。

　逆さか手てに持った刀を魔物の肩に突き立てる。肩から璋気と粘ねん液えきが溢れ、鎖を引く力が一いつ時ときゆるんだ。

　刀を突き立てたまま今度は巻きつけた鎖を外し、怯ひるんだ魔物の腕から朱里を奪おうとした。

　すぐ目の前に朱里の顔。閃ひらめく刀と斬ざん撃げきのやり取りに脅おびえていたようで、朱里の瞳どう孔こうは見開いて丸い。

「朱里さん──っ」

　朱里へと手をのばすその前に──椿姫の指と魔物の腕が触れた。

　刹那、魔物の身体を中心に、音も光もない爆発が巻き上がる。

　なだれこんでくる力の種類が、すぐにはわからなかった。

　椿姫の髪が実際の爆風に煽あおられるように扇おうぎ型がたに広がる。着物の裾も捲まくれ上がる。それは魔物の衣装も同様だ。

　触れた指から──圧倒的な力が伝わってくる。強い風。強い光。けれどそれは椿姫の脳内だけを煽あおっていく。それでいて背中は物理的な力に耐えるかのように弓なりにしなり、衝撃で痺れ、身動きが取れない。

　断片のような絵と感情が椿姫のなかに紛まぎれこむ。どくどくと脈みやく打うつ心臓に向かい、強く送りこまれる。

　怒りで熱くされた心臓は早はや鐘がねのように鳴っている。

　炎になって燃えたぎっていた身体の内側を煽るような風と──そして、水。

　魔物から伝わってきたのは、水に似たものだった。揺らいでいる。淡く光っている。静かに波打つ。寂しいという気持ち。

　寂しい。悲しい。孤独。

　ずっとひとりで閉じこめられている。落ちてきた人はみな魔物を怖がる。畏い怖ふし、泣き、叫び、だから魔物は悲しくてその魂を喰らう。

　どうせ誰も遊んでくれないよ。だって自分は魔物だから。昔は違ったのに。魔物のなかにある記憶。

　魔物を人の形に育て上げた人は──男で、そう、いまの魔物にとても似ている。静せい謐ひつな美び貌ぼうの──呪術師だろうか。穏やかな声で魔物に話しかける。

　もしも私になにかあったら、そのときは私を食べてでも、おまえだけは生きながらえるといい。私が死んでも、そうしたらおまえと一緒だよ。私の魂を喰らった後、私の魂はきっとおまえのなかにある。だから寂しくないだろう。だからそのときは私の魂と共に、おまえは好きに生きるといいよ。

　そうして呪術師は死んだのだ。

　詳細の見えない映像。燃える家と、外から響ひびく罵ば声せいと、口から血の糸を垂らしながら魔物を見つめる瀕ひん死しの呪術師と、その言葉と。魂を食べて一緒に。その後はずっと一緒だから寂しくない。後は好きに生きるといい。だから食べた。でも寂しい。魂を食べた後も寂しい。呪術師は魔物のなかにいるというけれど、話しかけても返事をしてくれないよ。寂しいよ。寂しいよ。

　叫ぶことすら忘れ、ただ涙を零して閉じこもる子どもが──魔物だった。

　魔物の感情が椿姫に伝わる。寄せては返す波に足下を洗われるかのように、魔物の感情と記憶が椿姫の一部に触れては、また遠ざかっていく。切れ切れの情景と、圧倒的な孤独と寂せき寥りよう感かん。灼けつくほどに胸が痛い。涙が椿姫の瞳から溢れだす。止まらない。

「わ────っ!!」

　絶叫を逬ほとばしらせているのが自分の喉のどなのだと気づいたのは、呼吸がつらくなってからのことだった。

　広がった髪や不自然な形にしなった身体が元に戻る。

　身体中の神経がひりひりと痛む。

　涙だけはまだ溢れつづけ──血の滲んだ手は魔物の肌に触れたきりだ。朱里を抱きしめる腕に直じかに触り、その冷たさをいまは感じている。

「おもしろかった。もっと遊んでくれたらいいのに」

　邪気なく告げる魔物の顔がすぐ間近で──椿姫はいまは怖さより怒りより、切なさを感じている。

　いま、椿姫のなかに生じたものがすべて魔物の記憶なら、なんて寂しい。でも、触れただけで魔物の記憶がわかるなんて、そんな馬鹿な。自分の頭がおかしくなってしまったのではと不安になる。これも魔物の力なのか。

「朱里さんを放してくれたらもっと遊んであげられる。両手を使って、遊ぼうよ」

　動揺しているせいか、いつもよりやけに声が低くかすれている。

　触れた腕からは──やはりまだピリピリと伝わってくるものがある。

　肩に刀を突き立てられたままで痛いだろうに、椿姫の台詞を聞くと、魔物は満面の笑顔になるのだ。

　なんでそんなに愛らしく笑う？　魔物のくせに。

　やはり自分の頭が壊こわれたわけではなく、いま見たものは魔物の記憶なのだろうか。そう信じてしまえばすべてがうまく収まるような気もする。物理的な痛みや衝撃が強すぎて、あれは気のせいだったとは思えない。たしかに、なにかが、椿姫に向かって流れてきたのだ。

「わかった。じゃあ放す」

　まるで子どもの反応だ。

　魔物は朱里を抱く手から力を抜いた。途と端たん、朱里が倒れそうになる。

　慌あわてて朱里を受け止めて、地面に座らせると身体を縛りつけている紐を外していく。猿さる轡ぐつわも外す。

「遊ぼう」

　魔物が言う。

「待って。──それから、ごめん。その刀、ごめんね。痛かったね」

「んん？　少し痛いけど、平気」

　小首を傾げ、飼い主の命めいじたままに待機する犬のように見つめてくる。

　どうして突然こんなに従順になるのか。その豹ひよう変へんぶりからすると、椿姫はなにかをやはり魔物から得たようだ。

　記憶を得たから従順になる？　まさか。わからない。

「んー、人じゃないねやっぱり。君はでも、僕のお父さんに似てるー。お父さんはここまで痛いことしなかったけど、でも似てるな。なんでかな。悪いことしたら、痛いことされるって、そういえばお父さんも言ってた。そっかー。痛いことされたなあ。なにか僕、悪いことした？」

「ごめん。痛くして、あの……うん。ごめん」

　しかしどうして魔物に謝罪しているのかと、自分でも戸惑う。幼子のような生き物に、道理がわかっていないからといきなり体たい罰ばつを与えてしまったかのような罪ざい悪あく感かん。

「──っ。なにしてんのよ。あんた馬鹿なの？」

　猿轡を外すと、朱里がまず咳せきこみ、それから椿姫を罵倒しつつも手を握った。椿姫は懐から取りだした紐を突きつける。

　朱里の大切な宝物は、とりあえず守ることができた。朱里は紐を勢いよく奪い取り、そのまま椿姫の手を引き、四つん這いのまま遠くへと逃げようとする。

「朱里さん？」

　朱里は腰が抜けているようで、自力では動けないらしい。椿姫が動かないことに業ごうを煮にやしたのか、目をつり上げて怒ど鳴なりつけてきた。

「あんたさっきからひとりで魔物に語りかけてるけど、なにやってるの？　なにが、ごめん、で、なにが遊ぼうよ。どうなってるの？」

　朱里の唇から矢や継つぎ早ばやに言葉が溢れる。

「なんで逃げないの？　魔物はシューシューとかガーガーとか、獣けものがうめいているみたいな音しか出してないのに、どうしてあんたは会話できるの？　あんた……何者？」

「え……シューシュー？」

　予想外のことを言われ、椿姫は魔物と朱里とを見比べた。魔物は平然とした顔で、椿姫の次の動きを待っている。

「んー、んーとね。その人の言ってること正しいの。いままで落ちてきたなかで、僕の言ってることちゃんとわかって返事してくれたの、君だけなのね。それで僕ももうちょっと話したり、遊びたいって思ったんだ。お腹は空いてるけど、僕がここにいるだけで、人から僕を怖がる気が溢れてくるから、それ食べてるとちょっと小腹が満たされるのね？　でも、満腹にはならないし、ここに落ちたら、人の食べ物がないからみんな死んでくし。死ぬならじゃあ僕が食べちゃったらいいと思うし、そうしたら僕のなかにみんな一緒になってくれるって、僕のお父さんは言ったの。でも僕は寂しいままなの。おかしいね？」

「じゃあ私たちは食べないで。たくさん怖がってあげるから」

「んー、噓。その赤い子はそうでも、君もう僕のこと怖くないみたい？　や、怖いけど、もっと違う気持ち？　もっとあったかいものだね。お父さんが僕にくれた食べ物。食べ過ぎると僕、お腹壊すのね、それ。美味しいけど。お父さんはそれが愛情っていう食べ物だと思うって言ってた。愛情は美味しいけど、僕たちには、量が過ぎると毒なんだってー」

「そ……そうなんだ」

　どうやら椿姫の感じた記憶の断片は事実らしい。恐怖と、なんともいえない胸が引き絞しぼられるような憐れん憫びんとのふたつの感情が、椿姫のなかで戦っている。

　星華にも少し似たところのある魔物が、哀あわれだ。

　人に育てられ、人に似た形になり、人の思考を植うえつけられ──なのに人に置き去りにされて、たったひとりぼっちで異種としてここに閉じこめられた幼子。

「朱里さん、私、この魔物の話してる言葉わかってるみたいなんだけど……朱里さんにはどう聞こえるの？」

「シャーって、威い嚇かくする獣の声よ。あとは蛇の這う音みたいなものとか」

　朱里は疑わしい目つきで魔物を凝視している。目を離したら、いつ飛びかかってくるかわからないといった風ふ情ぜい。

「んー、変ね。僕は人の言葉わかるのに、僕の言葉をわかる人、お父さんだけだったのね。でも君もわかってくれる。君はじゃあ、僕のお母さん？」

「はい？」

「人には両親がいるって聞いたのね。お父さんはいたけど、僕にはお母さんいなくて。僕はお父さん食べたけど、それって、たくさん魂食べたら、寂しくなくなるってお父さんに言われたからね。それでたくさん魂食べたらきっと僕も人に近くなると思ったの。だって食べることで一緒になれるって、そういうことなのかなって思ったの。だから僕もたくさん食べてきたからかなり人に近くなって、それでお母さんができるってことなのかなと思って」

　さすがにそれは無理だ。星華ひとりで魔物の母は手いっぱいだ。こんなに育った魔物まで息子に迎え入れるだけの度量はない。オルガならもしかして大喜びだろうか。

　オルガのことを思い出したら、地上にいるあらゆる人たちの顔が一気に噴出した。冬威に、雷牙に、六花と雪花。星華。父の博雅王。

「……お母さんにはなれないわ。でも──友だちにならなれると思う。友だちになれるから、だから私たちのこと食べないで、ここから出してくれる？」

　オルガや、六花と雪花なら、きっとそう持ちかけるだろう。手持ちの駒こまをどう動かし、自分に有利にことを進めるか。相手はまだ子どもで──でも椿姫もまだ大人ではなくて──。

　魔物が、どうして笑いながら戦っていたのか、わかった。

　この魔物はまだ幼いだけなのだ。

　見た目よりずっと幼く、だから、相あい対たいして戦うことそのものが、ただ遊びとして楽しかったのだ。

　ずっとひとりで過ごしていて、久しぶりに誰かと遊べた。それが嬉しくて魔物は笑った。

　決定的に椿姫を痛めつけなかった理由も、それだ。遊びだから、ぎりぎりに痛くなる程度の手加減。猫が鼠をいたぶるようなやり口に残ざん忍にんだと感じたが──同じに遊んでいるとしても、その手加減の理由が微妙に違う。

　椿姫はまだ大人になりきっていないから、魔物の気持ちがわかるような気がした。気のせいかもしれない。でも、魔物の寂しさは伝わってきた。戦っていたときの高こう揚ようも、遊び相手ができる喜びも。

　だって、ひとりは寂しい。誰も遊んでくれない毎日は、つまらないし、空むなしい。

　友だちになっても最終的に、魔物は椿姫と朱里を食べるのだろうか。その疑問は、いずれ星華は椿姫を食べるのかという疑問にもつながる。

　魔物を置き去りにして先に死んだら──寿じゆ命みようの違いからすると、人が先に死ぬのは仕方のないことだが──残された魔物たちがどうなるのかの見本。人と関わる術すべを教えないで星華を置いて逝いってしまったら、きっと星華もこうなる。孤独に惑い、遊び相手を探し、飢えと寂しさから、人を喰う。

「いま食べないことはできるけど、いつか人は死ぬよ。死んだら、じゃあ食べさせてね。ここから出たいなら出してあげたいけど、僕は出方を知らない。僕、飛べないし、ここに落とされたときからずっと、出られないでいる。出られるのなら、もう出てる。だってここつまらないから」

「呪術的な契約で囚とらわれているわけじゃなく、物理的に出られないだけなの？」

　聞きながら、椿姫は魔物へと近寄っていく。刀の柄をつかむ。昔、星華を助けたときのように、刀を抜いて止血すればいいのだろうか。その後はどうしよう。

「朱里さん、この魔物、呪術でなにかに囚われてますか？　そういうのわかりますか？」

「わかるわよ。私は──ちゃんとした呪術師よ。私を縛った紐にも呪まじない封じの強い呪術がかけられていた。見れば……すぐ……ああ、そうね。契約は、ある。閉じこめられているわけではなく、取り決め？　水にまつわる？　そういえば井戸の水が涸れてるんだったっけ」

　呪いつきの紐をほどけなかったことが悔しかったのか。朱里は怒った顔でそう告げた。それから、半眼になりぼそぼそとなにかをつぶやく。呪いの言葉だろう。わからないから聞き流し、そのかわり椿姫は目の前の魔物に集中する。

　朱里を縛っていた紐を拾い上げ、魔物の身体の、人の心臓に近い位置を締め上げる。魔物にも心臓があるのかは知らないが。

　血が流れず、黒い璋気と粘液が噴き出る体内は、どのようになっているのか。人と同じ処置でいいのか自信がないので、縛り上げても刀は抜かずにおいた。

　痛そうにはしているが、それで悲鳴をあげるでもない魔物の様子に、こういう大きな魔物と戦うのはたしかに命がけだなと肝きもに銘めいじる。

「ねえ、僕、死ぬのかな」

　きょとんとした顔つきで魔物が言う。思わずむっとして言い返した。

「死なないわよ。死なせないから」

　自分が傷つけておいて言うのもどうなのだろう。我に返る。変な話だ。

「もし僕が死ぬなら、お父さんと一緒になれるかな。死んだら僕のこと食べていいよ。君、僕の友だちになったから。友だちって、はじめてだな。それは、あったかくていいものなんだよね？」

　屈くつ託たくなく言われ──胸が詰まった。魔物って怖い生き物じゃないのか。人を襲おそい、獣を襲う、醜しゆう悪あくで残ざん酷こくで討とう伐ばつすべき対象ではないのか。

　星華といい、この魔物といい──椿姫の周囲に集まってくる魔物たちは、いったいなんなのだ。

「食べないわよ。私は友だちのことは食べないの。普通は友だちのことは食べないものなの。だからあなたも私たちのこと食べないの。友だちになったなら、ね。わかる？」

「お父さんは食べるけど、友だちは食べないんだ。わかった」

　神妙な顔でうなずかれ、頭を抱える椿姫だ。根本的に間違っているが、どう訂てい正せいしたらいいのかわからない。

「きゃ」

　朱里が悲鳴をあげた。朱里の付近をパタパタとちいさな魔物が飛びまわっている。蛾がのような大きさの、蛾よりもっと羽根の数の多い魔物がチイチイと鳴き、飛びまわる。

「んー、うるさい」

　美しい人型の魔物が朱里の側へと手を差しのばし、蛾たちをひょいと手のひらで掬すくう。握りつぶした拳を開くと、なかで魔物は消えている。きっと食べてしまったのだ。

「ここにはまだ魔物がいるの？」

　尋ねると、魔物がうなずく。

「んー。いるよ。だってここは水が近いから」

「水が近いからって？」

「すべての水のはじまりと終わりはー、魔物の王の城につながってるんだー。見たこともなくても。魔物はねー、大きいのも知恵のないものもみんなねー、みんなわかってる。水のはじまりと終わりの匂いがするところから、自分たちが生まれたって。だから、んーと、ここにも魔物いるよ。水の匂いするし」

　また、水だ。孔く雀じやく湖この水。井戸水。

　調べろと言われたのは、水ばかり。魔物と水は引き合うのか？

「それ……楽器？　気になってた。お父さんがね、音楽が好きだった。聞かせて」

　魔物が椿姫の帯に挿してある笛を目に留めて、ふいに言う。言われるまで、そこに笛を挿したことを忘れていた。

　星華の『運命の笛』。阿蝎のところで、呪術的なものに星華が惹ひかれていた様子からすると、魔物というものは呪まじないの匂いに強く惹かれるのかもしれない。

「これは……笛だけど、でも」

「聞かせてくれなきゃ、あの赤い子のこと食べるよ。君は食べないけど、あの子はまだ友だちじゃないような気がするんだ」

「ちょっ……」

　覗きこむ魔物の目は意地悪く光っていた。

　こういうところは、魔物は魔物だ。人の理を超えたところにいる生き物。でも巫女たちも、あとは人のわりにはオルガも──似たような生き物だ。だから対処法には、ある意味で慣れている。

「吹いてあげるから、赤い子のことも食べないと誓ちかって。あなたのなかのお父さんに誓って」

「んー？　ん」

　うなずく魔物の誓いがどれほどの効力を持つのかも不明。でも、まあ、いい。口くち八はつ丁ちようでこの場を切りぬけられるのなら。

「でも、聞こえるかしらね。私は音楽が下へ手たなのよ。それに、この笛は音が出ないの」

「聞こえないときは赤い子を食べる」

「駄目よ。もしもどうしても誰かを食べないと飢えるというのなら──私を食べて、あの子は助けて」

　しんとした冷えた闇に、自分の告げた台詞が拡散していく。

　朱里が目を丸くしている。口元を覆おおい、なにを言っているのだこの人はという顔をして椿姫を見ている。

　魔物がなにを言っているのかわからず、椿姫の言葉だけが理解できるのなら──朱里はさぞかし不安なことだろう。

　椿姫は朱里に微笑みかける。

「大丈夫。あなただけは助けてもらうから」

「ど……どうやってよ」

「わからないけど、いまから考える。大丈夫。守るから。あなたのことだけは守るから」

　それは自分自身への誓いでもある。

　かつて椿姫は冬威に、椿姫の刀は他者を守るための刀だと言われた。自分のためだけでは闘えなくても、他人のためなら闘える、強い刀だと──そう言われた。あれは椿姫の誇ほこりだ。冬威という強い男に認められた、その事実。

　どうして魔物の言葉が椿姫に伝わるのだろう。人じゃないと魔物に言われたのは、そういえば左手の黒い爪の変色に関わることなのかもしれない。

　星華を育てているうちに、星華の息吹いぶきが椿姫にも伝わっている？　魔物の気が椿姫に混じってきているのかも。

　笛を手に取り、横に構えて、吹き口に唇を寄せる。

　これでこの笛の音を、魔物が聞き取ったらそれはそれで嫌だなと、ちらりと思う。椿姫の運命の相手は魔物だったなんていう結論が出たら──死なずに済んでも立ち直れない。

　でも冬威は、椿姫の吹いた笛の音に反応しなかった。では、誰が反応してくれるのか。そしてこの穴の底からどうやって抜け出ればいいのか。

　笛なんて吹いている場合ではないのにと頭の隅で思いながら──椿姫は意を決して笛に息を吹きこんだ。

　助けて。

　もしもこの笛の音が聞こえるのだとしたら──その人は運命の相手。

　助けて。私を。

　でもなにより朱里を。助けて。

　願いながら──頭の半分で、ここから抜け出るために必要なことを考えていた。
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　そんなつもりじゃなかったのにと、冬とう威いは踊おどるオルガを半眼で眺ながめていた。

　雷らい牙がと椿つばき姫ひめが距きよ離りの近い部屋で泊とまることに我が慢まんができず、話があるからと噓うそをついて雷牙の部屋へと無理に立ち寄った。

　もちろん椿姫が、冬威に内緒で雷牙の部屋を訪おとずれるなんてことはないと信じている。でも、信じているのと、余計な嫉しつ妬とをしないのとは別の話なのだ。

　椿姫の部屋で、雷牙と椿姫が接近していた。それを目まの当たりにして、苛いら立だった。

　実際、仮面をつけたきり外はずすそぶりのない雷牙の頑かたくなさに対して、いくつか聞きたいことがあったのは事実なのだ。一度、男同士で話をしなくてはと思っていた。

　が、それを見かけたオルガに「オルガも仲間に入れてください」と言われ、押し入られたのは予定外。さらにオルガが二人巫み女こまでも呼びだし、歌ったり、踊ったり、謎なぞの手品や、どこで披ひ露ろうする予定なのかわからない芝しば居いの稽けい古こを見せられるハメになるとは、まったく思っていなかった。

　しかもオルガは冬威たちが見ているだけでは満足せず、一緒に踊れだの、共に芝居のあらすじを考えて役者として立てだのと、言いたい放題。

　おまけに呆ぼう然ぜんとすることに──オルガが演じてみせたのは、椿姫と冬威との出会いの情景とそれにまつわる旅の行程を芝居仕立てにしたものだった。仮面をつけているからと、雷牙が謎の仮面男として、冬威の役を演じさせられている。椿姫の役は、なぜだかオルガ。

「困った。椿姫さまの役にしてはオルガの場合、色気がたっぷりすぎるのです。胸がないのは同じですが～」

　椿姫が聞いたら噴ふん飯ぱんものの台詞せりふだ。

「じゃあ宰さい相しようが椿姫を演じるのはあきらめるといいと思います。そもそもこれを芝居にして、誰に見せる予定なのですか？」

　雷牙が呆あきれた声で聞く。仮面に顔が隠かくれていても、呆れているのはよくわかる。

「もちろん博はく雅が王おうにです。王にさまざまなことを報告するのは私の務つとめ。それもできるだけ王に楽しんでいただける仕し様ようにするのは私の趣味！」

　きっぱりと言いきられ、雷牙が絶句する。

　芝居はこれから中身を吟ぎん味みして練ねり直すので、次は巫女とオルガによる舞ぶ踊ようを見せますと、オルガは雷牙を追い立てて、巫女たちを呼ぶ。巫女たちとオルガはとても息が合っている。

「……真しん雍ようで務めるのは大変なことなんだろうな」

　そこが客席だと定められた窓際にある椅い子すに、雷牙が座る。冬威は隣に座る雷牙に、ここにきて心底同情を覚える。

「いえ。オルガさまとは城に戻もどれば、さほど関わることはございませんので。俺はそもそも警備隊の人間ですから」

「ひょっとしてその仮面は、君の意向というより、オルガ宰相の趣味なのか？」

「最初はそうでしたけど、つけているうちに仮面のままのほうが気楽になりまして。表情を気け取どられないというのは俺のような人間にとっては楽なものです。あなたと話すのも気き後おくれしないで済む」

　胸を張って雷牙が言う。

「本当は気後れなどしていないだろうに。……雷牙どのとはちゃんと話がしたかった。互いの身分や職務は一いつ時とき忘れ、心を開いて話しあいたいと。……もう少し静かなところがよかったが……」

　どこから持ってきたのか、巫女が三さん絃げんをつま弾びいて、歌う。オルガは両手に鈴を持っている。歌い踊る様子はとにかくにぎにぎしい。

　宴うたげの席の無礼講と思えば、オルガが空中で回転したり、逆さか立だちしたりしている姿もまた一いつ興きようか。しかしこの中年宰相の身の軽さには舌を巻く。遊技団に入って小こ銭ぜに稼かせぎができそうなぐらいだ。宰相なのに。

「ええ。俺も冬威王子と一度話がしたかった。身分が違うので、この旅を終えて真雍に着いてからでは、冬威王子と二人で顔を合わせる機会はなさそうですし……」

　そう言うと、雷牙は仮面を手に取って外した。鬱うつ陶とうしそうに眉まゆを潜ひそめ、仮面を忌いま々いましく見下ろし、側に置く。

　漆しつ黒こくの眸ひとみと黒く凜り々りしい眉。清すが々すがしい端正な顔立ちが露あらわになる。

「ずっとこれをつけてお話しするのも失礼ですので、外します」

　そう礼儀正しく言ってのけるところが、雷牙のいいところであり、堅物なところでもあるのだろう。

「そうか。ありがとう。──というか、仮面をつけて過ごすのは、正直、窮きゆう屈くつなものだろう？　いつまで続くのかと思っていた」

「ええ。窮屈で息苦しかった。王子はよくもまあ、前の旅でずっと天女面をつけて過ごしたもんだなと思います」

　真実味のある言い方に、思わず冬威は笑ってしまった。仮面をつけてずっと過ごした者にしかわからない不自由さを、いま、二人は共有している。

「わかったのは他にもいろいろあって──たとえば俺は仮面をつけても、外しても、俺でしかないってことです」

　オルガと巫女の踊りに視線を合わせたまま、互いに目を合わせることなく会話する。それでも冬威は雷牙の意識を、ヒリヒリと神経が痛むように強く感じている。雷牙もまた、冬威の強い気を察知していることだろう。

　一度、剣を交まじえてみたいものだ。横に並んで座り、別なことを話しているのに、そんなことをつい考えてしまう。

　雷牙はきっと強い。でも自分はもっと強い。負けない。

「先日の腕うで相ず撲もう──あれは私の勝ちではなかった。力は拮きつ抗こうしていたし、どちらも勝ちでも負けでもなかった。卓が壊こわれてあやふやになってしまったのが残念だ。いつか雷牙どのとは、なにかでやり直しがしたい」

「そうですね」

　雷牙の声に少しだけ頑なさが感じられる。

「雷牙どのが椿姫にとって大切な味方のひとりであることを、私は前回の旅と今回の旅を通して感じている。ところで、今回の婚約は国同士のしがらみによるものが大きい。私も私で、火か劉りゆうの王子といっても、国にとってはいつ打ち捨ててもかまわない駒こまのひとつでもある。私が幼い頃に泰たい国こくで人ひと質じちとして過ごしたことを、貴君も知っているかと思うが──」

「はい」

「もしも私になにかがあったら、椿姫を頼めるのはおそらく貴君なのだろうと思う。恥ずかしい話だが、私は火劉に腹ふく心しんと呼べる部下がいない。唯一、私が頼れるのは阿あ蝎かつ老だ。阿蝎老は私にとって親のようなもので、信頼し尊敬もしているが──悲しいかな、老おいつつある。それでも私になにかが起こり、そのときに阿蝎老が存命ならば、あの隠かくれ里ざとの村に行き、阿蝎老を私の名のもとに頼ってほしい。知恵と力を貸してくれる。椿姫のためにそうしてくれと、くれぐれもと頼んである」

　自分になにかがあったとき──まだ婚約をしたばかりなのに、もう自分に不測の事態があったときの算さん段だんかと思わないでもない。

　けれどそれが王の一族であるということ。椿姫はもはや名ばかりの花嫁ではなく、冬威にとってはかけがえのない存在なのだ。だから阿蝎に引き合わせて、そのうえで万が一のときのことを頼んでおきたかった。

「はい」

　雷牙の返事は短い。武人らしく、簡かん潔けつだ。きっぱりと迷まよいのない言い方を好ましく感じる。

　雷牙をいままで見てきて、椿姫のためになることを勇気を持ってやってくれる男と見こんだ。だからこうやって腹を割って話したいと願ったのだ。
















「私は真雍の王を信じていない。宰相も含めて、信じていない。けれど博雅王もまた、椿姫が婚約したからといって、それだけで火劉の国や私のことをいきなり信用したりもしないだろう。お互いさまだ。互いに王であり、王子なのだから、腹に一いち物もつは隠し持っている。博雅王は、そんなにたやすい男ではないだろう。そして火劉の過か鉄てつ王おうは──我が父王もまた、見たままの王ではない」

　雷牙は肯こう定ていも否定もせず、耳を傾けている。

「椿姫の身の上にとって、私の存在が邪じや魔まだということが起きたら、貴君にその判断をまかせよう。椿姫のために私を殺せ」

　冬威は淡たん々たんと告げる。ずっと考えていたこと。

「え？」

　雷牙がはじめて冬威に顔を向ける。冬威の横顔に雷牙の視線が刺さる。

「椿姫のためになると貴君が判断したときには私を殺せ。おそらく私はやすやすと貴君の刀の錆さびにはならない。返り討うちにしてしまうこともあり得る。それでも貴君はただひたすら椿姫のために尽くしてくれ。私を敵にしようとも」

　椿姫はこれから強くなっていく。勝ち気で我わが儘ままな姫君。

　冬威は椿姫の手を取った。そこに迷いはなく、ゆえに一緒にこの後の世を生きて──生きのびて楽しく暮らしていこうと決めている。椿姫に背中を預け、共に闘たたかえる日もいつか来るだろうとわくわくしている。

　それでも自分が第二王子であることは、忘れない。まだ自分は一国の王ではなく、過鉄王にとっては国を大きくしていくための駒のひとつでしかない。

　血を分けた肉親だからといって、それがなんの役に立つ？　たとえば椿姫は、たったひとりの姫なのに、国のために嫁に出ろと冬威のもとに差しだされた。

「真雍には、まだ女王が立ったことはないと聞いている。しかし、それだけが椿姫を外に嫁とつがせた理由ではないだろう。婚約をしておいてなんだが、私のもとに、真雍の王のたったひとりきりの血筋の姫が嫁いでくるというその事実を、きな臭く感じる──考え過ぎなのかもしれないが」

　そしてまた、真雍の警備隊の男に、こんな心情を吐と露ろしていることそのものも、危あやういものだといえる。

　けれど──ずっと冬威は雷牙を見てきた。

　雷牙は、椿姫のことは絶対に裏切らないと、わかる。正直者で、頑固な部分があり、こうと思ったら曲がらない武人。不快や疑ぎ惑わくはすべて顔に出る。

　前回の旅では冬威は雷牙に、ずいぶんと胡う散さん臭くさげに見られたものだ。あからさまな敵意と嫉妬のまなざしを浴あびせられ、冬威もまた不快を感じた。

　しかし一方で、わかってもいた。雷牙に寄せた椿姫の信頼はあまりにも深く、美しいものだ。一いつ朝ちよう一いつ夕せきで得られる信頼ではない。椿姫のその信頼を一心に受けている雷牙に対し、やきもちを焼いた。

　だからこそ、我が身になにかあったときに椿姫を頼むのは雷牙しか考えられない。

　そしてそれは策さく略りやくでもある。真まっ向こうから頼まれたら雷牙はそれを断れない。断る類たぐいの男ではない。

　しかし、冬威になにもないときは雷牙の心配は無用という念押し。平常時には、自分より下がった位置で椿姫を見守れというあからさまな牽けん制せいでもある。

　それでも雷牙はうなずかざるを得ないのだ。

　なぜなら雷牙は、冬威と火劉という国とを、いまだ信じていないから。椿姫が踏みつけられるような事態になったら、容よう赦しやなく冬威の首をはねていいと言われたら──うなずくしかないだろう。椿姫を守るために雷牙は首しゆ肯こうする。

　冬威がひとつの駒として動かされているのと同様に、椿姫もまた、なにかの戦略のための駒として動かされていることは、見え透すいている。

　それが王である父たちの策略。ただし、ひっくり返せる機会があれば、いつでもその絵図を違う形に──冬威自身の絵図に描き直してみせる。

　椿姫となら──それができると思った。

　あのやんちゃで向こう見ずな姫には、運気を引き寄せるなにかがある。そしていまでは、椿姫のすべてに冬威は惚ほれこんでいた。

　ひとめ惚れに近いものだったが、知れば知るほど惹ひかれていく。

「我が国の宰相は、貴族とは盗み聞きをするものだとおっしゃる。でも武将になる予定の俺は、卑ひ怯きような真似は決してしたくない。あなたは戦うことに長たけてはいるけれど、それでも武人ではなく貴族なのでしょうね。ずるい人です。でも──そういう人だからこそ、椿姫をまかせることができるのかもしれない。椿姫は貴族なのにとても単純だ」

「その単純さが愛いとおしい。貴君を兄と慕って育ってきて、貴君を模も範はんとしたせいなのかもしれないな。あの人は、どこまでもまっすぐだ」

　きっと憎ぞう悪おを抱くときすら、まっすぐなのだろうと思う。感情をねじらせることなく、対象に正面から嫌けん悪おを叩きつける。

　なにもかもが顔に出る椿姫が、朱里に対して、嫉妬の感情を露あらわにしている姿を見ると、優越感を抱くことができた。

　わかっていて放置した自分はかなり底意地が悪い。

「冬威王子なら俺よりも遠くまで、椿姫を連れて行くことができるのでしょう。悔くやしいけれど、それは認めます。──それと、いつぞやの腕相撲は俺の負けでした。勝敗は決まっていないなんて言っていた奴やつもいたけれど、卓が壊れたからと気を抜いたときに、俺はあなたに負けたんです。最後の最後まで勝負を闘ったあなたは、強い。でも──いつか本物の刀であなたと戦う日が来たら、そのときは、俺は最後まで気を抜かず、あなたに勝とうと思っています」

「そうだな。いつかそんなときが来たら──貴君とは、本気で戦いたい。できるなら、余計なしがらみのない場所で、誰も泣かすことなく──」

　どちらも頑がん張ばれと、腕相撲のときに椿姫はそう応援した。どちらかが負けたら、椿姫は絶対に傷つく。

　椿姫を傷つけたくなかった。泣かせたくなかった。どちらも勝たなくてはならないのだから、無茶苦茶だ。

　でも椿姫がそれを望むのなら、冬威はそうありたいと努力する。

　雷牙と雌し雄ゆうを決するのではなく、どちらも勝った形で、椿姫の側にいよう。

「俺は……椿姫が泣いても、あなたに勝ちたいと思う。それがいいのか悪いのかは、わからないけれど」

「武人らしい。それになにより、貴君らしい」

　それでいいと、雷牙に対しては思う。苛立ちもするし、嫉妬もするが──雷牙は、椿姫にとってなくてはならない守護者なのだ。

　今後はできるだけ大目に見ることにして──それでも腹が立つときはあからさまに邪魔してやる。きっと椿姫は気づかないが、雷牙は気づいて苦笑することだろう。

「……椿姫には振り回される」

　ふと零こぼれた本音に、雷牙が同意した。

「まったくです。天然ですからね、あのお姫さまは」

　いとも愛しげにつぶやくのが、癪しやくに障さわる。でも見逃そうと決めたのだから、詰なじらず、いまは聞き流すことにしよう。

　二人の会話を無視して、六りつ花かと雪せつ花かが楽器を奏かなでている。オルガがくるくると旋せん回かいしている。見たことのない踊りを踊りだし、回ったり、身体をひねったり、跳とんだりと忙しい。

「宰相にも……振り回される」

　続けて言うと、雷牙は肩を落とした。

　同情すらできないぐらい、本気で、オルガの振る舞いに参っているのかもしれない。横目で雷牙を見た。かわいそうに。

　──そのとき。

　唐突に、冬威の頭のなかに笛の音が侵入する。

　脳みそを攪かく拌はんするかのような、鋭するどい音だ。ちいさな刃やいばで引き裂さかれるような音。

　誰かの悲鳴に似た、その音色に──助けを求められているのだと、どうしてか瞬時にそう感じた。

「──聞こえる。笛の音が。これはなんだ？」

「笛？　なにも聞こえないが」

　雷牙が不ふ審しんそうに返す。

「聞こえない？　まさか。こんなにはっきりと──なんだか嫌な予感がする。誰かに呼ばれている。誰か──」

　笛の音の後に椿姫の声が続く。

　──助けて。ここにいる。助けて。出られないの。私を──私たちを救って。私はここよ。

「椿姫？」

　幻げん聴ちようか？

　立ち上がり、巫女たちに「楽器を止めてくれ」と頼む。

「聞こえないか？　笛の音と、そして椿姫が助けを呼ぶ声が聞こえるのだ。私の頭に直じかに響ひびいてくるような……」

「笛の音など聞こえませぬが」

「そういえば椿姫はもう眠られているでしょうか。オルガさまに呼ばれてこちらに参り、それきりで──」

　巫女たちがそれぞれに首を傾かしげる。いつも変わらない平坦な声こわ音ね。それに紛まぎれて椿姫の「助けて」という声と笛の音。苦しげな音だ。

「……雷牙どの、椿姫の部屋を見てきてくれ」

　頼む前に、すでに雷牙は立ち上がり、扉を開けて駆かけていた。

　どうしてか、冬威は部屋に椿姫はいないと確信できた。それは、キリキリと頭のなかで音を高くする笛の音でわかる。

　椿姫が呼んでいる。助けを求めている。素直にそう感じられることの奇妙さについては、いまは考えられなかった。早く行かなくては。

「私は笛の音が聞こえるほうを探してくる」

「笛なんて聞こえないのに？」

　踊りを止めたオルガが眉をひそめる。

　自分にだけはっきりと聞こえる笛の音。その怪異ゆえに、冬威は走りだす。いつもと違うことが起こっている。冬威にだけわかるなにかが頭のなかに侵入している。ならばそれは自分が解決しなくては。

　椿姫が、呼んでいる。

　心臓がぎゅっと強く引き絞しぼられ、いつもより重くなった。愛しい者に危険が迫せまっているかもしれないと感じたとき、人はこんなに怖く感じるものなのか。目に見えない、脳のう裏りに聞こえる声だけなのが余計に忌いま々いましくも怖おそろしい。

　耳を澄すまし、冬威は、頭のなかをきりきりと痛めつける笛の音の招まねく場所を探すために、外へと走りだした。







　涸かれた井戸がある。

　そもそも井戸を調べるためにこの村に寄ったのだ。

　こだまのように頭ず蓋がいに響く笛の音は、どうやらこの井戸の底から聞こえてくるようだ。

　月も星も薄い暗い夜。灯火も持たずどうやってここまで走ってきたのか、冬威にははっきりとした記憶もない。取り憑つかれたように音を追ってきた結果、井戸に辿たどり着いた。

　だから井戸を覗のぞきこむ。

　涸れたきりの井戸の暗い穴は、地の底にまでくりぬかれたかのような漆黒の闇やみに満たされている。

「ふむ。この底に椿姫さまがおりますのか」

　つられたように冬威の後ろを走ってきた巫女が言う。

「信じてくれるのか？」

　冬威のなかでは確信。でも、他人には聞こえない笛の音や、頭のなかにしか響かない人の声など、他人の身の上に起きたことなら、冬威も眉まゆ唾つばで聞く。

「犬笛の音を聞いた犬のような顔をして、冬威どのが走っておられたので。なにが犬笛に当たるものかは定かではないが、なにかを聞いたのでしょうよ、その耳が」

「私は犬か」

　巫女たちにかかれば冬威も、そんな程度の扱あつかいだ。天人なので仕方ない。

「底に行きたい。綱つなになるようなものを──」

「綱のご用意はできますが、しかしこの井戸、涸れているとは大おお噓うそで──なにやら水の匂いがいたしますがのう」

　井戸の縁ふちに両手をついて、覗きこんだ六花が鼻をひくつかせてつぶやいた。

「水が？　だったら姫は？」

「溺おぼれているんじゃないですかのう。でも死なないような気がしますよ？　泣き女が泣かないのですから、溺れはしてもそんなに悲しいことには──」

　カッとなって目の前が赤く染まる。

　なんて悠ゆう長ちような。天人だからといって、暢のん気きにもほどがある。

「綱を」

　叫さけんで手を出してはじめて、雪花がどこからともなく太く立りつ派ぱな綱を取り出す。

　呪じゆ術じゆつに長たけて、未来を告げる天人たちなのに、どうしてこんなに役立たずなのか。必要なときに気働きをする気配がない。見てるだけの巫女たちだからと、椿姫がときどきむっとしていた理由が、さすがにわかった。

　冬威は綱を井戸の脇わきにある木の根元にきりきりとつなぎ、井戸へと投げ下ろす。綱が底についた感触があった。

「やはり涸れ井戸だ。綱が底に落ちても水音がしない」

「あら面めん妖ような。だとしたらこれから水が湧わくのかもしれません。涸れていた井戸になにかの理由で水が湧く。そういえば誰も聞かないから答えなかったが、この井戸は魔物の匂においがいたしますよ？」

「な……んだって？」

「ええ。しかもとても強い魔物でしょうね。星せい華かが育つとこうなるのかもというような、人に育てられて、知恵もついた類の魔物の力が井戸の底から伝わって参ります」

「なんで……もっと早くに言わない？」

「あら、だって」

　と、巫女たちは二人で顔を見合わせた。

「どなたも我らには尋たずねなかったので。こちらから申し上げてしまっては、見るべき楽しみが減るかもしれぬ。それは我らにとっては耐え難い苦痛」

「なにせ我らは、見るのが役目で、そのために天てん道どう山さんから下り申した」

　無表情の巫女たちに怒りを覚えた冬威である。椿姫は、まったくもって、どうしてこんな連中とあんなふうに笑顔でつきあってこられたのか。

「じゃあ見てろ。そこで見ていろ。でももしも椿姫が怪け我がをしていたら──たとえ天人といえど容赦はしない」

　言い放つやいなや、綱を身体に巻いて井戸へとひらりと下りていった冬威に、六花と雪花は「あら、怖い」と平静な顔のままでささやいたのだった。







　井戸の底は乾かわいていた。けれど巫女たちの言ったとおり、水の匂いがどこかから漂ただよってきている。さらに言えば、井戸の横に抜け道のような穴があり、水の匂いはそこから流れてくるのだった。

「椿姫っ？」

　井戸のなかには誰も見あたらず──もしも椿姫が助けを求めているのだとしたら、抜け穴の方向なのだろうと見当づける。

　明かりを持ってくるべきだった。

　穴底は暗く、ずっと上にある星明かりだけが頼りだ。井戸の底から見上げる外の世界は丸く区切られている。丸い空。丸く黒い空にまばらに散る星。今こ宵よいは星の数も少なく、雲が夜をむら染めしている。

「冬威さま？　雷牙さまが戻られた。姫は部屋にはいなかったそうじゃ」

　頭上から巫女の声。

「そこに雷牙どのがいるのか？　では雷牙どのは、ここ以外にどこか地下に通じる穴がないかを探してくれないか？」

「わかった。六花さま、オルガさまにそう伝えてください」

　上から落ちてくる声。同時に雷牙本人も下りてくる。

「どうして？」

「椿姫を助けるのは俺の役目でもあります」

　刀に手を当て、冬威を睨にらみつけて言う。

　自分が雷牙の立場でも、たしかに他をあたってはいられなかっただろう。頼もしい男だと思う。恋敵でなければもっとありがたいのだが。

「素直に肯定はできないが──っ」

　身体が勝手に動く。背中の大太刀を抜き、雷牙に向かって振りかざす。

　雷牙は慌てることなく、冬威に背中を見せて背後を振り返ると、群むれ飛んでくるものを刀で斬って捨てる。

　飛ひ翔しようするちいさな欠片かけら。鱗りん粉ぷんを振りまいて飛ぶ蛾がのような、鼠ねずみほどの大きさの魔物が、ぶうんとうなりながら奥から飛んでくる。

　雲うん霞かのごとく湧いてくる似たような魔物を、二人で並んで斬り捨てた。黒い璋しよう気きを撒まき散らし、魔物の群舞が終しゆう焉えんする。

　だが──この場所に椿姫がいるのかと思うと、ぞっとする。この程度の魔物ならみすみす喰くわれる椿姫ではないが──。

「ここに椿姫がいるのか？」

　魔物が消えて、刀を下ろした雷牙が聞いてきた。

「ああ」

「では探さなくては」

「そうだな」

　いちいち詳くわしく説明しなくても済むのは、ありがたかった。

　明かりが届く範囲の穴はよかったが、そこからさらに先に進むと、漆黒の闇が広がっている。見えなくなったところで椿姫が魔物に襲われていたら、どうすればいい？　不安で背中が冷たくなる。

「どうして私が君を襲ったと思わなかった？」

　冬威は、雷牙に尋ねた。

「俺を目がけた足の進め方じゃなかった。もっと後ろを見み据すえた構えだ。だから俺の後ろになにかがいると思った」

　ちらりと雷牙を見る。淡々とした顔つき。なるほど。強い。

　それにしても──自分が無む鉄てつ砲ぽうなのは知っていたが、ここまで無茶なことをする男だったのかと、嘆たん息そくする。笛の音と椿姫の助けを呼ぶ声と。それが絶対の真実だと信じて動いたが──こうやって井戸の底に下りたってしまうと、理性のある行動だったとは言いがたい。

　でも──つられて共に下りてしまう恋こい敵がたきもまた、理性においては同類だ。

「椿姫ーっ？」

　返事を期待しない、問いかけ。それでも耳を澄まし、いらえを待つ。

　横穴はかなり大きく、人が立って歩けるほどだ。しかしそんな井戸があっていいものか。井戸が涸れたのは、ここに横穴が空いているせいではないのか？

　ただしそうなると、この横穴の果てには地下水が溜まっているはずで、この暗闇の中、そこに向かうことは危険が伴ともなう。自分も無む鉄てつ砲ぽうだが、椿姫はその上をいく無鉄砲さだ。もしかしたらこの穴に入ったのかもしれない。

「……まったく、あの姫は」

　ふと、ひとりごちる。心配で胸がつぶれそうだから、それをまぎらわすために独どく白はくを漏もらす。なんと手間がかかって、心配をかける姫なのか。

　かすかに遠くから──笛の音。

「……こっちだ。……この横穴から笛が聞こえる」

　そうでなければいいのにという方向から、椿姫の気配がする。金属の尖とがった棒で頭のなかと胸のなかをかきむしられるような音。

「なにが？　俺にはなにも聞こえないんだが」

　雷牙が戸と惑まどいと苛立ちを抑おさえきれない様子で言う。

　冬威は、目を閉じる。

　どうせ目もく視しがかなわないなら、気配を辿ろう。刀を手にして戦うときと同じ。目的の相手の気を察知し、注意深く拾う。

　どこにいる？　どこを見ている？　どこに向かう？

　椿姫の気配は燃えるような赤と、ときどきひらめく金色。まれに薄暗い紫。

　彼女の気配は蝶ちようのようだ。鱗りん粉ぷんを撒まき散らし、ふわふわと飛翔する。遊んでいるようでいて、真剣に飛び、生きている。

　目を開けて、横穴に足を踏み入れる。迷わぬようにと片手で一方の壁に触れ、少しずつ進んでいく。ときどき目を閉じる。椿姫の声と笛の音を探る。

　近づいてくる。近づいてきて──すぐ側だ、そのうねった穴の曲まがった先。

　──そこに、まず朱しゆ里りがいた。

　その後ろに、見たこともない美しい男がいた。渓けい谷こくの川の流れのような清々しさを持つ美び貌ぼう。青い髪。

　それから──笛を吹く椿姫がいた。

　青い髪の男に抱きかかえられ、懐ふところでくるりと丸くなったまま笛を吹いている。
















「椿姫？　な……」

　駆け寄るのは、冬威も雷牙も同じ速さだった。

　椿姫の全身はぼろぼろで、汚れた衣装に身を包んでいる。やけになったかのように笛を吹いている。冬威の姿を見つけたせいか一旦止まり、すぐにピ────ッと警けい笛てきのような激しい音になった。驚いて、息を吐きだしてしまったのだろう。

「椿姫、笛をやめろ」

　耳をふさいで、叫んだ。

　すぐ横に並んでいた雷牙の動きが止まる。

「俺には笛なんて聞こえない」

　雷牙の声が冬威の鼓こ膜まくに忍びこむ。

　こんなにうるさい笛の音が、聞こえないなんてことがあるのか？

　冬威はいま一度、大声で言う。

「椿姫、笛をやめてくれ！」

　心配して探しての第一声がこれかと、自分の滑こつ稽けいさにちょっとだけ笑える。

　笛をやめろって、なんて台詞せりふなのか。それでも椿姫が見つかったなら、それでいい。

　いいや、よくない！

「その男は何者だ？」

　椿姫を横抱きにしている男が問題だ。椿姫も椿姫で、抵抗もせずに抱きかかえられて笛を吹いているなんて、とんでもないことだ。

　冬威の頭に血がのぼる。怪我はしているが生きているという安心と、でも椿姫を救いだして抱きあげてもいいのは自分だけだという怒りとで、感情が波打つ。

「椿姫が私の婚約者だと知っての狼ろう藉ぜきか？」

　と言いかけた冬威の横で、雷牙が、

「魔物だ」

　と、つぶやいた。

　言われて、ハッとして眺め直す。

　人の形をしている美青年だが、まず発光しているので、人だとは思えない。なにより耳の先が尖っている。それに椿姫の刀を肩先に突き立てていて、その切り口からときおり黒い璋気が零れている。

　切られて血を流すのは人で、璋気と粘ねん液えきを流すのは魔物だ。

　椿姫は「下ろして」と魔物に言う。魔物が素直に椿姫を下ろす。ストンと足をつくと、椿姫が痛みをこらえるように顔をしかめた。

　朱里が「冬威さま」と叫び、駆けてきた。冬威はまっすぐ椿姫のほうへ向かう。

「椿姫、大丈夫か!?」

　椿姫の後ろで、魔物がシューシューとうなる。蛇の威い嚇かくのような音。殺気はないが、習ならい性しようのようなもので瞬時に冬威の手は刀の柄つかを握にぎっている。腰を低くして、すぐに刀を抜いて打ってかかることのできる姿勢をとる。

　すぐ横で雷牙も刀を抜き、まっすぐにかざした。切っ先は魔物に向いている。

「待って。冬威王子、雷牙、待って、この魔物は友だちなの」

　しかし身構えた冬威たちの目の前に、両手を広げて立ちはだかったのは椿姫だった。

「友だち？」

「やっぱり冬威王子にも、魔物の言葉はわからないのかな？　どうしてか私には、魔物が話す言葉がわかるの。それでこの魔物は寂さびしがり屋で、この村の人たちにだまされてここに落とされたことがなんとなくわかったの。星華みたいに人に育てられて、そのときは村人と仲良くやってたんだけど──養い親が死んだ後は、魔物の力を操あやつろうとする呪術師がここに魔物を閉じこめて──」

「私は寝てるところを縛しばられて、井戸に落とされました。そのときに聞いたところによると、村人は何年かに一度、魔物が飢うえたときに生いけ贄にえを差しだすことで、井戸の水を保たもってきた。いま水が涸れているのは、魔物が空腹になったから。その生け贄にするために私のことを呼び戻したんです」

　朱里が椿姫のたどたどしい説明を補足する。

　朱里は、いつのまにか冬威の背後に回り、冬威の背中の服の布を握っていた。

「生け贄だって？」

　冬威は思わず聞き返す。

「ええ。それから、この魔物は水すい妖ようの変化したものでしょう。魔物が地の底から汲くみ上げた水には、呪まじないと魔の力が宿るようです。まだその水を見ないとわかりませんが──糸切り村の人びとは、普通の人間たちより、あやかしの力が強い。隠かくれ里ざとほどの修しゆ行ぎようの末の呪術力はないけれど、もっと天然の、魔の気配を感じます。私ですら、わかる。巫女たちに聞けばその裏も取れるか、と」

「巫女か──どうして彼女たちは自分から気づいたことを告げようとしないんだ？」

　冬威の八つ当たりの矛ほこ先さきは、巫女たちに向かう。

「ええと……六花と雪花は見てるだけの巫女だから、こちらから聞かないと教えてくれないし、こちらから指示を出さないと動かないのよ」

　困った顔になり、椿姫がそう言う。

　実感として巫女の役立たず具合はわかりつつある冬威なので、その点は同情する。あの二人に育てられたのだから、しなくてもいい苦労をしているにちがいない。

　ここにきてようやく、朱里の手が震ふるえているのに気づく。よほど怖い思いをしたのだろう。

　なのに冬威は、いまこの瞬間まで、椿姫と魔物しか見ていなかった。朱里のことを頭から追いやり、椿姫を抱きかかえる男の姿に怒り、戸惑うだけだった。

　申し訳なく思う。

　誰かを強く愛するということは、それ以外の者たちを切り捨てることにつながるのか。こんなにまで、ひとりの人間を強く助けたいと念じたことはなかった。

　つまり冬威は──椿姫をかけがえのない相手だと思っているのだ。

　かけがえのないただひとりの女性。

　その女性は、たどたどしくも必死に自分へ訴えている。

「それで……ええと、まずはその刀から手を離して。魔物は友だちにはなったけど、お腹が空いてるままなのよ。私の気を食べていいよって伝えたから、今は私の気だけでしのいでるけど──本当はもっといろいろと食べたいみたい。魔物ってそもそもなにを食べるのかな。もう、だんだんわかんなくなってきた。──まあいいわ。それは六花と雪花に聞くとして……とにかく！」

　椿姫が顔を上げ、笑った。

　血と泥で汚れ、目の上に青あざとこぶができていて、せっかくの美しい顔が変形しているとんでもない事態だというのに──その笑顔は晴れやかで、優しくて、なによりとても誇ほこらしげだ。思わず、見とれるぐらいだった。

　魔物は一切の殺気を放はなつことなく、興味深げに子し細さいを見守っている。

　注意深く魔物を観察してみれば──下げた両手や、脱力して立つ足先にも、闘う気が感じられない。

　子どもの魔物を拾った次は、大人の魔物を手なずけたのか。なんていう姫君だ。厄やつ介かいなものばかり味方にする。

　でも──だからこそ、飽あきそうもない。

　椿姫の行動は、冬威の想像のさらに上をいく。

「とにかく、ここから出られるのよね？　冬威王子と雷牙がここにいるっていうことは、なんの策もなく落ちてきたってわけじゃないわよね？」

「まあ、そうだ。このまま、来た道を戻っていけば井戸の底に着き、そこで声をかけたら巫女たちかオルガどのが綱を引いてくれるだろう。地上に戻れる」

　しかし、そう尋ねるということは、椿姫は朱里を助けようとして、綱を用意する間もなく自ら井戸に落ちたのだろうか？　後でその向こう見ずさについて、少し説教をしてやらねばならない。

　と、呆あきれていると──雷牙やオルガや巫女たちが、四六時中、椿姫に対して何事かを教え諭さとしている理由についても、ここで思い当たる冬威だった。

　巫女たちも巫女たちだが、椿姫も椿姫だ。どっちもどっちとは、こういうことか。

　しかし冬威も今回のことに関しては、椿姫に強くも言えない。向こう見ずさについては似たようなもの。

「よかった。助かった」

　へなへなと倒れこみそうになる椿姫を、冬威はしっかり抱きしめる。

「よくない。俺以外の男に抱き上げられるなんて──ちっともよくないな」

　零れた本音を押しとどめる気は、欠片かけらもなかった。椿姫には、口に出して言わなくては伝わらないのだ。

「え……」

　椿姫が絶句する。

「たとえ魔物だろうと、男で、しかも美男子だ。それにあれは絶対におまえのことが好きだ」

　実際、こうやって椿姫を抱きしめる冬威を、じっとりと見つめている。

　雷牙だけでも苛立つのに、ここにきて美貌の魔物までもが恋敵になるなんて冗談じゃない。

　誰と戦っても負ける気はしないが──それと、これとは、別なのだ。

　魔物にまで嫉妬しているのかと、情けなくも思う。でも魔物とはいうが見た目は男で──しかも綺き麗れいな顔をしていて、おまけに椿姫を抱きかかえていた!!

「好きっていうのとはまた違うと思うけど……嫌われてはいないかもしれない、わね」

　歯切れの悪い返事を、椿姫が寄よ越こす。天然で、冬威の嫉妬心を煽あおるのだから、たまったものではない。

「だったらそんな相手に黙って抱えられてないで、自分は婚約者のいる身の上なのだからと、断れよ」

「……歩けなかったから。足が痛くて…………ああ見えて、いい魔物なの。素直な、いい子なのよ」

「だから俺の前で他の男を褒ほめるな」

　腕を回して、きゅっと締めればそのまま骨ぐらいへし折れてしまいそうに華きや奢しやなのに──どうして椿姫はこうも必死で戦うのか。

　血に汚れた顔が愛おしい。

　こんなに殺さつ伐ばつとした姿をした女性を慈いつくしみたく思う日が来るとは思わなかった。

「なにをどうしたらこんなに怪我をする？」

　ざっと椿姫の全身を見回した。

「あの、見た目はすごいけど、致命傷はないの。こっちは必死だったけど、相手は手加減してたみたいね。ちょっとそこは腹が立つけど」

　確認すれば、汚れと血の量ほどには深い傷はない。一番気になるのは腫はれた足首だ。冬威は椿姫の腰に手を回し、ひょいと抱え上げる。

「な──」

「首に手を回してつかまってろ」

　語気強く言いきった。見知らぬ謎の魔物には抱きかかえられても、冬威に抱かれるのは嫌だなどとは言わせない。

「ここに至るまでは一本道だったから、そのまま取って返せばいい。申し訳ないが雷牙どの、朱里のことを頼む……ん？」

　ふと見ると椿姫は耳まで真っ赤になり、うつむいている。

　刀を持って暴れ回る一面と、抱き上げられて羞しゆう恥ちで赤面する一面。そのどちらも椿姫の本質だ。椿姫と過ごす日々は、まったくもってずっと飽きないに違いない。

　冬威はちょっとだけ溜りゆう飲いんを下げた。

　魔物に抱かれていた椿姫は、いま腕のなかにいるような、愛らしい表情はしていなかった。

「心配したんだ。いいから、黙って抱かれてろ。その程度の褒ほう美びをくれてもかまわないと思うが？」

「褒美って……重たい私を抱えるのが褒美になるわけないのに」

「なるよ。愛しい人を抱きしめるのは、男にとっていつだって褒美だ」

　暴れるかと思ったが、椿姫は黙って冬威の首に手を回した。しかし恥ずかしさのあまりか、視線を決して交えようとしない。明後日あさつての方角を見たまま、冬威の首筋にぎゅっと顔を押しつけた。

「……さっき、冬威さま、俺って言った、わね」

「うん？」

「いいの。なんでもない」

　ちいさく首を横に振る仕草が愛らしくて、冬威の頰が自然とゆるむ。

「ねえ。あの魔物も連れて行ってもいいわよね？　このままにはできないし……」

　椿姫の問いに、ちらりと魔物を見る。相変わらず、黙ってこちらを見つめている。

「魔物の友だちに、私たちのことは襲おそうなと伝えてくれ」

「うん。大丈夫。魔物の言葉が他の人には伝わらないだけで、私たちの話は魔物には理解できてるみたいだから──冬威王子が私の大切な人なんだって、ちゃんと伝わってる。だから襲わない」

　大切な人、という言葉を、椿姫は無意識に選択したのだろう。でもその言葉は冬威にはとても甘く響いた。なによりの褒美だ。

　抱き上げたまま歩きだす。

　朱里はしばらく黙って二人を見ていたが、雷牙に「行こう」とうながされ、二人の先に立って歩きはじめた。

　冬威たちがここにやって来たとき、魔物と朱里のあいだに椿姫が入っていたという並びは、朱里の安心のためであろう。なのでここはやはり朱里が先頭で隣に雷牙、次に椿姫を抱いた冬威で、最後に魔物となる。

　後ろを魔物がついてきているという境きよう遇ぐうは、あまり心地ここちいいものではなかったが、椿姫がそうしていたのだから、冬威にもできるだろうと覚悟を決める。

　変なところで毎回冬威の度量を計はかる姫君だ。それもまた、愛おしいと感じるのだから、仕方ない。冬威も椿姫同様の変わり者だ。

　ずっと生しよう涯がい、冬威の器うつわを試すような行動を取り続けていればいい。冬威の側から離れずに、冬威を終始、呆れさせてくれればいい。

「でも……どうして？　どうして助けに来てくれたの？」

　首筋に吐息がかかり、くすぐったい。

「その笛だ。笛の音が頭のなかに飛びこんできた。椿姫の声も聞こえた。いてもたってもいられず、走りだして──そうしていま、ここで、こうしているわけだ」

「不思議ね。これは『運命の笛』と言われて渡されたけど──隠里の宴の夜にも吹いたんだけど、冬威王子には聞こえなかったでしょう？」

「調べないとわからないが、血のせいかもしれない」

「血？」

　痛ましい思いで椿姫の全身を眺める。椿姫の手足は血まみれだ。その手で持った笛にもまたべたりと血の跡がついている。

「耳学問だが、仕上げに、当人の血や髪を捧ささげることで完成する呪まじないは多いそうだ。椿姫の血がつくことで『運命の笛』の呪いが完成されたのだろう」

「そう？　じゃあ、いまも吹いたら聞こえるのかしら」

　椿姫が持っていた笛を構え、口につけようとした。冬威は慌あわててその動きを止める。

「やめてくれ」

　どうしてと、もの問いたげな顔をした椿姫に──取とり繕つくろう言葉がすぐには出てこなかった。

「椿姫には音楽の才はないようだ。すまないが、いまは聞きたくない」

　椿姫は愕がく然ぜんとした顔になり、唇をへの字に引き結んだ。先を歩いている朱里に冬威の台詞が届いたのか、弾はじけるような笑い声が聞こえた。
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「悪わる巧だくみときたらこのオルガにまかせるといいのです。オルガは人を陥おとしいれるのが大好きな、できた宰さい相しよう。変へん態たい博はく雅が王おうの右みぎ腕うで～」

　とんでもないことを自じ慢まんげにつぶやき、ひとりうなずくオルガの前に──紐ひもでぐるぐる巻きに縛しばられた村人たちが集められている。

　井戸から引き上げられた椿つばき姫ひめが最初に目にした光景は、それだった。

　東の空の端が明るい光の矢を放はなち、木々や家か屋おくが地べたに影を伴ともないはじめる。夜明け前の空は透とう明めいに青く、穴の底の闇やみに慣なれた目にまぶしい。

　椿姫たちが井戸の底でもたもたしているあいだに、地上では地上の争いがあったようだ。

　オルガは上がってきた冬とう威いの前に頭こうべを垂たれ、手短に現況報告をする。

「冬威どのに、オルガ申し上げる。ここに縛りあげられた者たちは、過か鉄てつ王おうの世に、村ひとつ丸ごとで謀む反ほんを企たくらんだ咎とが人にんたちです。彼らは、人の理ことわりとは違う世界を築きずこうとしていました。人の王の治おさめる火か劉りゆうの国で、人ならざるものの理にのっとった村を築くことはすなわち謀む反ほん。ですがオルガはこの国においてはただの旅人です。彼らの処しよ遇ぐうについては、冬威どのにおまかせしたく存じます。過鉄王にはよしなにお伝えくださいますように」

　井戸の周囲で騒いでいたら、村人たちに襲われ、オルガと巫み女こたちとで叩きのめして縛りあげたのだという。

「待つ他にやることもないので退屈しのぎにいろいろと聞きだしましたら、この村の井戸は魔物が水の加減を調整する魔の井戸で、何年かおきに生け贄にえを捧ささげることで魔物を宥なだめていたのだと知りました」

　穴のなかで椿姫が魔物に聞いた内容とほぼ合がつ致ちしている。

「飢うえるのがつらいからと魔物に似た生き方をするのは、それは本人の勝手。けれど村ひとつ丸ごと、魔ま性しようになろうと村の長おさが主導したのは、それは国のなかでは謀反の種。種が発はつ芽がするか、発芽したあとどんな花となり実となるかには個人的に興味はありますが、処罰するのは国の王の仕事でしょう。ゆえにオルガは冬威王子に報告をいたします」

　話の筋はとおっている。冬威は冷れい酷こくな顔つきで村の長を見つめ、口を封ふうじていた猿さる轡ぐつわを外はずして、問う。

「魔物の水を飲めば、飢え知らずになれたのか？」

　村の長はふてぶてしく冬威を睨にらみ「ああ」と応じた。

「過鉄王が即位して以来、この村に限らず、もうずっと我が国には飢き饉きんも戦いくさもなく、飢えなどないはずだ。実際、夕べのもてなしでも大量の食べ物が卓にのぼっていた。なのにどうして飢えを怖おそれる？」

「そう言えるのはあんたらが貴族さまだからさ。王子とは知らなかったが──ともかく、そんな奴やつらに俺たちの不安がわかるはずもない。いつまた戦が起き、飢饉になり──飢えて死ぬかもしれない。そんな脅おびえを感じたことなんて、あんたらにはないんだろうさ」

「そうだな。私にはその脅えはわからない。私にわかるのは──飢えを怖れるがゆえに、人という同胞を贄にえとして魔物に差しだすことの正しさと痛みだけだ。誰かの犠ぎ牲せいのうえに、いまのおまえの生命と豊かさが成り立っている。しかし私の知る世界は、そういう世界だ。私の豊かさは、別な誰かの不運のうえに成り立つ。不本意ながら、それが我らの住む世の理」

　冬威の言葉が椿姫の心を縛りつける。切りつけてくるような痛みを感じた。

「飢えぬこと以上の謀反など考えていなかったとすれば、村の中でなにを決めようと問題はないともいえる。──しかし、村の長よ。おまえは他の村の人間を生け贄に選び、同行者を巻きこんで危険にさらした。過鉄王はどう思うか。そして、いいように利用されたと知った、隠かくれ里ざとの長もどう判断するか」

　そう答え、冬威は村の長の口を再び封じる。布で口元を覆おおい、もう目を合わせもしない。

　告げる冬威の横顔は、ぞっとするほど冷たい。椿姫に語りかけ、笑ってくれるときとはまるで違う厳げん酷こくさが滲にじみ出る。

　彼は、王子なのだ。博雅王がときおり見せる冷れい徹てつさと同じだ。人の上に立つことは、他者に冷たくあることを強しいられるのか。椿姫にはそれが、つらい。

　縛られた人びとはある年齢以上の男たちだけだ。女性と子どもは、まとめて鍵かぎのかかる部屋に閉じこめているのだと聞いた。

　まったくなんの配慮もなく縛りあげたわけじゃないのだと、わかっている。でも、あの猿轡も、あの手足を縛る紐も、できることなら外してあげたいと思ってしまう。

　が、朱しゆ里りも同様のことをされ、井戸に落とされたのだと思うと──外してあげてと言ってはいけないのだとも思うのだ。

「ひとまず朱里と共に隠里に戻り、阿あ蝎かつ老に報告をしてから、城に戻ろう。取って返すのは面倒だが……」

「ならばオルガも参ります。六りつ花かさんと雪せつ花かさん、星せい華か、椿姫さまはこの村でしばしお待ちください。椿姫さまの身体からだと心の療養が優先です。女性ばかりでは心もとないので雷らい牙がさんも村に残り──」

「いや、俺が行こう。ここには冬威王子に残ってもらえばいい」

　雷牙がすいと前に出て冬威に言う。雷牙はもう仮面を外している。

「俺が被かぶっていた仮面を基もとにして俺の人ひと形がたを作ってくれ。村にある程度の人が残っているように見えたほうがいいだろう。残党もいるかもしれない。……二人巫女はなまじの男より強いし容よう赦しやないし、百人や二百人ぐらいならあっという間にぶちのめしそうだが……念のために」

　椿姫は久しぶりに、雷牙の顔をまともに見た気がした。雷牙の清せい潔けつなまなざしが、椿姫に注がれる。まっすぐで、凜々しくて、端正な、記憶のままの雷牙がそこにいる。

「えええ。ずるいのです～。星華だけじゃなく、さらに魔物のお友だちなんて素敵なものがやって来て、オルガだってもっと仲良くなりたいし、オルガもお友だちになりたいのに、大人だから面倒くさい責任を背負って隠里に戻るなんて言っちゃったのに、雷牙さんてばいい人だから嫌だ。冬威王子と代わるなんて、なんだかいい人すぎて、オルガは雷牙さんに妬ねたましさいっぱいです!!」

　身もだえするオルガの側に、つと魔物が近づいた。いまはもう肩に刺さった椿姫の刀は引き抜かれ、巫女たちによって怪け我がの治療を施ほどこされている。

　過去に巫女たちが星華に施した、魔物の治療の様子を見たことがあったが──あれは酷ひどいものだった。治療なのか、痛めつけているのかわからない行為。同様のことをされて、それでも平気な顔をしているこの魔物は、きっととても強い魔物なのだ。

　そうして、たいていの人間なら、魔物に無言で近寄られれば怖がるものなのに、オルガの場合は目を見開き「なんだか近寄ってきたので、オルガも行きまーす」と叫さけんでいきなり魔物に抱きついている。

「んんー、この人？　椿姫、この人、なに？　さっきから僕のこと好き好き友だちになりたいってすごく何度も言ってきてるの。なんなら結婚しようって。結婚ってなんだろう」

　魔物がオルガに抱ほう擁ようされたまま、両手をひらひらと持ち上げて、椿姫に問いかける。その言葉はやはり他の人たちには伝わっていないようだ。巫女たちにさえ、なんとなく言いたいことが伝わる程度で細かい部分までは理解できないらしい。星華はまだ眠りつづけているので、魔物との意い志し疎そ通つうがどうなるかは不明。

　オルガときたら、いつのまにそんな告白を魔物相手に!?

　星華じゃなく、魔物であれば誰でもいいのか。なんて節せつ操そうのない。星華は子どもだし、今回の魔物はあきらかに男なのに。

「と……とりあえず、友だちからはじめてもらって。後のことはおいおい教えるから。──オルガもあまり変なこと言わないでね。その魔物、見た目と実際の年齢がたぶん一いつ致ちしてないの。中身は私よりずっと幼おさないみたいだから」

　魔物とオルガの両方に向かって語りかけると、オルガが首を傾かしげて考えこむ。

「どうして椿姫さまだけ魔物の言葉がわかるのですかー？　なにひとつ取とり柄えのない椿姫さまなのに、たったひとつの取り柄が魔物と話せるってことですか」

「そ……うなのかな」

　なにひとつ取り柄がないという部分に地味に傷つきながら応じると、オルガの眸ひとみがきらりと光った。

「じゃあこの魔物さんも椿姫さまが連れて行くしかないですね。椿姫さま以外の誰とも意思疎通ができないような魔物を、その辺に置き去りにしたら混乱のもとです。そのためには椿姫さまの監視下に魔物を置いておくのが一番」

「そう……なるかもしれないわね」

　魔物の孤独を感じ取ってしまった以上、置いていくことはもう椿姫にはできなかった。オルガが魔物の同行を提案してくれるとは、百人力だ。あとはオルガが周囲を説得してくれるに違いない。

「しかしどうして、椿姫さまだけがわかるんでしょうね。六花さんと雪花さんが憑ついていることといい、そこに意味があるのかもしれないですね。そろそろ椿姫さまも、己になにができるのかを追つい求きゆうするべき時期なのかもしれません。椿姫さまがもし魔物たちを引き寄せる力を持つのなら──その意味と、もしもそれが椿姫さまの運命や能力なのだとしたら、その使い方を考えるべきなのかも……」

　オルガは一瞬、真顔になった。が、すぐにいつもの頓とん狂きようなオルガへと変化した。

「素敵な運命と素敵な力、そして素敵なオルガ！　星華だけでも素晴らしいのに、椿姫さまってばどんどんいろんな素敵なものを拾ってきて素敵の三十倍ぐらいなのでもっと拾ってきてください～」

　満面の笑顔で、魔物に抱きついたままオルガが告げた。目を瞬しばたたかせ、しばし思考停止する椿姫である。

　雷牙がオルガの暴走を止めるように声をあげる。

「──俺が妬ましいならオルガさまも一緒に来てください。朱里さん、怪我の治療を済ませたら支し度たくして出ましょう。夜には隠里に辿たどり着きたい。早はや駆がけで行きましょう。六花さまと雪花さま、後を頼みます。それから椿姫──冬威王子とちゃんと話して」

　最後はそっと椿姫の側に寄り、耳に口を寄せて告げる。

「なにを？」

「聞きたいことがあるんでしょう。さっき村の長の前での冬威王子を見て、腑ふに落ちないっていう顔をしていたから。そういうのはちゃんと本人に聞くといい。あの王子はオルガさまと同じぐらい悪巧み好きみたいだけど、椿姫が真まっ向こうから尋たずねれば返事をくれるから」

　早口にそう説明し、雷牙は手にしていた仮面を六花に渡すために離れていった。







　村にあった荷車を借りて、村の男たちを乗せた。

　村の長と、あとは屈くつ強きようそうな男や村の有力者だった人間を選択して乗せ、隠里に連れて行くことになった。

　荷車を馬に引かせて、雷牙とオルガが手た綱づなを取り、朱里を連れ、隠里へと出発した。

　村の広場を、残党を警戒して作られた雷牙の人形がふらふらと歩いて回っている。オルガの人形も歩いている。偽にせ者ものだと知っていても、話しかけてしまうぐらいそっくりだ。

　村を出たオルガたちを見送ったあと、椿姫と冬威は井戸の縁ふちに腰をかけて、ぼんやりとその底を覗のぞきこんだ。

「涸れ井戸に水の匂いがするのは、あの魔物が水すい妖ようだからだと巫女たちが説明していたが──魔物の汲くみ上げた水を飲むと、人がだんだん魔物に近づくだなんて、はじめて知った」

「そうね。いままで人は魔物を討とう伐ばつするばかりで、どんな生き物なのかを調べた人たちがいなかったから、魔物に関しては謎なぞだらけよね。私、このままいっそ魔物について調べて記録に残すのを一生の仕事にしようかしら。向いてるかもしれない」

「……向いているだろうな」

　なんとも言えない表情を浮かべ、冬威が応こたえた。無数の、それぞれに形の違う魔物を従えて旅をする椿姫を想像したのかもしれない。

「椿姫のいた横穴は、魔物の居住区に通じる穴だったらしいな。ただ村人たちもその存在を忘れていたぐらいに古い穴だそうだ。あんな危険な場所に、朱里が連れていかれたのを見て飛びこんだのか？　勇気があるにもほどがあるぞ」

「えーと、あの井戸に落ちたのは……まあともかく、今後はもっと冷静になれるように努力します」

　冬威がかすかに笑った。口元と目元に寄った浅いしわを指先で触れたい衝動に駆かられる。椿姫は冬威の笑顔が好きだ。

「雷牙どのは──あれはいい従者だ」

「従者じゃないわ。友だちなの」

　すかさず返す。雷牙がどう思ってくれているかは別だ。

　真ま面じ目めな雷牙のことだから、互いの立場を考えて、椿姫を友だちだとは言わないだろう。でもまわりがなんと言おうと、椿姫にとって雷牙はやっぱり友だちなのだ。

　かけがえのない友人。兄のように慕った大切な人。

　笑い女の六花は、この村に着いたとき椿姫に友だちができると言って微笑ほほえんだ。実際、魔物の友だちができたし、それ以外にも、自分にとって大切な人たちの存在をあらためて実感することができた椿姫である。

「朱里と私がふたりで隠里に戻っていたら、あなたは待っているあいだやきもきしただろうな」

　含み笑いをしてそう言われ、椿姫は狼狽うろたえて、うつむく。

　嫉しつ妬としていることに気づかれていたのか。腹が立つが、嫉妬に気づいたうえで、朱里の目の前で椿姫を抱き上げて歩いてくれたのだと思うと、やはり嬉しい。

「私も意地が悪かった。すまない。朱里と私のやり取りを見て、あなたが嫉妬をしてくれるのが嬉しくて、つい……。しかも、側にいなかったために危険な目に遭あわせてしまった。嫉妬してもらえる喜びは、椿姫を己の不注意で傷つけてしまったことでみんな飛んで消えてしまった。反省している。許してくれ」

「そんなことはない。あなたのせいで危険な目に遭ったわけじゃない」

　どちらかというと椿姫が自分で飛びこんでいったのだ。でも、嫉妬されることが嬉しかったという告白と、謝罪とは──椿姫の気持ちをそっとくすぐった。

「朱里が、ありがとうと言っていた。助けてくれたこともそうだが、朱里にとって、とても大切なものをあなたが守ろうとしてくれたそのことに感謝する、と。自分で伝えるように朱里に言ったんだが──それはまだ嫌だと言われた。朱里は私にとっては可愛い妹のようなものだ。朱里を助けてくれてありがとう。私からも感謝するよ」

「むしろ私は冬威王子に感謝するわ。私の刀を、あなたは『守るために強くなる』と言い、認めてくれた。だから、あなたの言葉と信頼に助けられて──朱里さんを守るために強くあろうと信じて、戦うことができたの。ひとりじゃ立ち向かえなかった。怖かった。でも朱里さんがいたし──あなたが支えてくれたから、それで胸を張れた。私はあなたに誇ほこりをもらった。私はこれからもずっと、誰かを守るために戦えると思う。強くなれると思う」

　言ってから、恥ずかしくなった。実際に強い人に対して、まだまだ弱い自分が言っていい台詞じゃない。身の程知らずだ。

「あの……これから頑張っていくっていう意味。いまのままじゃ駄だ目めなのはわかってるから。それで……」

　冬威が椿姫を見返す。力のある鋭するどい視線。

　どぎまぎしていると──冬威が、ほうっと嘆たん息そくを漏もらし、椿姫の手を取った。片手で握にぎりしめ、もう片方の手で椿姫の手の甲をそっと撫なでる。何度も、何度も撫でる。

　怪我はすべて巫女たちが治療してくれた。軟なん膏こうを塗ぬられ、大きな傷になったものは布を巻かれている。

　不格好だなと、椿姫は冬威に撫でられている手の甲が恥ずかしくなる。たおやかさとは無縁の、刀を持つためのたこと水ぶくれができて、怪我だらけで、血の滲む布で包まれた自分の手。朱里の綺き麗れいな手とつい比較してしまう。

　これが椿姫──これが自分。

　冬威には朱里のように、綺麗で縫い物上手な女性が似合う気がする。

「椿姫。私のことも守ってくれ」

　冬威が、ささやくようにそう告げた。

「え？」

「あなたを妻にと望んだときに、私の背中を守ってもらうならば、あなただと決めたんだ。椿姫は私と背中を合わせて、同じ敵に挑いどむことのできる姫君。だから──私のいない場所でこんな怪我を負うようなことをするのはやめてくれ。あなたの危機には私もその場にいたい。そして私の危機にはあなたが側にいて、私の背中を守ってほしい──」

　微笑んで、椿姫の手を持ち上げて、手の甲にくちづける。布の切れ目から覗く、黒ずんで腫はれた肌に、くちづける。押しつけられる唇の感触に、胸が締めつけられる。

　冬威の想いが、椿姫の胸にじわりと染みていく──。

「私は生涯あなたのことを、全身全霊をこめて守り抜く。だからあなたも私を守ってくれ」

「……ももも、もちろんよ」

　上ずった声が出て、舌がもつれた。

　守ってくれと言われることがこんなに嬉しいだなんて。

「椿姫のことを守りたい人は他にもたくさんいる。たとえば雷牙どのもまた、すべてを捨ててあなたのことを守り抜くだろう。でも──あなたが一番に守護するのは私だと誓ちかってくれるか？」

「誓うわ」

　ふわふわとした心地で、そう返した。

　守ってくれと請こわれることを喜ぶ姫は珍めずらしいかもしれない。でもどちらかが一方的に守るのではなく、力と勇気を認め、互いの背中を合わせて戦っていこうと誓ってもらえることが、椿姫には天にも昇のぼるほどに嬉しかった。

「火劉では──誓いのときはなにかを交換するものだ」

　冬威は少しのあいだ、自分の身体を見下ろし、考えこんだ。そして冬威は帯を巻く飾り紐の中心を飾る、帯留めの玉を手に取った。するするとその場で紐を解き、帯留めを外し、椿姫の手のひらを上向かせてころろとそこに転がす。

「あなたの帯留めと交換してもいいだろうか」

「え……あ。はい」

　帯留めを握りしめたまま、慌あわてて自身の帯に手をやると、冬威がそれを静かに制した。

「痛むだろうから、動かさなくていい。私にやらせてくれ」

　そう言うと、冬威は椿姫の帯締めの紐をほどきはじめる。前で束たばねた帯締めの先端をほどき、するりと抜いた。

　布地を剝はがされたわけでもないというのに──冬威に帯締めをほどかれるだけで、羞しゆう恥ちと歓喜とが同時に頭の隅すみを灼やいた。椿姫の胸の中心にある鍵を、優しく開けられたかのような奇妙な陶とう酔すいに全身が浸ひたされる。

　冬威は、抜いた帯締めから、帯留めの飾り玉を外す。それは冬威の髪と同じような朱と、金色が縞しまとなって混じりあった色石だった。外した玉の代わりに、椿姫の手のひらから自身の飾り玉を取り上げ、一瞬だけ、それにくちづけてから、紐に通した。

「誓いをこめて。この玉があなたをどこでも守ってくれるように。そして私は我が身にかえてもあなたを守る」

　ならば、と椿姫も冬威の手の上に載る自分の飾り玉をつまみ上げ、くちづけて、同じようにささやいた。

「私のこの飾り玉が冬威王子のことを守ってくれますように。誓います。私も我が身にかえて、あなたを守るわ」

　冬威はそっと椿姫の背中へと手を回す。

　冬威の飾り玉を帯留めとした帯締めが、椿姫の腰に巻かれる。緊張して身動きもできず、されるがままになっていた。冬威は器用に椿姫の帯締めを締め、続いて椿姫の飾り玉を自分の帯締めへと通して縛る。

　誓いと──互いの身につけていたものが交換されたことで、胸がいっぱいになった。椿姫は我知らず、帯留めになった飾り玉を確認するように触れる。
















　見る角度によって色を変え、虹を宿す、白はく濁だくした色石。ちいさな灯火ともしびのようなさまざまな色が、白い石の表層で弾はじけて映る。

　触れることで、安心する。

　朱里が、冬威にもらった紐を確認するように触れていた仕草を自然と思い起こす。きっと朱里もこんな気持ちだったのだ。大切な人にもらった品物を身につけ、お守りとして、何度も何度も確かめる。

「冬威王子にとって朱里さんは、きっと雷牙から見た私みたいな存在なんでしょうね」

　思わず、言葉が零れた。幼い時期を共に過ごし、育っていった。血のつながりはなくても、兄妹のような関係。

「それは……どうだろうな。雷牙どのと椿姫の関係とは違うと思うが。まあ、いいか。あなたがそう思うのなら、それで」

　苦笑して冬威がつぶやく。

「そういえば、あなたとよく話しておけと雷牙どのに言われた。なにを話したい？　ああいうところがあの男は苦手だ。私にはわからないようなあなたの心の機き微びを、あの男はたやすく嗅かぎ取る」

　不服そうな言い方に、心をくすぐられる。

　嫉妬するのは苦しいのに、嫉妬されるのは心地いい。恋心の不思議。冬威ほどの男でも嫉妬を見せるのかと思うと、それだけで嬉しい。

　とはいえ冬威は──あえて嫉妬心を出して見せているのかもしれない。隠そうと思えばきっと隠しきれるはずなのに露ろ呈ていさせるのは、椿姫の気持ちを優しく慰い撫ぶするため。椿姫が朱里に嫉妬をしていたのに気づいていたから、あえて冬威自身の嫉妬心も覗のぞかせる。策士という単語を思いつく。

　見たままの男ではなく、幾いく重えにも裏がある。幸福な出自ではなく複雑な傷を持つ。誰よりも強いくせに椿姫には守ってくれと頼む。

　困った人を好きになってしまった。このまま生涯、椿姫は、冬威の手のひらの上でころころと転がされる運命だ。

　先のことは先として──いまは疑問を口にする。せっかく雷牙が気にかけてくれて、こうやって尋ねる時間ができたのだから。

「飢えを怖れるがゆえに、人という同胞を贄として魔物に差しだすことのなかに、どんな正しさがあるの？」

　引っかかったのは、その台詞。間違っていると思える行動なのに、冬威はその行為も正しいと言っていた。

「正しくはない。でも人の世の真理だ。獣けものを殺してその肉を食べるように、なにかを犠牲にしてその犠牲の上に成り立っているのがこの世界だ。だから村人のしたことを否定はできない。なんの犠牲もなく生きていくことなどできない」

「生け贄と狩しゆ猟りようで得た肉は違う」

「本当に？」

　真顔で聞き返されると──本当にとは断言できなくなった。

　怯ひるんでしまったのは、正しいことだけで世界が成り立っているわけではないと知ってしまったから。

　弱肉強食。

　弱いものは虐しいたげられることもある。弱いものは食べられてしまうこともある。人が皆平等だというのなら、王や王子や姫と、村の民たちは同じなのか。暮らしぶりの差は、どうしてできたのか。

　気づいたときには椿姫は、もう姫だった。それだけで説明がつくものじゃない。

　椿姫の贅沢で平和な毎日は、誰かの犠牲の上に成り立っていたのか？

「──わからない。でも違うと信じたい」

　結果、出した結論はこれだった。

　正否はまだつかみきれない。でも、もし自分がこれから組み立てていける世界があるなら、同胞を生け贄に捧げて得られるような生活は間違ったものだと、頑として言い張れるような世界にしたい。

　誰を踏みつけることなく、王族として国の上に立ちたい。

「楽土は王道にのみ成り立つ。あなたと国を造りたいものだ」

　冬威が笑った。朗ほがらかな笑い声をあげ、椿姫を抱きしめた。







「んーとね。自然の形はひとつなの。呪術でも魔物の力でも、ひとつなの。たとえば農作物の豊作を呪術で成したとしても、それは自然じゃないの。ね？」

　魔物の言葉を椿姫が通訳し、どういうわけか魔物と巫女たちと冬威との討論会が井戸端で開かれることになった。

　意外なことに起床した星華は、魔物を見た途と端たん、毛──頭髪を逆さか立だてて威い嚇かくした。

　うなり声をあげ、そして椿姫にしがみつき、魔物が椿姫に近寄ると「がるる」と吠ほえる。獣じみた吠え声に、星華の新たな一面を知る。とりあえず知性があろうが、力があろうが、種族的なものなのか、意外と魔物同士は仲が悪いということがわかった。

「ふむ。それはわかる。作物が不作のときは土が休きゆう暇かを取っておる。なのに呪術で無理に豊作にしてしまうと、どんどん土が枯れていく。最後にその土は死んでしまう。呪術といえど、自然の本来の力をねじ曲まげられぬ。そういうように世界の理はできておる」

　六花が同意する。

　星華を膝ひざに抱き、魔物とは一定の距離を置いて話しあう。

　村人たちの見張りは、人形の雷牙とオルガにまかせている。巫女の呪術もかかっているので、普通の人なら抜け出られはしない。

「だから水もね、ずっとずっと涸かれないで湧わくのは無理なの。そろそろ涸れる井戸だったの。それを無理に僕が水をあちこちから引いてきて、井戸として上げていたから、きっとこの村の付近の人たちは困ってたと思うの。どこか近くの村の水が代わりに涸れたの」

「ほう」

「最初の井戸水からそうだったのね。つまり本当ならここに湧き出る水なんてなかったのに、無理に遠くから持ってきて引いたの。呪術？　僕がそれをできたのは、僕のお父さんが呪術師だったから。魔物がみんな呪術ができると思うと違うの。んー、僕はお父さんに習って、お父さんの力と魂と気を受け継いだから、できるようになったのね。でも魔物だから、きっとそれで水の質が変わったの？　そこはわかんないの。でも僕の引いた水を飲んだら、人の食べ物を食べなくても空腹になんなくなったんだってー。でも、そうだってことは、僕が食べてるような気？　なんだかそういうものを食べないと満腹になんない身体になっていくってことね？」

「そうじゃろうなあ。この村は、村ごとうるさいぐらいに呪じゆ詛そに満ちておる。かなりの人が、魔物化した強い者に魂たましいを抜かれて死んでおる。大きさの割に人の少ない村なのはそのせいなんじゃろうな」

「……どうして村に入ったときに、それを教えてくれないんだ？」

　冬威が眉のあいだにしわを刻んで六花に聞いた。

「面倒だったからじゃ」

「ではどうしていまになって教えてくれるんだ？」

「教えたほうが今後がおもしろそうだからじゃ。阿蝎老とやらが、結局ここに来ることになるじゃろう？　呪術に長けたあの老人が、どうしてここに来なかったのか──体調が悪いのもそうじゃが、ここに来ると具合が悪くなるようにと誰かが呪まじないを振りまいた。来られて、見破られたらことだからのう。自分たちだけが呪術使いとして優れていると慢まん心しんした隠里の人びとが、ここで真実を突きつけられて愕がく然ぜんとする姿が見たいからのう」

　六花と雪花が顔を見合わせて、

「慢心した人間がへこたれて膝を屈くつする姿を見るのは我らの楽しみ」

「ついでにそういうときの気はとてもどす黒いから、たくさん呪術者が訪れてくれると、この魔物も少しは腹が満たされることじゃろうて」

「椿姫さまが魔物と友だちになると決めた以上、我らも魔物の腹を、人を喰らわす以外の方法で満たさねばならぬからのう。そもそも人を苛いら々いらさせたり、嫌な気持ちにさせたり、自尊心を打うち砕くだいたりするのは我らの得意」

「オルガさまと我らが揃そろえば、なに、あちこちで魔物の腹も少しずつ満たされるに違いない」

「違いない」

　うんうんと、満足そうにうなずき合う巫女たちのしれっとした顔に──冬威ががっくりと肩を落とした。

「んー、その人のいま発してる気、僕、食べちゃうねー。なんだか暗くて淀よどんでて苛々してていい味わい～」

　魔物がにこにこして冬威の側に寄り、冬威の肩先にそっと手を当てる。

　冬威に通訳すべきか、困こん惑わくし固まる椿姫だった。







　暗くなる頃に隠里の面々がやって来た。村は、賑にぎやかになる。とりあえずオルガひとりで十人分はうるさい。

　阿蝎老は引き連れて行った村人たちと共に、急いで火劉の城に旅立ったそうだ。

　というわけで、自尊心を傷つけられた阿蝎老を見るという巫女たちの楽しみは果たせなかったわけだが、それでもあちこちで魔物は美お味いしい気を咀そ嚼しやくしている。人が増えれば、苛立ちも増える。巫女たちとオルガはその素晴らしい手腕で、魔物の腹を膨ふくらませた。

「名前つけましょう。名前。いつまでも魔物っていうのはなんだから、早く帰って博雅王に名づけてもらわねば。でも仮称をつけましょう。なにがいいかな。なにがいいか聞いてください」

　通訳担当者として、オルガと魔物のあいだに挟はさまれた椿姫はいい迷惑だ。

　星華が目を爛らん々らんと光らせて、不快なものを見るときの子猫のように髪の毛を逆立てて低くうなるのも、気にかかる。

「というわけで──なにがいいの？」

「友だちって呼んで。友だちなんでしょー？」

　屈くつ託たくなく応じる魔物の言葉を、そのままオルガに返す。

「友だちと呼んでほしいんだって」

「と、友だちかあ。オルガにもとうとう魔物の友だちが。生きててよかったなあ」

　オルガはそのまままたもや魔物に抱きつく。星華がそれを見て低くうなる。きゅるるる、というような声を発する星華の目が、怒いかりできつくなっている。

「もしかしたらいまオルガ、星華に嫉妬されてるのかもー？　やーん。オルガいまこの世の春かもしれません。星華に嫉妬されるなんて、もうオルガ感激」

　ここはここで、奇妙な三角関係が成立するのかもしれない。







　朱里が遠くから走ってくる。

　朱里は大忙しだ。隠里のみんなを引き連れて、糸切り村のあちこちを調べて回らなくてはならない。落とされた井戸の底にも案内しなくてはならない。新しく『友だち』になった魔物についても説明しなくてはならない。

「冬威さま、まだしばらくはいてくれると思ったのに。私たちみんな、大変なのに──明後日あさつてにはもう真しん雍ように向けて出しゆつ立たつするって本当なの？」

　上うわ目め遣づかいで、泣きそうな顔をして朱里が言う。

　朱里が見ているのは冬威だけ。魔物にも、魔物に抱きついているオルガにも目を向けない。もちろん椿姫のことなどまるで無視だ。

　冬威は無言でうなずいた。

「私は──私のことは、連れて行ってくれないのよね。冬威さまと旅をするのが私の夢だったのに」

「すまない」

　冬威は手をのばし、朱里の頭を撫でる。朱里はむっとした顔になり、頰ほおを膨らませる。

「謝らないでっ。みんな──みんな私のことを捨ててくの。そんなのわかってる。私は最初から捨てられて、隠里に出されたいらない子だったし──いまも、そうよ。生まれた村に呼ばれたと思ったら、生け贄のためで──……私は」

　感情の切っ先がぽろりとこぼれたかのように、朱里が大声でまくしたてた。冬威を睨み、さらに椿姫を睨みつける。まぶたの内側に涙が溜たまっている、あと少しで溢あふれるぎりぎりの滴しずく。

　が──六花が淡たん々たんとした声で、朱里の台詞を遮さえぎった。

「そなたの親は、そなたが生きていくことを望んで村の外に出した。人として生きていってくれよと、この呪のろわれた村から出した。もうそなたの生家はここにはなく、両親も亡なくなられたようだが──だからこそ、我らは巫女として、それを感じる」

　朱里が驚いた顔になり、六花を見る。雪花が、六花の傍かたわらに立ち、先をつなげる。

「そなたはきっと両親にとって希望だったのじゃろう。口減らしで捨てられたわけではない。人として正しく生きて、そしてもう二度とこの呪われた村に帰ってくるなと、隠里に泣く泣く出したのじゃ」

「なんで……わかるのよ。そんなこと」

「わからんがのう。でもそう思うと、少しそなたが楽かと余計な気を回した」

「うむ。たまには親切にしてみせようとしても詰めが甘いの、我らは。わかるかと問われるとは、思わなんだ。そしてわかるかと問われると、噓うそは言えぬ。死人の声など、詳しくはわからぬさ。いくら巫女でも、天人でも」

「──な」

　朱里は拳こぶしを握りしめ、ぐっと両足に力をこめてまっすぐに立って、その場にいるみんなを見回した。怒りと悲しみとその他もろもろの複雑な感情が、朱里の顔色を変えていく。

　魔物が舌なめずりをし、オルガに抱擁されたままずりずりと朱里の側に向かい、朱里の髪を手で摑つかむ。朱里は悲鳴もあげず魔物をも睨み、髪に触れたその手をバシリと払いのけた。

　負の感情を魔物に食べさせるため朱里を怒らせた？

　それにしたってこれはあまりにも質たちが悪い。巫女たちをこの場から引きずって立ち去ろうと、椿姫は、六花の肩に手をかけた。

「まあ、いいさ。でもそなたの親は村の端の、大木の根元に埋うまっている。たくさんで眠っている。喰われた者たちはみなそこに埋められたんだろうさ。あの魔物の『友だち』は、骨を残す。残して井戸の外へと放り投げる。それを村人たちが見つけて埋まい葬そうする。埋葬された地の底から呪詛の声が湧いてくる。苦しい、悲しい、妬ましい、と」

　六花はまなざしで椿姫を制すると、そう続ける。さらに雪花も口を開く。

「でもなかには、残された者、生き残った者に、幸福になってくれという声もある。かすかに途切れるような声こわ音ねじゃが。我らは噓は言わない。天人だから」

「その、幸せに育ってくれと、子に対して願う声は、そなたの親だと我らは勝手にそう感じたのさ。そなたが信じようと、信じまいと」

　信じようと、信じまいとと、巫女は二人で交互に続けた。

　朱里の瞳に浮かんでいた水滴がぶわりと膨らむ。朱里は歯を食いしばって、うつむいた。ほとほとと涙が零れ、頰を伝い、首筋へと伝い落ちる。魔物が朱里の涙を指で掬すくい、水滴のついた指先をちゅっと吸う。朱里は今度は魔物の手を振り払わなかった。

　うつむいたまま必死で歯を食いしばる朱里の頭をかき抱いだいたのは、冬威だった。先せん刻こくと同じように、朱里の頭をよしよしと無言で撫でる。何度も撫でる。朱里が冬威にしがみつき、とうとう声をあげてわんわんと泣いた。朱里の綺麗な指が冬威の着物をわしづかむ。

　その右腕を彩いろどる紐は、見慣れたものだ。一度ちぎれたものをまた修復し、つなげたのだろう。

　椿姫はそっと目配せし、みんなを引き連れてその場から立ち去る。

　いつでも空気を読まないオルガや巫女たちだったが、今回は、なにも言わずに椿姫に従い、その場から離れたのだった。







　そのまま糸切り村で二回、月が空にあるのを見た。二回、太陽が昇るのを見た。そして真雍に旅立つ日となった。

「椿姫、俺は『運命の笛』の音というものがまったく聞こえなかった。本当に聞こえなかった。なのにあの王子は、椿姫の血が染しみた笛の音を聞き分けた、迷うことなく走っていったんだ。もうそれだけで、仕方ない」

　雷牙はどこかさばさばとした口く調ちようで椿姫に言う。

「大丈夫だ、きっと椿姫は幸せになれる。それなら、いいよ」

　なぜか泣きそうな顔をした雷牙が椿姫の肩にそっと手を置いた。椿姫は胸がいっぱいになり「うん」とだけ、うなずいた。

　村人たちの処遇を含め、真雍の人間である椿姫たちにはそれ以上深く関わることはできない。後のことは過鉄王や阿蝎老にまかせ、椿姫たちは真雍と孔く雀じやく湖こへと向かうことにしたのだ。

「ありがとう、これ──ありがとう。助けてくれたことも、ありがとう」

　出立の朝、挨あい拶さつをすると朱里がもじもじしながら、椿姫の前に立って小声でそう言った。腕に巻いた紐に触れ、照れたような困ったような笑いを浮かべる。

　やっぱり可か愛わいらしくて、女の子らしくて、綺麗だと感心する椿姫である。朱里は、動作のひとつひとつが愛らしい。

　が──朱里は顔を近づけると、椿姫にだけ聞こえる声で告げる。

「でもいつか、私も冬威さまと旅をするから。いつまでもあなただけの冬威さまでいるわけじゃない。だって私は可愛いもの！」

　ポカンとし、突っ立ったままになった椿姫に──朱里は顎あごをつんと上げ、艶えん然ぜんと笑ってみせた。どうしてか悔くやしいより先に、椿姫は笑ってしまう。

「なによ。勝ち誇ったように笑って。あーのーねー、私はそのうち火劉国一の美人呪術使いになってみせるの。見てなさい。この手でなんでもつかんでみせるから。冬威さまも、よ！」

　挑むように宣言する朱里を、椿姫は好ましく感じた。

　だってそれは野心だ。なにも手にしない者が、努力して、なにかをつかみ取ろうとあがく。椿姫の旅のはじまりは、そこからだった。野心を抱き、女の身ひとつでなにかを成し遂とげようと決めた。

　だから朱里は、椿姫の同志だ。

　ああ、ここにも友だちがいたと、椿姫は思う。現状は、椿姫が勝手に友だちとして親しみを覚えているだけだろうが、いつか朱里とも友だちになれたらいい。

　きっと、なれるだろう。

　笑い女が、そう告げたのだから。友だちをこの村で得ると告げたのだから。

　今け朝さも魔物はみなに「友だち」と呼ばれ、やたらにニコニコと愛想よく笑い返している。魔物の友だちを養うために、巫女とオルガは天てん衣い無む縫ほうに振る舞い、周囲の人の気持ちを逆さか撫なでしてまわっている。

　愉快と不愉快と騒動の旅は、まだしばらく続きそうだった。








了
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　こんにちは。もしくは、はじめまして。

　佐さ々さ木き禎てい子こです。

　ビーズログさんでは二作目になるこの話、前回に引き続き、なんちゃって和風ファンタジーです。スーパー歌か舞ぶ伎きモードで、お姫さまと王子とその仲間たちが、旅をして、魔物をやっつけます。

「椿つばきの花は月夜に咲く」の続きですが、前作を読んでいない方でも、この一冊でわかるようになっておりますので、安心して手に取っていただければと思います。

　前と同じに、目指していたのはＲＰＧゲームのおもしろさです。

　パーティーを組んだ旅の仲間たちが、それぞれの特性を活いかしてモンスターと戦い、経験値を上げる。ひとつの村で謎なぞを見つけ、その謎を解とくためにまたあらたな村へとみんなで出かける。トラップに引っかかったり、宝箱を開けて変なものを見つけたり、途中で歌ったり踊おどったり（？）しながら、旅は続くよ、どこまでも～。

　進むにつれて主人公の経験値が上がって成長していけばいいなあと思って書いたのですが、椿姫は、ちゃんと育っているでしょうか。ちょっとドキドキしてます。

　さらに椿姫と王子の恋愛もちゃんと進んでるでしょうか。そっちもドキドキです。




　物語が進むのと共にどんどん育ってくれた、といえば──オルガ宰さい相しようと星せい華かです。星華はまあいいとして、オルガは性格が、麗うるわしく華はな々ばなしい方角にパーッと開花しまくり「いいところはみんなオルガが持っていってる？」と首を傾かしげてしまう活かつ躍やくぶり。

　私には「自作のキャラで好きなタイプを出すと、そのキャラがどんどん変人化していく」という癖くせがあり、いままで自じ粛しゆくしていたのですが、オルガに関してはそんな自分の思いをそのまま傾かたむけてみました。変人になってもいい。だって彼は美中年だから！

　おかげでなんだか、こんなことに──みたいな人になりつつありますが、いいですよね？

　と、あとがきで誰にともなく尋たずねてみる。

　オルガはどこでもマイペースで、歌ったり踊ったりしまくってて、楽しそうだなと、書いてて思いました。

　オルガが身近にいたら、鬱うつ陶とうしいけどきっと楽しいですね。でも鬱陶しいほうが勝まさるかもしれない。

　実は私のなかでこの話のキャラクター変人指数は、博はく雅が王おう＞オルガなのですよと、ここでそっと告白してみたり。なので本当なら博雅王の血を受うけ継ついでいる椿姫は、オルガになどキャラで負けないはずなのだ。

　このお話は、つまり、そのうち椿姫が一発逆転でオルガをもしのぐド変へん態たいぶりを発はつ揮きするまでの成長物語なんです。

　……ごめんなさい。……噓うそです。

　とはいえ、いつか、椿姫がなにかの形でオルガを感心させられるほどの姫君に成長したらいいなと、書いてる私は思ってます。

　前作と同じに、普通にいい人なため割をくったのが雷らい牙がですね。しかも今回、雷牙は仮面をつけての登場です。せっかくの凜り々りしい顔が隠かくれている……。

　最初はそうでもなかったんですが、だんだん雷牙のことが不ふ憫びんになってきた作者です。いい人って、大変……。

　巫み女こたちはそもそも人じゃないので、こんなものです。はた迷めい惑わくな美人のふたり。私の脳内イメージの巫女たちは「笑ったり泣いたりしなくて胸が並の大きさの○姉妹」化しつつあります。しかも両方が○子さんなので、ふたりして好き放題。誰も制せい御ぎよできない猛もう獣じゆうたち。

　で、冬とう威い王子もどちらかというと猛獣な性格なので、このパーティーは猛獣と変態と普通の人との混合パーティーです。

　あまり共に旅をしたくない連中ですね。

　遠くからそっと覗のぞくのなら楽しいけど、渦か中ちゆうにいたら胃が痛くなりそう。

　そんな面々に負けず、怖おそれず、揉もまれながら、椿姫にはいろんな面で頑がん張ばってほしいものです。

　ところで、そんな彼らの短編小説が、ビーズログさんの携帯サイト「ぽけっとB's-LOG」で公開されております。ぜひアクセスしてみてください。よろしくお願いします。




　今回も担当の編集さんにはお世話になりました。打てば響ひびくような──むしろ打つ前から響いてくるような辣らつ腕わんぶりに、いつも助けられています。ありがとうございます。

　イラストのキリシマソウさんには、かっこいいキャラたちを描いていただき大感謝です。ありがとうございますと何度言えばいいのかというぐらい、助けられています。ラフがすでに完成品として見せてまわりたいぐらいの力作で、いただいたとき嬉うれしくてニマニマしていました。

　特に今回は魔物がかっこよすぎて悶もん絶ぜつでした。魔物なのにこんなにかっこいいなんて!!

　それからこのお話を手に取ってくださった皆さんになによりの感謝を。

　ありがとうございます。少しでも気に入っていただけたら嬉しいです。

　またどこかでお会いできますように──。
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みずがめ座　Ｏ型
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やっと観はじめました。

役者はやっぱりかっこいいと思う、

今日この頃です。
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